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序

　茨城県は，地域の航空需要に対応し，首都圏の航空需要の一翼を担

う役割を果たすとともに，本県のさらなる発展を支える陸・海・空の

広域交通ネットワーク形成を図るため，平成２２年開港をめざし，百里

飛行場の民間共有化事業を進めています。

　その一環として，地域住民の方々の雇用拡大や企業誘致による地域

活性化を図るため，臨空型の産業団地「茨城空港テクノパーク」の整

備事業が計画されました。

　しかしながら，この事業地予定地内には埋蔵文化財包蔵地である石

川遺跡・石川塚・旧百里原海軍飛行場掩体壕群が所在することから，

これを記録保存の方法により保護する必要があるため，当財団が茨城

県から同遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，平成１７年１０月から

平成１８年７月まで１０か月にわたってこれを実施しました。

　本書はその調査成果を収録したものです。学術的な研究資料として

はもとより，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されること

によりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である茨城県から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申

し上げますとともに，茨城県教育委員会，小美玉市教育委員会をはじ

め，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し深く感謝申し上げ

ます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団

理 事 長　稲 葉 節 生



例 言

１　本書は，茨城県企画部空港対策室の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年１０月から平成１８年７

月まで発掘調査を実施した，茨城県小美玉市（旧小川町）大字下吉影字石川２１６４番地ほかに所在する 石  川 遺
�����

跡，同市大字下吉影字石川２１８９番地の１ほかに所在する 石  川  塚 ，同市大字下吉影字新田出口四番２４０８番地の
��������

２ほかに所在する 旧 
���

 百 
���

 里  原  海  軍  飛  行 
���������	�
���

 場 
���

 掩  体  壕  群 の発掘調査報告書である。
���������	�

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査　　

　　　石川遺跡 平成１７年１０月１日～平成１８年３月３１日　

　　　石川塚 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　旧百里原海軍飛行場掩体壕群 平成１７年１０月１日～１１月３０日　平成１８年４月１日～７月３１日

　　整　理　　平成２０年４月１日～５月３１日　平成２０年７月１日～１１月３０日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　石川遺跡

　　　　　　　　　首席調査員兼班長 川又清明 平成１７年１０月１日～平成１８年３月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 柴山正広 平成１７年１０月１日～平成１８年３月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 寺内久永 平成１７年１０月１日～平成１８年３月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 杉澤季展 平成１８年２月１日～２月２８日

　　　　　　　　　副主任調査員 駒澤悦郎 平成１８年３月１日～３月３１日

　　石川塚

　　　　　　　　　首席調査員兼班長 川又清明 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　　　　　　　主任調査員 松本直人 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　　　　　　　主任調査員 市村俊英 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　旧百里原海軍飛行場掩体壕群

　　　平成１７年度　首席調査員兼班長 川又清明 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　　　　　　　主任調査員 松本直人 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　　　　　　　主任調査員 市村俊英 平成１７年１０月１日～１１月３０日

　　　平成１８年度　首席調査員兼班長 川又清明 平成１８年４月１日～７月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 荒蒔克一郎 平成１８年４月１日～７月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 田月淳一 平成１８年４月１日～７月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 照山大作 平成１８年４月１日～７月３１日

　　　　　　　　　主任調査員 小川貴行 平成１８年４月１日～７月３１日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，主任調査員小野政美，調査員前島直人が担当し

た。執筆分担は，以下のとおりである。

　　主任調査員　小野政美　第１章，第２章，第３章第１・２節第３節１・４，第４章，第５章

　　調　査　員　前島直人　第３章第３節２・３

５　石川塚の墓坑から出土した人骨の同定については，国立歴史民俗博物館考古研究部教授の西本豊弘氏に依

頼した。成果は，本文中の第４章第３節１（３）に記載した。



１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋２１，２００�，Ｙ＝＋５３，４００�の交点を基準点　

（Ａ１ａ１）とした。なお，地区設定にあたっては，事業予定地内の遺跡全体を包括できるようにした。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０�四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々１０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から　

東へ１，２，３…０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように

呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

　　遺構　ＳＩ－住居跡　ＳＢ－掘立柱建物跡　ＳＫ－土坑　ＳＤ－溝跡　ＵＰ－地下式坑　ＳＹ－炭焼窯跡

　　　　　ＳＴ－墓坑　ＦＰ－炉穴　ＳＸ－不明遺構　Ｐ－ピット　Ｋ－撹乱

　　遺物　Ｐ－土器・陶磁器　ＴＰ－拓本記録土器　ＤＰ－土製品　Ｑ－石器・石製品　Ｍ－金属製品　

　　　　　Ｇ－ガラス製品

　　土層　Ｋ－撹乱

３　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

　式会社）を使用した。

４　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は４００分の１と１５０分の１，遺構実測図は原則として６０分の１で掲載した。ただし，掩体壕につ

いては，遺構実測図は平面図と断面図を２００分の１，土層断面図を１００分の１で掲載した。

（２）遺物実測図は原則として３分の１で掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケー

ルで表示した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　　　焼土・赤彩　　　　　　　　　　　　炉・火床面・繊維土器断面

　　　　　　竈部材・粘土・黒色処理　　　　　　煤・柱あたり痕・油煙

●土器　　○土製品　　□石器・石製品　　△金属製品　　　☆ガラス製品　　　 硬化面

５　遺物観察表及び遺構一覧表の表記については，次のとおりである。

（１）計測値の（　）内の数値は現存値を，［　］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，�，�，�で

示した。大きさにより異なる場合もあり，それらについては個々に単位を表示した。

（２）備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

（３）遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品ごとに通し番号とし，挿図，観察

表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は炉・竈を通る軸線とし，また，掩体壕の「主軸」は，格納部の奥壁から開口部を

通る軸線とした。主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標北からみて，どの方向にどれだ

け振れているかを角度で示した（例　Ｎ－１０°－Ｅ）。

凡 例
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第�章 調 査 経 緯

　茨城県は，小美玉市に茨城空港を開港させるとともに，それに伴う空港テクノパーク整備事業を進めている。

　平成１３年１月２９日，茨城県知事から茨城県教育委員会教育長あてに（仮称）空港テクノパーク整備事業（小

美玉市下吉影地内）における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会があった。これを受けて

茨城県教育委員会は平成１３年２月１８・１９日に現地踏査を行い，石川塚，旧百里原海軍飛行場掩体壕群について

は平成１３年３月７日に，石川遺跡については平成１６年１１月１５～１７日に試掘調査をそれぞれ実施し，遺跡の所在

を確認した。茨城県教育委員会教育長は，茨城県知事あてに，平成１３年４月１７日，事業地内に石川塚・旧百里

原海軍飛行場掩体壕群が，平成１６年１２月２日，同地内に石川遺跡が，それぞれ所在すること及びその取り扱い

について別途協議が必要であることを回答した。

　平成１７年１月２６日，茨城県知事から茨城県教育委員会教育長あてに，石川遺跡，石川塚及び旧百里原海軍飛

行場掩体壕群（第１・２号掩体壕）について文化財保護法第５７条の３（現第９４条）の規定に基づく土木工事の

通知が提出された。平成１７年２月８日，茨城県教育委員会教育長は現状保存が困難であることから記録保存の

ための発掘調査が必要であると決定し，茨城県知事あてに，工事着手前に発掘調査を実施するように通知した。

　また，平成１８年１月２５日，茨城県知事から茨城県教育委員会教育長あてに，旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第

３～７号掩体壕）について文化財保護法第９４条の規定に基づく土木工事の通知が提出された。平成１８年２月２１

日，茨城県教育委員会教育長は現状保存が困難であることから記録保存のための発掘調査が必要であると決定

し，茨城県知事あてに，工事着手前に発掘調査を実施するように通知した。

　石川遺跡，石川塚及び旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第１・２号掩体壕）については，平成１７年３月１５日，

茨城県知事から，茨城県教育委員会教育長あてに，（仮称）空港テクノパーク整備事業（小美玉市下吉影地内）

に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書が提出された。平成１７年３月２３日，茨城県教育委員会教育

長は，茨城県知事あてに石川遺跡，石川塚及び旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第１・２号掩体壕）について，

発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹

介した。

　旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第３～７号掩体壕）については，平成１８年２月２４日，茨城県知事から，茨城

県教育委員会教育長あてに，（仮称）空港テクノパーク整備事業（小美玉市下吉影地内）に係る埋蔵文化財発掘

調査の実施についての協議書が提出された。平成１８年２月２７日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県知事あて

に旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第３～７号掩体壕）について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，

併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県知事から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，石川遺跡を平成

１７年１０月１日から平成１８年３月３１日まで，石川塚を平成１７年１０月１日から１１月３０日まで，旧百里原海軍飛行場

掩体壕群（第１・２号掩体壕）を平成１７年１０月１日から１１月３０日まで，旧百里原海軍飛行場掩体壕群（第３～

７号掩体壕）を平成１８年４月１日から７月３１日まで，それぞれ発掘調査を実施することとなった。

－　　－5

第１節　 調査に至る経緯
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第２節　 調 査 経 過

　石川遺跡，石川塚，旧百里原海軍飛行場掩体壕群第１・２号掩体壕及び第３～７号掩体壕の調査の経過につ

いて，その概要を表で記載する。

石川遺跡（平成１７年度）

３　月２　月１　月１２　月１１　月１０　月 期間
工程
調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

石川塚（平成１７年度）

１１　月１０　月 期間
工程

調 査 準 備
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

旧百里原海軍飛行場第１・２号掩体壕

（平成１７年度）

１１　月１０　月 期間
工程
調 査 準 備
磁 気 探 査
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

７　月６　月５　月４　月 期間
工程

調 査 準 備
空 撮 準 備

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

旧百里原海軍飛行場第３～７号掩体壕

（平成１８年度）
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第�章 位 置 と 環 境

　石川遺跡は，茨城県小美玉市（旧東茨城郡小川町）大字下吉影字石川２１６４番地ほか，石川塚は茨城県小美玉

市大字下吉影字石川２１８９番地の１ほか，旧百里原海軍飛行場掩体壕群は茨城県小美玉市大字下吉影字新田出口

四番２４０８番地の２ほかにそれぞれ所在している。

　これら３遺跡が所在する小美玉市は，茨城県の中央部に位置し，北は巴川が東流し，南は霞ヶ浦に面してい

る。市域の多くは標高２０～３５�の洪積台地に占められており，その台地には北浦に流入する巴川，霞ヶ浦に流

入する園部川，鎌田川，梶無川の４河川及びその支流によって樹枝状に開析されている。また，巴川及び園部

川の沿岸には，幅０．５～１．５�の細長い沖積低地が発達しており，特に巴川右岸は幅広く低地が広がっている１）。

　３遺跡の位置する市の東部は，行方台地の北端にあたり，標高３０�ほどの一段高い台地になっている。この

台地を形成する地層は，下位から，砂鉄を含む粒径差のある砂の互層からなる石崎層，下末吉海進時の堆積物

である礫・砂を主とする見和層，灰色から青灰色を呈する砂質粘土の茨城粘土層，さらに関東ローム層，腐植

土層が堆積している２）。

　石川遺跡は，小美玉市の東部に位置し，巴川右岸の低地から入り込む谷津に面した標高２８�の台地上に所在

しており，小支谷を挟んで南西約２００�の対岸には縄文時代中期中葉から後葉にかけての遺構・遺物が多数検出

された石川西遺跡が所在している。調査前の現況は畑，山林である。

　石川塚は，石川遺跡から西へ約２００�離れた小支谷の対岸の谷津頭に位置する。調査前の現況は山林である。

　旧百里原海軍飛行場掩体壕群は，小美玉市の北東部に位置し，巴川右岸の標高３０�ほどの台地上の広域平坦

地に所在している。旧百里原海軍飛行場は，現在の航空自衛隊百里基地の西側に存在していたとされ，その施

設から菱形に展開する滑走路の外側に，約８０基の掩体壕が所在していた。今回報告する第１～７号掩体壕は，

旧百里原海軍飛行場の東部で，巴川の低地から入り込む小支谷の谷津頭付近に所在する。調査前の現況は山林

である。

　市域は，縄文海進のため台地を開析する谷津に海水が進入していたと考えられており，海の恵みを受けて早

くから人々が生活を営んでいたことが， 宮 
みや

 後 
うしろ

貝塚， 八  幡  脇 貝塚， 野  中 貝塚，
や はた わき の なか

 南 
みなみ

 坪 貝塚， 部  室 貝塚等の存在から
つぼ ひ むろ

もうかがえる。巴川水系に属する石川遺跡でも，縄文時代早期から後期及び古墳時代の遺構・遺物が確認され

ており，周辺にも該期の遺跡が数多く確認されていることから，その関連性が指摘できる。ここでは当遺跡が

所在する巴川流域の遺跡を中心に概要を述べることにする。

　巴川流域では旧石器時代の遺跡は確認されていないが，市域では園部川右岸の微高地に所在する 香  取  下 遺
か とり した

跡，高崎地区に所在する 大  作  台 遺跡など霞ヶ浦に近い台地上で，後期旧石器時代後半に比定される石器や剥片
だい さく だい

が検出されている。しかし，石器の出土量はどの遺跡も少量である３）。

　縄文時代の遺跡は巴川流域の台地縁辺部に広く分布している。　早期では，巴川左岸に所在する 梨 ノ 子  木  久 
なし こ き く

 保 遺跡（鉾田市）〈４〉で，微量ではあるが沈線文系土器が出土している４）。その他， 巳 ご遺跡〈５〉， 柿 の 木 
ぼ み かき き

第１節　 地 理 的 環 境

第２節  歴 史 的 環 境
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遺跡〈６〉で該期の土器片が採取されている。前期は縄文海進が進み，巴川両岸の台地上に遺跡が増加する。前

述の梨ノ子木久保遺跡では，該期の土坑６基が検出されており，その他出土土器の多くは黒浜式・浮島式・諸

磯式が主体であると報告されている５）。また，巴川右岸の 前  野 遺跡〈７〉， 中  郷  谷 遺跡〈８〉， 岡  田 遺跡〈９〉，
まえ の なか ごう や おか だ

 瀬  戸 遺跡〈１０〉， 宮 
せ と みや

 後 遺跡〈１１〉でも該期の土器が表面採取されている。中期には市域に遺跡数が増加し，市
うしろ

の南部にあたる玉里地区の霞ヶ浦沿岸では，部室貝塚を始めとする大規模な貝塚も形成されるようになる６）。

当遺跡周辺における発掘調査例は少ないが， 宿 
やど

 東 
ひがし

 側 遺跡〈１２〉， 道  海 遺跡〈１３〉，
がわ どう かい

 城 
じょう

 之  内 遺跡〈１４〉，
の うち

 南 
みなみ

 原 遺跡
はら

〈１５〉，宮後遺跡で該期の土器片が採取されている。また，当遺跡と小支谷を挟んで対岸に位置する 石  川  西 遺跡
いし かわ にし

〈１６〉では，阿玉台Ⅱ式から加曽利ＥⅢ式土器が多数出土し，該期の竪穴住居跡やフラスコ状土坑・袋状土坑等

の遺構が多数検出されている７）。後期の市域における代表的な遺跡としては梶無川右岸に所在する南坪貝塚

〈１７〉があげられる。ハマグリを主体とする純鹹貝塚で，堀之内式期から加曽利Ｂ式期の土器が出土している８）。

後期から晩期にかけての市域の遺跡数は激減する。巴川流域でも， 青  柳 貝塚〈１８〉で晩期の土器片が採取され
あお やぎ

ているだけである９）。

　古墳時代の遺跡は，巴川沿岸に多く確認されており，古墳や古墳群も所在している。 不  二  内 古墳群〈１９〉か
ふ に うち

らは，「跪座する男」や「壺を捧げる女」などの人物埴輪が出土している１０）。また， 新  堀 古墳〈２０〉では箱式石
にい ほり

棺から人骨が出土している１１）。集落跡の調査例はないが， 西 ノ 内 遺跡〈２１〉，岡田遺跡，南原遺跡などで該期の
にし うち

土師器片が採取されている。

　律令期においては，市域は常陸国茨城郡に属し，『和名抄』にみえる田余郷・白川郷・立花郷・生園郷・山前

郷に比定されている。そのうち当遺跡が所在する巴川右岸の下吉影地区は，茨城郡白川郷に属していたと考え

られている。集落跡の調査例はないが，遺跡分布調査１２）において該期の遺物が確認されている遺跡は， 窪  前 遺
くぼ まえ

跡〈２２〉，道海遺跡，城之内遺跡，宮後遺跡，南原遺跡など数多い。

　中世には大掾・小田・江戸・佐竹諸氏の抗争の場となり，紅葉城跡〈２３〉や皆谷城跡など多くの城館が築か

れた。園部川・梶無川・鎌田川の流域にも城館跡が多いことから，鎌倉時代末期から戦国時代にかけての当該

地周辺は，中小の在地領主層が河川流域を拠点として勢力を伸ばしていたことがうかがえる。

　中世末期の佐竹氏支配ののち，同氏の秋田転封により当該地は宍戸藩領や松岡藩領に分割され，さらに水戸

藩領・幕領・旗本領に細分されていった。近世の遺跡としては，巴川左岸（鉾田市）の大川・紅葉地区に勘十

郎堀〈２８〉が存在している。１７０６年，水戸藩は大規模な藩営工事に着手し，松波勘十郎を中心として涸沼川か

ら巴川河岸紅葉に至る堀割工事を行った。これは，巴川及び北浦の水運を利用して奥州諸藩の物資を江戸に運

ぶことが目的であったと考えられている１３）。小川地区には水戸藩の御用河岸があり，当遺跡が所在する下吉影

地区にも河岸が開かれていたことからも，当該地が河岸水運の要所として栄えていたことがうかがわれる１４）。

また，市域には市指定文化財の一字一石経塚である与沢経塚〈２４〉，竹原中郷経塚があり，巴川右岸の鉾田市青

柳には念仏塚〈２５〉，十九夜東塚〈２６〉，十九夜西塚〈２７〉など民間信仰に関する供養塚が多数所在１５）している。

　近代には，昭和１３年１月に旧百里原海軍飛行場の建設が開始されている。当飛行場の周辺は，台地上の広域

平坦地となっており，飛行場が建設された要因の一つと考えられる。また，巴川と園部川に樹枝状に開析され

た台地縁辺部は起伏に富んだ地形となっており，飛行機を秘匿隠蔽するための掩体壕群は，こうした自然地形

を利用して構築されたものとみられる。

　当飛行場の歴史は，概ね次のようなものである１６）。昭和１３年１２月，筑波海軍航空隊百里原分遣隊が開隊し，

３００名の隊員が着任した。昭和１４年１２月には百里原海軍航空隊として独立し，初歩飛行訓練に従事している。

主に艦上爆撃機・艦上攻撃機・練習機の基地であり，中練（中間練習機教程）教育が行われていた。基地機能
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が増強された昭和１８年以後は，実用機の操縦訓練及び偵察教育が行われ，大航空隊へと変化していった。昭和

１９年頃からは，太平洋哨戒任務を追加するなど実戦訓練部隊へと移行していった。当飛行場周辺に掩体壕がつ

くられたのはこうした戦争末期のことである。昭和２０年２月１６日以降，当飛行場の軍事施設はたびたび戦略爆

撃や機動部隊の強襲を受けており，飛行訓練の継続も困難となっていった。この頃になると飛行機と燃料の不

足から初歩飛行訓練は中止され，艦上攻撃機による特攻訓練のみが実施されるようになった。４月には沖縄の

菊水作戦に参加，その後，再び訓練再開を命じられるが，硫黄島から来襲する米軍機に制空権を奪われ，訓練

のできる状態ではなくなっていった。そして，８月１５日の終戦後，解隊となっている。

　飛行場施設の多くは，現在の航空自衛隊百里基地の西側に存在しており，正門跡，機銃試射場跡，百里神社

が遺存している。滑走路は旧飛行場関連施設から東側に菱形に形成されており，この滑走路の外側に誘導路を

介して８０基余りの掩体壕群が構築されていた。平成１７～１８年度にかけて，茨城県教育委員会による近代化遺産

の調査が実施され，当遺跡内に１６基の無蓋掩体壕が残存していることが確認されている。その後，当財団によ

る発掘調査が行われた際に，新たに１基が確認されており，計１７基の掩体壕が残存していたことが明らかに

なった。掩体壕の調査は，当財団による今回の調査のほか，平成１９年９月から１２月にかけて，小美玉市教育委

員会による第１２・１３号掩体壕の調査が行われている１７）。

　※文中の〈　〉内の番号は，第１図及び表１の該当番号と同じである。
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１２）小川町教育委員会『茨城県東茨城郡小川町埋蔵文化財分布調査報告書』　１９８５年３月
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１５）ａ小川町史編さん委員会『小川町史　上巻』小川町　１９８２年３月
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表１　石川遺跡・石川塚・旧百里原海軍飛行場掩体壕群周辺遺跡一覧表

時　　代

遺　　跡　　名
番

号

時　　代

遺　　跡　　名
番

号
近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○巾 木 免 遺 跡４１○○○○石 川 遺 跡①
○与 沢 大 山 遺 跡４２○石 川 塚②

○○か じ や 久 保 遺 跡４３○旧百里原海軍飛行
場 掩 体 壕 群③

○百 里 基 地 遺 跡４４○○梨ノ子木久保遺跡
（鉾 田 市）４

○新 田 後 遺 跡４５○○巳ご遺跡（鉾田市）５
○○イ カ ツ チ 遺 跡４６○○○柿の木遺跡（鉾田市）６

○紋 谷 遺 跡４７○○前 野 遺 跡７
○○○鷹 見 穴 遺 跡４８○中 郷 谷 遺 跡８

○潮 宮 遺 跡４９○○岡 田 遺 跡９
○金 久 曽 塚 群５０○瀬 戸 遺 跡１０

○富 士 見 塚 古 墳５１○○宮 後 遺 跡１１
○道 海 古 墳５２○宿 東 側 遺 跡１２
○○○大乗遺跡（鉾田市）５３○○○道 海 遺 跡１３

○大條遺跡（鉾田市）５４○○○城 之 内 遺 跡１４
○権現山遺跡（鉾田市）５５○○○南 原 遺 跡１５

○明神後古墳（鉾田市）５６○石 川 西 遺 跡１６
○松崎古墳（鉾田市）５７○南 坪 貝 塚１７

○吉十北遺跡（鉾田市）５８○青柳貝塚（鉾田市）１８
○吉十南遺跡（鉾田市）５９○不二内古墳群（鉾田市）１９

○○○外ノ山遺跡（鉾田市）６０○新 堀 古 墳２０
○円満寺廃寺（鉾田市）６１○○○西 ノ 内 遺 跡２１

○稲荷前遺跡（鉾田市）６２○○窪 前 遺 跡２２
○竜子塚（鉾田市）６３○紅葉城跡（鉾田市）２３

○○坂ノ上遺跡（鉾田市）６４○与 沢 経 塚２４
○富田城跡（鉾田市）６５○念仏塚（鉾田市）２５

○○○香取脇遺跡（鉾田市）６６○十九夜東塚（鉾田市）２６
○○○香取前遺跡（鉾田市）６７○十九夜西塚（鉾田市）２７
○○○茂平前遺跡（鉾田市）６８○勘十郎堀（鉾田市）２８

○茂平前塚（鉾田市）６９○○○下吉影中郷谷遺跡２９
○鳥栖遺跡（鉾田市）７０○○○堀 之 内 遺 跡３０

○○藤久保ダイ遺跡（鉾田市）７１○内 新 田 遺 跡３１
○藤久保遺跡（鉾田市）７２○後 峰 遺 跡３２

○○水貫遺跡（鉾田市）７３○飯 前 後 峰 遺 跡３３
○塚崎古墳群（鉾田市）７４○兎 内 遺 跡３４
○又久保古墳群（鉾田市）７５○飯 前 茂 内 遺 跡３５
○○大上遺跡（鉾田市）７６○○原 山 遺 跡３６

○大上古墳群（鉾田市）７７○茂 内 遺 跡３７
○宮山古墳群（鉾田市）７８○西 新 田 遺 跡３８
○石神東古墳群（鉾田市）７９○新 立 遺 跡３９

○石神十三塚（鉾田市）８０○○○○す す き 山 遺 跡４０
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第１図　石川遺跡・石川塚・旧百里原海軍飛行場掩体壕群周辺遺跡分布図（国土地理院２５，０００分の１「下吉影」「常陸玉造」）
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第２図　石川遺跡・石川塚・旧百里原海軍飛行場掩体壕群調査区設定図



第�章 石 川 遺 跡

　石川遺跡は，小美玉市の東部に位置し，巴川右岸の樹枝状に開析された谷津に面した標高２８�の台地上に立

地している。調査範囲は南北２１０�，東西２７５�であり，平成１７年度の調査面積は３１，８００�である。調査前の現

況は畑地，山林である。

　今回の調査では，竪穴住居跡１０軒（縄文時代６，古墳時代４），土坑１７２基（縄文時代６，古墳時代２，時期

不明１６４），炉穴１基，地下式坑１基（中世），炭焼窯跡６基（近代），溝跡１条（時期不明）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に２５箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢・鉢），土師

器（坏・高坏・椀・甕・甑），土製品（土器片円盤・土器片錘・支脚），石器（石鏃・磨製石斧・敲石・凹石・

磨石・砥石），石製品（紡錘車）などである。

　　　　

　調査区西部のＯ２０ａ７区にテストピットを設定し，深さ２ｍまで掘り下げて基本土層（第３図）の観察を行っ

た。土層は９層に分層でき，観察結果は以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土で，粘性・締まりとも普通である。層厚は２０～３０�である。

　第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層への漸移層で，ローム粒子を中量含み，粘性は普通で，締まりは

やや強い。層厚は１５～３０�である。

　第３層は褐色を呈するソフトローム層で，粘性は普通で，締まりはやや強い。層厚は１４～３５�である。

　第４層は褐色を呈するハードローム層への漸移層である。粘性は普通で，締まりは強い。層厚は１０～２０�で

ある。

　第５層は褐色を呈するハードローム層で，粘性は普通で，締まりは強い。層厚は１０～２０�である。

　第６層は褐色を呈するハードローム層で，粘性は普通で，締まりは強い。層厚は１２～２５�である。

　第７層は褐色を呈するハードローム層で，鹿沼パミスを微量含

み，粘性・締まりとも普通である。層厚は１８～３０�である。

　第８層はにぶい黄褐色を呈するハードローム層で，鹿沼パミス

を中量含み，粘性は普通で，締まりは強い。層厚は１５～２５�であ

る。

　第９層は褐色を呈するハードローム層で，細礫を微量含み，粘

性は普通で，締まりは強い。下層は未掘のため本来の層厚は不明

である。

　遺構の多くは第２層上面で確認されている。
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石 川 遺 跡

第１節　 調 査 の 概 要

第２節  基 本 層 序

28.0m

28.6m

27.0m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A A

第３図　基本土層図
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１　縄文時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，炉穴１基，土坑５基である。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）竪穴住居跡

第５号住居跡（第４・５図）

位置　調査区北西部のＰ２１ａ２区，標高２８．０�の台地縁辺部に位置している。

重複関係　第７８・８７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸５．１０�，短軸４．３５�の隅丸長方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は２０～２９�で，外

第３節　 遺 構 と 遺 物
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第４図　第５号住居跡実測図
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石 川 遺 跡

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した面は認められなかった。

炉　２か所。炉１は南西壁寄りの中央部に位置し，長径方向の南部をＰ５に掘り込まれている。長径７０�，短

径６０�の楕円形で，地床炉である。長径方向は住居跡の主軸方向と同じである。炉２は炉１の西側に位置し，

炉１の上端を若干掘り込んでいる。径５０�の円形で地床炉である。重複関係から炉１から炉２へ作り替えが行

われたと考えられる。

ピット　６か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６４・５２�で，主柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ６は深さ２６～３４�で，本跡に伴

うピットと考えられるが，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片１４６点（深鉢）が出土している。ＴＰ１は中央部北東壁寄りの覆土上層，ＴＰ２は炉１

の底面からそれぞれ出土しており，時期決定の指標となる土器である。

所見　時期は，出土土器から前期後半（浮島式期）と考えられる。

炉１土層解説
１  にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

TP1

TP2 10cm0

第５図　第５号住居跡出土遺物実測図

第６Ａ・６Ｂ号住居跡（第６・７図）

位置　調査区西部のＮ２０ｊ０区，標高２８．０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１０号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東部は第１０号住居に掘り込まれており，床の遺存部とピットの位置から長径は５．３４�，短径４．６７

�の楕円形と推測できる。床面に炉が３基確認されていること及びピットの配置から２回以上の炉の作り替え

もしくは上屋の建て替えが行われた可能性がある。Ｐ５～Ｐ８を主柱穴とし，炉１・炉２を伴うものを第６Ａ号

住居跡，Ｐ１～Ｐ４を主柱穴とし，炉３を伴うものを第６Ｂ号住居跡とする。確認されたプランは第６Ｂ号住居

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

 ＰＬ５覆土上層半截竹管による入組文普通橙長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ１

炉１底面横位の半截竹管文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ２

第５号住居跡出土遺物観察表（第５図）
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第６図　第６Ａ・６Ｂ号住居跡実測図

のもので，壁高は２２�で，外傾して立ち上がっている。

床　Ａ号住居跡とＢ号住居跡の床面のレベル差は認められなかった。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　３か所。炉１は中央部南寄りに位置し，長径６８�，短径５８�の楕円形で，床面を１０�掘り込んだ地床炉で

ある。底面は皿状で，火を受けて赤変硬化している。炉２は中央部西寄りに位置し，径８０�の円形で，床面を

３０�掘り込んだ地床炉である。底面は凸凹で，火を受けて赤変硬化している。炉３は中央部東寄りに位置し，

長径９４�，短径８０�の楕円形で，床面を２２�掘り込んだ地床炉である。底面は凸凹で，火を受けて赤変硬化し

ている。

炉１土層解説
１  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
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石 川 遺 跡

ピット　１２か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～３５�で，規模と配置からＢ号住居跡の主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ８

は深さ１４～３４�で，規模と配置からＡ号住居跡の主柱穴と考えられる。Ｐ９～Ｐ１２の性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含み，不自然な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片５３５点（深鉢），土製品２点（土器片錘，土器片円盤），石器２点（磨製石斧，凹石），

剥片７点が出土している。その他，混入した土師器片２点も出土している。ＴＰ３は北東部の覆土中層から床

面にかけて出土した破片が接合したものである。ＴＰ４・ＴＰ６は中央部，ＴＰ５は南西部の床面から，ＴＰ９は

北西部と西壁際の床面から出土した破片が接合したものである。ＴＰ７は炉２の覆土中からそれぞれ出土して

いる。ＤＰ１・ＤＰ２は北東部の覆土中，Ｑ１は北壁際の覆土上層，Ｑ２は南壁際の覆土中層からそれぞれ出土

している。

所見　Ａ号住居跡では，炉が２か所検出されており，炉の作り替えが想定できる。Ｂ号住居跡はＰ１～Ｐ４を

主柱穴とし，東側に拡張して建て替えられたものと考えられる。Ａ・Ｂ号住居跡の出土土器に時期差は認めら

れず，時期は，両住居跡とも中期前半（阿玉台Ⅰｂ式期）と考えられる。

３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒
子微量

４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

炉２土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
２  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３  極暗赤褐色 ロームブロック・焼土粒子少量

４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量　
６  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

炉３土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
２  極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量

３  極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量

第６Ａ・６Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第７図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種　別番号

 ＰＬ５覆土中層～床面口縁部に突起　無文　補修孔あり普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３

 ＰＬ５床面口縁部突起に刻目　角押文　普通にぶい橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４

床面口縁部に刻目　指頭押圧を施した隆帯を波頂
部から懸垂普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ５

 ＰＬ５Ｐ１２確認面隆帯に沿う角押文　口唇部内面に交互刺突文普通にぶい褐長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ６

炉２覆土中波頂部に刻目のある隆帯　結節沈線文普通灰褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ７

覆土中口唇部直下に爪形文　横位二条の角押文普通にぶい赤褐長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ８

中層から床面ヒダ状の輪積痕普通にぶい赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ９

 ＰＬ５覆土中角押文　刻目列　刻目のある隆帯文普通にぶい褐長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ１０

備　　考出土位置特　　　　　徴胎　土重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ６覆土中周縁部に研磨痕　上下に刻み長石・石英・雲母１０．３０．８２．８３．９土器片錘ＤＰ１

 ＰＬ６覆土中周縁部全周研磨長石・石英・雲母３．８０．７２．１２．３土器片円盤ＤＰ２

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土上層刃部の表面に集中的な研磨を施す以外は礫面を残す凝灰岩８２．７１．７３．７９．５磨製石斧Ｑ１

覆土中層表裏に凹み　側縁部に被熱痕石英斑岩３９８．０３．８８．２９．４凹石Ｑ２

土層解説
１  暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量
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第７図　第６Ａ・６Ｂ号住居跡出土遺物実測図
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第７号住居跡（第８・９図）

位置　調査区西部のＯ２０ａ０区，標高２８．０�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号住居跡を掘り込み，第９号住居に掘り込まれている。第１７７号土坑とも重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　東部が第９号住居に掘り込まれているため，床の遺存部とピットの位置から長径は４．４５�，短径

３．８８�の楕円形と推測できる。長径方向はＮ－１７°－Ｅである。壁高は７～１０�で，外傾して立ち上がってい

る。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　中央部に位置している。長径８０�，短径６０�の楕円形で，床面を２０�掘りくぼめた地床炉である。底面は

皿状で，火を受けて若干赤変している。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１９～３０�で，やや浅いが配置から主柱穴と考えられる。

覆土　単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片２２６点（深鉢），土製品１点（土器片円盤），石器４点（石鏃２，磨製石斧２），剥片

４点が出土している。土器片の多くは，炉付近の覆土中から出土している。Ｑ３は北部，Ｑ４は中央部，Ｑ５

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
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第８図　第７号住居跡実測図



－　　－20

は中央部南寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅱ式期）と考えられる。
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第９図　第７号住居跡出土遺物実測図

第７号住居跡出土遺物観察表（第９図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種　別番号

 ＰＬ５覆土中刻目列　指頭押圧による刻目を施した隆帯普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１１

覆土中無文　輪積痕を明瞭に残す普通にぶい赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１２

 ＰＬ６覆土中波状口縁に沿って隆帯貼り付け　二条の角押文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１３

 ＰＬ６覆土中隆帯に沿って角押文　体部に横位の爪形文　
隆線文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１４

備　　考出土位置特　　　　　徴胎　土重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ６覆土中周縁部全周研磨長石・石英６．７０．９２．３２．８土器片円盤ＤＰ３

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土中層凹基無茎鏃　両面押圧剥離　基部の一部を欠損安山岩（１．９）０．４１．５３．０石鏃Ｑ３

 ＰＬ９覆土中層凹基無茎鏃　表面に押圧剥離痕　裏面の調整痕不明トロトロ石（０．６）０．３１．３１．９石鏃Ｑ４
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第８号住居跡（第１０・１１図）

位置　調査区西部のＯ２０ｂ０区，標高２８．０�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第７・９号住居，第１７８号土坑に掘り込まれている。第１７７号土坑とも重複しているが新旧関係は不

明である。

規模と形状　北部が第７・９号住居に掘り込まれているため明確ではないが，遺存する壁から長径４．８０�，短

径４．３０�の楕円形と推測できる。長径方向はＮ－５３°－Ｗである。壁高は１２�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　中央部の南壁寄りに位置している。床面に焼土の広がりが認められたため，床面を炉床とする地床炉と判

断した。第１７８号土坑に掘り込まれており，西半部は失われている。平面形は，径８０�ほどの円形と推測できる。

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ２２～３０�で，西壁際に集中している。性格は不明である。

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック中量

３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第１０図　第８号住居跡実測図

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土中層刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨しており片刃
に近い　側縁部欠け凝灰岩（３７．７）１．０４．０（５．５）磨製石斧Ｑ５

 ＰＬ９覆土中小型品　刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨して
おり片刃に近い　凝灰岩１８．５０．７２．６６．２磨製石斧Ｑ６
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遺物出土状況　縄文土器片１６２点（深鉢），石器１点（磨製石斧），剥片１点が出土している。ＴＰ１５は中央部と

中央部西寄りの床面からそれぞれ出土した破片が接合したものである。ＴＰ１６は中央部西寄りの覆土下層から

出土している。ＴＰ１７はＰ３の覆土中層から出土しており，時期決定の指標となる土器である。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅱ式期）と考えられる。
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TP15

第１１図　第８号住居跡出土遺物実測図

第９号住居跡（第１２図）

位置　調査区西部のＯ２１ａ１区，標高２８．０�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第７・８号住居跡を掘り込んでいる。第１０号住居とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　遺存する壁の様相及び炉と柱穴の配置から，平面形は長径５．６０�，短径４．８４�の不整楕円形と推

測できる。長径方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は２０～２６�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　中央部に位置している。長径８２�，短径７０�の楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。炉床は

火を受けて若干赤変している。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２４～３５�とやや浅いが，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７の性格は

不明である。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片２４３点（深鉢），土製品１点（土器片円盤），石器３点（石鏃２，石匙１），剥片２点

が出土している。ＴＰ１８・ＴＰ１９は中央部，Ｑ８は東壁際，Ｑ９は南部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅱ式期）と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第８号住居跡出土遺物観察表（第１１図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ５床面横位の隆帯に沿って二条の角押文普通橙長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ１５

覆土下層指頭押圧を施した隆帯文　体部ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・細礫・
黒色粒子深鉢縄文土器ＴＰ１６

Ｐ３覆土中層無文　口縁部に突起普通にぶい黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１７
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第１０号住居跡（第１３・１４図）

位置　調査区西部のＮ２１ｊ１区，標高２８．０�の台地平坦部に位置している。
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第１３図　第１０号住居跡実測図

第９号住居跡出土遺物観察表（第１２図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ６覆土下層口唇部貝殻腹縁による刻目　口縁部楕円形の
区画内に二条の角押文を施す普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ１８

覆土下層口縁部刻目列　小波状口縁の波頂部から断面
三角形状の隆帯を垂下普通にぶい橙長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ１９

備　　考出土位置特　　　　　徴胎　土重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ６覆土中周縁部全周研磨長石・石英・雲母７．５０．９２．７２．７土器片円盤ＤＰ４

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中凹基無茎鏃　両面押圧剥離チャート１．１０．５１．６１．７石鏃Ｑ７

覆土下層凹基無茎鏃　両面押圧剥離チャート（０．８）０．４（１．４）２．２石鏃Ｑ８

覆土下層横長石匙　両面押圧剥離石英（６．４）０．７（４．２）（２．９）石匙Ｑ９
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重複関係　第６号住居跡を掘り込み，第１７５号土坑に掘り込まれている。第９号住居とも重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　南部が第９号住居と重複しているため明確ではないが，遺存する壁から長径は５．５０�，短径４．８６

�の楕円形と推測できる。長径方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は１５�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　北西部に位置し，径１１６�の円形で，床面を２２�掘り込んだ地床炉である。底面は凸凹で，火を受けて赤変

硬化している。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～３６�と不均一であるが，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７の

性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１９３点（深鉢），石器６点（磨製石斧５，敲石１）が北西部の炉付近と南東部の壁際

を中心に出土している。ＴＰ２０・ＴＰ２３・ＴＰ２６・ＴＰ２７は北西部の覆土上層から下層にかけて，ＴＰ２１・ＴＰ２２・

ＴＰ２５，Ｑ１１は南東部の覆土上層から中層にかけて，Ｑ１４は中央部の床面，Ｑ１５は西部壁際の床面，ＴＰ２９，Ｑ

１０・Ｑ１２・Ｑ１３はＰ６付近の覆土下層からそれぞれ出土している。ＴＰ２４・ＴＰ２８は炉の覆土中から出土してお

り，時期決定の指標となる土器である。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅰｂ式期）と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１０号住居跡出土遺物観察表（第１４図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

覆土下層無文不良にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２０

 ＰＬ５覆土上層口縁部隆帯による区画内に角押文　口唇部内
面に横位一条の角押文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ２１

 ＰＬ５覆土上層口縁部隆帯による楕円形区画内に角押文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２２

 ＰＬ５覆土上層刻目のある突起　口唇部に角押文　口縁部に
鋸歯状の沈線文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２３

炉覆土中有節沈線文　断面三角形状の隆帯普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２４

覆土中層有節沈線文　普通明赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２５

覆土上層口縁部断面三角形状の隆帯による区画内に有
節沈線文　普通にぶい赤褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２６

覆土中層口唇部有節沈線文　口縁部楕円形状の有節沈
線文と円形竹管文　刻みのある隆帯貼り付け普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２７

炉覆土中櫛歯状工具による曲線文普通明褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２８

覆土下層隆帯文　輪積部に刻目列普通橙長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ２９

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土下層全面を丁寧に研磨　刃部にわずかな刃こぼれ凝灰岩３７８．０３．７５．４１２．８磨製石斧Ｑ１０

 ＰＬ９覆土上層小形品　刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨して
おり片刃に近い　刃部にわずかな刃こぼれ凝灰岩５５．１１．２４．６６．７磨製石斧Ｑ１１

 ＰＬ９覆土下層小形品　刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨して
おり片刃に近い　刃部と側縁部の一部に欠け凝灰岩（５５．１）１．２３．０７．７磨製石斧Ｑ１２

 ＰＬ９覆土下層小形品　刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨して
おり片刃に近い　刃部の一部欠け凝灰岩（６０．７）１．５３．９７．４磨製石斧Ｑ１３

 ＰＬ９床面小形品　刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨して
おり片刃に近い　刃部の一部欠け凝灰岩（４９．７）１．５３．３７．２磨製石斧Ｑ１４

床面側縁部に敲打痕安山岩８４４．０５．６８．９１１．７敲石Ｑ１５
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第１４図　第１０号住居跡出土遺物実測図
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表２　縄文時代竪穴住居跡一覧表　

備　　考
重複関係
（古→新）

時　期主な出土遺物覆土
内　部　施　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
長軸（径）×短軸（径）

平面形主軸方向位置番号
炉ピット出入口主柱穴

本跡→ＳＫ７８・８７前期後半縄文土器人為２６－－－平坦２０～２９５．１０×４．３５隅丸長方形Ｎ－４０°－ＥＰ２１ａ２５

本跡→ＳＩ１０中期前半縄文土器　磨製石斧人為３４－４
４－平坦２２［５．３４］×４．６７［楕円形］Ｎ－１６°－ ＷＮ２０ｊ０６

ＳＩ８→本跡→ＳＩ９
ＳＫ１７７と新旧不明中期前半縄文土器　土器片円盤

磨製石斧　石鏃－１－－４－平坦７～１０［４．４５］×３．８８［楕円形］Ｎ－１７°－ＥＯ２０ａ０７
本跡→ＳＩ７→ＳＩ９・ＳＫ１７８
ＳＫ１７７と新旧不明中期前半縄文土器自然１３－－－平坦１２４．８０×［４．３０］［楕円形］Ｎ－５３°－ ＷＯ２０ｂ０８
ＳＩ８→ＳＩ７→本跡
ＳＩ１０と新旧不明中期前半縄文土器　土器片円盤

石鏃　石匙自然１３－４－平坦２０～２６［５．６０］×４．８４［不整円形］Ｎ－１０°－ ＷＯ２１ａ１９
ＳＩ６→本跡→ＳＫ１７５
ＳＩ９と新旧不明中期前半縄文土器　磨製石斧自然１３－４－平坦１５［５．５０］×４．８６［楕円形］Ｎ－６°－ ＷＮ２１ｊ１１０

第１号炉穴出土遺物観察表（第１５図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％ ＰＬ５覆土下層ヘラ状工具による縦位の磨き普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・黒色粒子・
赤色粒子－（６．５）－深鉢縄文土器１

（２）炉穴

第１号炉穴（ＳＫ１７３）（第１５図）

位置　調査区南部のＰ２３ｅ８区，標高２８．０�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径２．７８�，短径０．９７�の長楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは火焚部が３８�，足

場が２２�である。火焚部は足場の東側を１５�掘り下げて使用しており，底面は火を受けて赤変硬化している。

足場の底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片３２点（深鉢），石器１点（敲石）が出土している。早期の田戸下層式土器が主体で，

混入した前期黒浜式土器の胴部片６点も検出されている。１は足場の西寄りの覆土下層，ＴＰ３０・ＴＰ３１は火焚

部西寄りの底面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から早期中葉（田戸下層式期）と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ロームブロック中量

４  褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　
５  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
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第１５図　第１号炉穴・出土遺物実測図
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（３）土坑

第７４号土坑（第１６・１７図）

位置　調査区南東部のＯ２５ｈ１区，標高２６．０�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸３．５０�，短軸２．８０�の隅丸長方形で，長軸方向はＮ－５４°－Ｅである。深さは６３�で，底面は

皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片２４５点（深鉢），土製品１点（土器片錘），石器１点（磨石），礫１点が出土している。

ＴＰ３３は北西壁際の覆土上層，ＤＰ５は北コーナー部の底面からそれぞれ出土している。ＴＰ３２は南コーナー部

の底面から出土しており，時期決定の指標となる土器である。２は南西部の覆土中層，ＴＰ３５・ＴＰ３６は覆土中

から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅳ式期）と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック微量
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TP32

2

TP33

DP5
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第１６図　第７４号土坑実測図

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

底面縦位の沈線文　爪形文普通橙長石・石英・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ３０

 ＰＬ５底面斜位の平行沈線文　刺突文普通にぶい褐長石・石英・黒色粒子深鉢縄文土器ＴＰ３１

第７４号土坑出土遺物観察表（第１７図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色調胎　土底径器高口径器種種　別番号

５％ ＰＬ５覆土中層沈線文普通明赤褐長石・石英・雲母－（５．６）－深鉢縄文土器２

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ６底面口縁部交互刺突文　押引沈線による文様施文普通にぶい橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ３２

覆土上層幅の広い口縁部に交互刺突文　単節縄文ＲＬ普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３３

覆土中口縁部単節縄文ＲＬ　横位の隆帯に沿って爪形文普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ３４

覆土中沈線文　貝殻腹縁文普通明赤褐長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ３５

覆土中沈線文　刺突文　普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３６
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第１７図　第７４号土坑出土遺物実測図

第８１号土坑（第１８・１９図）

位置　調査区南西部のＯ２１ｆ４区，標高２８．０�の台地

平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．００�，短径０．８８�の楕円形で，

長径方向はＮ－５５°－Ｗである。深さは１００�で，底

面は平坦である。壁は直立している。

覆土　５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示

す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片４８点（深鉢），剥片１点が

出土している。３は北部，ＴＰ３７は北東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅰｂ式期）と考えられる。
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第１８図　第８１号土坑実測図

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量　　
５  褐 色 ロームブロック中量

備　　考出土位置特　　　　　徴胎　土重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ６底面周縁部研磨　上下に刻み　橙１４．７０．９３．５３．９土器片錘ＤＰ５

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中磨面１か所　砂岩（２０６．０）（４．８）（４．３）（９．９）磨石Ｑ１６
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第１９図　第８１号土坑出土遺物実測図

第９１号土坑（第２０・２１図）

位置　調査区西部のＮ２１ｆ９区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径５．４０�，短径３．５０�の楕円形で，長径方向はＮ－７４°－Ｅである。深さは４５�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況を示す人為堆積である。
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第２０図　第９１号土坑実測図

第８１号土坑出土遺物観察表（第１９図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色調胎　土底径器高口径器種種　別番号

１０％ ＰＬ５覆土下層口縁部楕円形区画帯に結節沈線文
を施文　円形貼付文普通明赤褐長石・石英・雲母・

細礫－（１０．０）［２８．０］深鉢縄文土器３

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ５覆土下層波頂部に刻目のある突起　口唇部に角押文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３７
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遺物出土状況　縄文土器片１９０点（深鉢），剥片４点が南半部に集中して出土している。ＴＰ３８～ＴＰ４３は南部の

覆土上層から下層にかけて出土している。ＴＰ４２は中央部の覆土上層，ＴＰ４３は南東部の覆土下層からそれぞれ

出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅱ式期）と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子微量

４  褐 色 ロームブロック少量　　
５  褐 色 ロームブロック中量

TP42

TP41

TP40

TP43
TP39TP38

10cm0

第２１図　第９１号土坑出土遺物実測図

第１１５号土坑（第２２図）

位置　調査区西部のＮ２０ｇ８区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径２．２５�，短径１．８２�の楕円形で，長径方向はＮ－１３°－Ｅである。深さは１８�で，底面は平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片２６点（深鉢）が北東部に集中して出土している。ＴＰ４４は中央部北東寄りの覆土中層

から出土している。　　

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅰｂ式期）と考えられる。

第９１号土坑出土遺物観察表（第２１図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

覆土下層口唇部に刻目と角押文　内面に角押文　口縁部楕
円形区画帯に一条の角押文を施文普通にぶい橙長石・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ３８

覆土下層口縁部楕円形区画帯に一条の角押文を施文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３９

覆土上層口縁部断面三角形状の隆帯　角押文　口唇部二条
の角押文普通にぶい橙長石・石英・雲母・

赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４０

覆土上層単節縄文ＲＬ　結節文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・
赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４１

覆土上層口唇部内面交互刺突文と一条の角押文　口縁部横
位二条の隆帯に沿って角押文を施文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ４２

覆土下層輪積痕に沿って刻目列を施文普通明赤褐長石・石英・雲母・
赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４３

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  褐 色 ローム粒子中量
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第２３図　第１１６号土坑・出土遺物実測図

第１１５号土坑出土遺物観察表（第２２図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ５覆土中層ヒダ状の輪積痕　内面板状工具によるナデ普通にぶい橙長石・雲母深鉢縄文土器ＴＰ４４

第１１６号土坑（第２３図）

位置　調査区北西部のＭ２１ｆ５区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径２．７０�，短径１．５５�の瓢箪形で，長径方向はＮ－３０°－Ｗである。深さは２５�で，底面は平坦

である。壁は緩やかに立ち上がっている。ピット１か所が西壁際に確認でき，深さは４４�である。

覆土　５層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

４  褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック少量
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遺物出土状況　縄文土器１点（深鉢），縄文土器片２８点（深鉢）が出土している。４はピット上面から，押しつ

ぶされた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前半（阿玉台Ⅰｂ式期）と考えられる。

第１７１号土坑（第２４図）

位置　調査区南西部のＰ２１ａ１区，標高２８．０�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　径１．４９�の円形である。底面は有段で深さは６８�である。北西部は確認面から深さ２０�ほどで平

坦な面を持ち，南東部はその平坦面から深さ４０�ほど掘り込まれている。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況　縄文土器１点（深鉢），縄文土器片１８点（深鉢）が出土している。ＴＰ４５は中央部の覆土上層か

ら出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺１式期）と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量 ２  褐 色 ロームブロック少量
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第２４図　第１７１号土坑・出土遺物実測図

第１１６号土坑出土遺物観察表（第２３図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色調胎　土底径器高口径器種種　別番号

８０％ ＰＬ８Ｐ４上面無文普通明赤褐長石・石英１０．２２９．０２４．８深鉢縄文土器４

第１７１号土坑出土遺物観察表（第２４図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ６覆土上層単節縄文ＬＲ施文後列点文　沈線文　無文部磨き普通にぶい橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４５

表３　縄文時代土坑一覧表

備　　考
重複関係
（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平　面　形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

縄文土器　土器片錘自然－皿状緩斜６３３．５０×２．８０Ｎ－５４°－Ｅ隅丸長方形Ｏ２５ｈ１７４

縄文土器自然－平坦直立１００１．００×０．８８Ｎ－５５°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｆ４８１
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２　古墳時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡４軒，土坑２基が確認されている。これらの遺構は，調査区の南東部で標高

２７．０�の台地縁辺部に住居跡４軒，調査区の北西部で標高２８．２�の台地平坦部に土坑２基がそれぞれ分布し

ている。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）竪穴住居跡

第１号住居跡（第２５・２６図）

位置　調査区南東部のＯ２３ｃ０区，標高２７．０�の台地縁辺部に位置する。

規模と形状　長軸６．９５�，短軸６．７５�の方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｗである。壁高は３９～５２�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，東部寄りと北西・南西コーナー部付近を除いて踏み固められている。

炉　中央部北壁寄りに付設された地床炉である。Ｐ１とＰ４の中間に位置し，長径９１�，短径５８�の楕円形

で，床面を１７�掘り込んでいる。長径方向は住居跡の主軸方向と同じである。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６７～８４�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１９�で，南壁際中

央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　南壁側の西コーナー部に位置しており，長径９１�，短径８４�の円形で，深さは５２�である。底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。周囲から土が流入した堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片３８点（甕３７，器台１），石器１点（砥石）が出土している。その他，流れ込んだ縄文

土器片８点，弥生土器片５点も出土している。６は貯蔵穴の覆土下層から出土しており，時期決定の指標とな

る土器である。５・７は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

炉土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ロームブロッ

ク少量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

３  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２  褐 色 ローム粒子多量
３  暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
４  暗 褐 色 ローム粒子微量

５  暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
６  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７  黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２  黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
３  黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

４  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

備　　考
重複関係
（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平　面　形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

縄文土器人為－平坦外傾４５５．４０×３．５０Ｎ－７４°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｆ９９１

縄文土器自然－平坦外傾１８２．２５×１．８２Ｎ－１３°－Ｅ楕円形Ｎ２０ｇ８１１５

縄文土器人為１平坦緩斜２５２．７０×１．５５Ｎ－３０°－Ｗ瓢箪形Ｍ２１ｆ５１１６

縄文土器人為－有段外傾６８１．４９×１．３９－円形Ｐ２１ａ１１７１
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第２６図　第１号住居跡・出土遺物実測図

第２号住居跡（第２７・２８図）

位置　調査区南東部のＯ２３ｃ４区，標高２７．８�の台地縁辺部に位置する。

規模と形状　長軸４．４９�，短軸４．４４�の方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は４０～６２�で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竈前面が踏み固められている。壁溝が南壁下にだけ確認されている。炭化材が中央部及びＰ３か

らＰ４にかけての床面から検出されている。

第１号住居跡出土遺物観察表（第２６図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４５％覆土下層体部ヘラ削り後ナデ　内面横ナデ普通黄橙長石・石英－（４．１）１５．０高坏土師器５

８５％ ＰＬ８貯蔵穴
覆土下層体部外面ハケ目調整　内面ヘラナデ普通浅黄橙長石・石英・雲母６．７２７．４１７．８甕土師器６

１５％覆土下層体部外面ハケ目調整　内面ハケ目調
整後ナデ普通橙長石・石英・雲母・

赤色粒子－（１１．５）［１７．０］甕土師器７

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土下層端部４面を使用凝灰岩（７８．２）２．２（３．５）（８．４）砥石Ｑ１７
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竈　北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで１１２�，燃焼部幅４４�である。袖部は床面と同じ高

さの地山の上に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面から１０�掘り込み，ロームを埋め戻

しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち

上がっている。第１～３層は天井部の構築土，第８・９層は袖部の構築土であり，第１０層は掘方への埋土であ

る。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７２～９２�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南壁寄り

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　３層に分層できる。周囲から土が流入した堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片７６点（坏１７，甕５９），須恵器片２点，石器１点（磨石），石製品１点（紡錘車），土製

品１点（支脚）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１１点，弥生土器片１９点も出土している。遺物

は竈周辺に集中して出土しており，８・９は竈両袖脇の覆土下層，Ｑ１８は北西部の覆土下層からそれぞれ出土

している。

竈土層解説
１  黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物中量，焼土ブロック少量
３  黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５  褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
６  にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

７  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
８  にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
９  にぶい赤褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子

微量
１０  褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  褐 色 ロームブロック少量
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第２８図　第２号住居跡出土遺物実測図
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所見　時期は，出土土器から後期中葉と考えられる。また，床面から炭化材が出土していることから，焼失住

居とみられる。

第３号住居跡（第２９・３０図）

位置　調査区南東部のＯ２３ｅ２区，標高２７．０�の台地縁辺部に位置する。

規模と形状　長軸４．７２�，短軸４．５７�の方形で，主軸方向はＮ－６１°－Ｗである。壁高は８０�で，外傾して立ち

上がっている。

床　平坦で，竈前面から南東壁際まで中央部が踏み固められている。壁溝が，南コーナー部下で途切れる以外

は，巡っている。炭化材が南西壁際と南コーナー部下の床面から検出されている。

竈　北西壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで１１０�，燃焼部幅４２�である。袖部は床面と同じ

高さの地山の上に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面から１０�掘り込み，ローム土を埋

め戻しており，火床部は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，ほぼ直立している。

第１・２層は天井部の崩落土，第１２・１３層は袖部の構築土であり，第１４層は掘方への埋土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～３０�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１６�で，南壁際中

央部西寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　４層に分層できる。周囲から土が流入した堆積状況を示す自然堆積である。

竈土層解説
１  にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
２  灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子

少量，ローム粒子微量
３  にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量
４  極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子少量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
７  極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，

ローム粒子微量

８  極暗赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化
物・ローム粒子微量

９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１０  暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
１１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１２  にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１３  灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量
１４  暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量

３  褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ロームブロック中量

第２号住居跡出土遺物観察表（第２８図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ７覆土下層体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ
ナデ後ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・赤色粒子－４．４１３．２坏土師器８

８０％ ＰＬ７覆土下層体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ
磨き　ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英・赤色粒子－３．９１３．６坏土師器９

１０％覆土中層体部外面ナデ　内面ナデ後放射状の
ヘラ磨き普通灰黄褐長石・石英－（３．０）［１２．６］坏土師器１０

７０％ ＰＬ７覆土中層
～下層体部外面ヘラ削り　内面ナデ普通橙長石・石英・雲母６．４１８．４１６．８甕土師器１１

８０％ ＰＬ７覆土下層体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ普通橙長石・石英・赤色粒子７．６１２．４１４．０甕土師器１２

備　　考出土位置特　　　　　　　徴胎　　土重量最大径最小径長さ器種番号

 ＰＬ６覆土中層ナデ　一部ヘラナデ　長石・石英・雲母４４２．７４．９４．７１４．６支脚ＤＰ６

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ孔径最大径器種番号

 ＰＬ９覆土下層側面の一部に線刻による矢羽根状の文様　滑石（２８．０）１．８０．８（４．２）紡錘車Ｑ１８
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遺物出土状況　土師器片１０８点（坏１５，甕９１，高坏２）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片５１点，

弥生土器片２点も出土している。遺物は竈の袖部周辺と，中央部西寄りに集中している。１４・１６・１９・２１は竈

袖部周辺の覆土中層から床面にかけて，１３・１５・２０，Ｑ１９は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期中葉と考えられる。床面から炭化材が出土していることから，焼失住居とみ

られる。

第４号住居跡（第３１・３２図）

位置　調査区南東部のＯ２３ｆ９区，標高２６．７�の台地縁辺部に位置する。

規模と形状　長軸５．８２�，短軸５．７２�の方形で，主軸方向はＮ－３９°－Ｗである。壁高は３２～４５�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦な貼床で，炉の周囲と出入り口ピット周辺が踏み固められている。

炉　中央部北寄りに付設された地床炉である。長径６８�，短径５２�の楕円形で，床面を７�掘り込んでいる。

長径方向は住居跡の主軸方向と同じである。

ピット　１０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１４～２０�と浅いが，位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１８�で，南壁際中

央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。掘方の調査時に，貼床下でＰ６～Ｐ１０が確

認された。Ｐ６～Ｐ９は深さ２５～３５�で，位置から旧住居の主柱穴と考えられる。Ｐ１０は深さ１６�で，性格は

不明である。

覆土　６層に分層できる。周囲から土砂が流入した堆積状況を示す自然堆積である。第７・８層は貼床の構築

土である。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量 ２  暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量　
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  黒 褐 色 ローム粒子少量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量 

５  黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・細礫微量
６  暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
８  褐 色 ロームブロック中量

第３号住居跡出土遺物観察表（第３０図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ７覆土下層体部ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き
底部を故意に穿孔カ普通にぶい橙長石・石英－４．３１２．６坏土師器１３

９０％ ＰＬ７覆土中層体部ヘラ削り後ナデ　内面ナデ　砥
石転用　普通黄橙長石・石英・雲母－５．４１２．８坏土師器１４

８０％ ＰＬ７覆土下層体部ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙長石・石英・雲母－（３．２）－坏土師器１５

３０％覆土中層体部ヘラ削り後ナデ　内面ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母－（３．１）［１３．９］坏土師器１６

２０％覆土中層
～下層体部ヘラ削り後ナデ　内面ナデ普通にぶい橙長石・石英－（６．７）［１１．０］椀土師器１７

８５％ ＰＬ８覆土中層
～下層

体部上半縦位のヘラ削り　下半横位
のヘラ削り　底部を故意に穿孔カ普通黄橙長石・石英９．６３１．４２７．４甕土師器１８

７０％ ＰＬ８覆土中層
～下層

体部縦位のヘラ削り後上半横ナデ　
内面横位のヘラナデ後ナデ　普通黄橙長石・石英・細礫８．１２５．９１７．８甕土師器１９

９０％ ＰＬ８覆土下層体部上半ヘラ削り後ナデ　下半ヘラ削
り　内面ナデ　底部を故意に穿孔カ普通にぶい黄橙長石・石英・赤色粒子・

細礫７．５１５．０１８．７甕土師器２０

６０％ ＰＬ７覆土中層
～下層

体部上半縦位のヘラ削り　下半部ヘ
ラ削り後ナデ普通橙長石・石英７．８１６．６１５．０甕土師器２１

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土下層砥面３面　凝灰岩（３１．２）（１．２）（３．１）（６．８）砥石Ｑ１９
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遺物出土状況　土師器片２８６点（坏１，甕２８４，坩１），石器１点（砥石）が出土している。その他，流れ込ん

だ縄文土器片１７点，弥生土器片１点も出土している。遺物は中央部の覆土下層から床面に集中して出土してい

る。２２・２３は中央部の覆土下層，２４は炉周辺の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。掘方の調査でＰ６～Ｐ９が確認できたことから，本跡は

建て替えが行われており，東西方向と北側に拡張されているものとみられる。

TP46
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24
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第３２図　第４号住居跡出土遺物実測図

（２）土坑

第１３７号土坑（第３３図）

位置　調査区北西部のＭ２１ｇ３区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

第４号住居跡出土遺物観察表（第３２図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５０％ ＰＬ７覆土下層体部ハケ目調整後横ナデ　内面ナデ普通にぶい橙長石・石英４．８３．８［１０．２］坏土師器２２

１００％ ＰＬ７覆土下層体部ハケ目調整後ナデ　内面ナデ普通黄橙長石・石英・雲母４．６６．２６．５坩土師器２３

７５％ ＰＬ８覆土中層体部ハケ目調整後ヘラ磨き　内面ナデ普通浅黄橙長石・石英・赤色粒子・
細礫－（２２．５）１８．４甕土師器２４

５％覆土上層口唇部刻み普通浅黄長石・石英・雲母・
赤色粒子－（２．６）［１７．４］甕土師器２５

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　　土器種種　別番号

覆土中層体部ハケ目調整　内面ナデ普通橙長石・石英甕土師器ＴＰ４６

表４　古墳時代竪穴住居跡一覧表　

備　　考
重複関係
（古→新）

時　期主な出土遺物覆土
内　部　施　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
炉・竈ピット出入口主柱穴

前期後半土師器自然炉１－１４－平坦３９～５２６．９５×６．７５方形Ｎ－３３゚－ＷＯ２３ｃ０１

焼失住居後期中葉土師器　紡錘車自然竈１－１４一部平坦４０～６２４．４９×４．４４方形Ｎ－３５゚－ＷＯ２３ｃ４２

焼失住居後期中葉土師器自然竈１－１４全周平坦８０４．７２×４．５７方形Ｎ－６１゚－ＷＯ２３ｅ２３

建て替え前期後半土師器自然炉１１１４
４－平坦３２～４５５．８２×５．７２方形Ｎ－３９゚－ＷＯ２３ｆ９４
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規模と形状　長径３．１５�，短径１．７０�の楕円形で，長径方向はＮ－５７°－Ｗである。深さは２５�で，底面は平坦

である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器坏１点，土師器片５点（甕）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片２１点も出

土している。２６は覆土中から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。覆土が埋め戻されていることや形状から墓坑の可能性も

あるが，明確ではない。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子微量

４  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第３３図　第１３７号土坑・出土遺物実測図

第１３８号土坑（第３４図）

位置　調査区北西部のＭ２１ｇ３区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径０．９５�，短径０．８７�の不整円形である。深さは１８�で，底面は皿状である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器甕１点，土師器片４点（甕）が出土している。２７は覆土中層から正位で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。付近に同時期の遺構とみられる第１３７号土坑が存在して

おり，同様の性格の可能性もあるが明確ではない。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量 ２  黒 色 ロームブロック中量

第１３７号土坑出土遺物観察表（第３３図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％覆土中体部ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ
磨き普通にぶい橙長石・石英・雲母・

赤色粒子［４．８］５．９［１５．９］坏土師器２６

第１３８号土坑出土遺物観察表（第３４図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

覆土中層体部ヘラ磨き後ナデ　内面ヘラナデ普通にぶい橙長石・石英７．８（１９．５）－甕土師器２７
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３　中世の遺構と遺物

　当時代の遺構は，調査区南西部の標高２８．２�の台地平坦部に地下式坑１基だけが確認されている。以下，

検出した遺構について記述する。

　地下式坑

第１号地下式坑（ＳＫ１１２）（第３５図）

位置　調査区南西部のＯ２１ｄ８区，標高２８．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第５１・１０４・１０９・１１０号土坑を掘り込んでいる。

竪坑　主室東壁中央部に位置している。上面は長径１．３�，短径０．９�の半円形である。壁高は９５�で，外傾し

て立ち上がっている。底面は踏み固められており，主室に向かって段差がついている。

主室　上面は長径３．６�，短径２．４�の楕円形で，長径方向はＮ－７°－Ｅである。天井部は崩落し，確認面から

の深さは１１０～１２０�である。壁は外傾して立ち上がっており，底面はほぼ平坦である。

覆土　１５層に分層できる。　第１２～１５層は鹿沼パミスやロームブロックを含んでいることから天井部の崩落土

とみられる。その他の層はブロック状の堆積状況を示し，炭化粒子なども含まれることから人為的に埋め戻さ

れている。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量　
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

７  褐 色 ローム粒子中量
８  暗 褐 色 ロームブロック少量
９  褐 色 ロームブロック微量
１０  黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
１１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
１２  黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量　

表５　古墳時代土坑一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

土師器人為－平坦緩斜２５３．１５×１．７０Ｎ－５７°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｇ３１３７

土師器人為－皿状外傾１８０．９５×０．８７－不整円形Ｍ２１ｇ３１３８
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１３  褐 色 ロームブロック少量
１４  暗 褐 色 ロームブロック微量

１５  暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

所見　時期は，出土土器はないが，遺構の形状から中世と考えられる。
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第３５図　第１号地下式坑実測図

　４　近代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，炭焼窯跡６基が確認されている。これらの遺構は，調査区南西部の標高２７．６�の台地縁

辺部に位置し，６基が南北方向に並んで検出されている。いずれも，平面形は双円形もしくは瓢箪形で，炭

化室と前庭部の間に焚口部を設け，炭化室を閉塞することによって，未炭化を防ぐ構造になっている。こう

した炭焼窯の構造は，大正期以降の改良窯と考えられる。以下，検出した遺構について記述する。

　炭焼窯跡

第１号炭焼窯跡（第３６図）

位置　調査区南部のＰ２２ｅ４区，標高２７．６�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　全長４．９３�の双円形で，長径方向はＮ－８７°－Ｗである。

前庭部　平面形は長径２．０８�，短径１．８８�の楕円形で，東部に方形の張り出し部を持っている。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，端部で直立している。

炭化室　平面形は長径２．５０�，短径２．２４�の楕円形で，遺存する壁高は３７�である。窯壁には厚さ８�に粘土

が貼られ，ほぼ直立している。窯底はほぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。炭化室と前庭部の

間には礫を積み上げている。

焚口部　平面形は長軸０．６４�，短軸０．４８�の長方形である。閉塞部は地山の上に礫を積み上げていたと考えら

れる。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。

覆土　１６層に分層できる。第３・５層は壁及び天井部の崩落層，第８～１１層は前庭部の覆土で，ブロック状の

堆積状況から埋め戻されている。第１３～１５層は煙道部の覆土である。
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第３６図　第１号炭焼窯跡実測図

遺物出土状況　陶器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３  にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子少量
４  暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
６  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量
８  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

９  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
１０  暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１  暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼土粒

子微量
１２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１４  黒 色 炭化物多量
１５  黄 褐 色 炭化物・粘土ブロック中量
１６  黄 褐 色 粘土ブロック多量

第２号炭焼窯跡（第３７図）

位置　調査区南部のＰ２２ｄ４区，標高２７．６�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　全長５．２５�の双円形で，長径方向はＮ－７７°－Ｗである。

前庭部　平面形は長軸１．９２�，短軸１．８７�の方形である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

炭化室　平面形は長径２．４８�，短径２．４１�の円形で，遺存する壁高は３７�である。窯壁には厚さ１０～２０�の粘

土が貼られ，ほぼ直立している。窯底はほぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。

焚口部　平面形は長軸０．８０�，短軸０．５６�の長方形である。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。

覆土　１８層に分層できる。第５層は粘土粒子を含む天井部の崩落層，第８～１１層は前庭部の覆土である。第１３

～１７層は煙道部の覆土である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

５  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
８  暗 褐 色 ロームブロック少量
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９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１０  黒 褐 色 炭化物中量
１１  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
１２  暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１３  暗 赤 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量

１４  暗 赤 褐 色 炭化物中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１５  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１６  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１７  黒 色 炭化物多量
１８  黄 褐 色 粘土ブロック多量

所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。
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第３７図　第２号炭焼窯跡実測図

第３号炭焼窯跡（第３８図）

位置　調査区南部のＰ２２ｄ４区，標高２７．６�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　前庭部の東半部が耕作による撹乱を受けており，確認された全長は４．２５�である。平面形は瓢箪

形で，長径方向はＮ－７１°－Ｗと推測される。
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第３８図　第３号炭焼窯跡実測図
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前庭部　長径方向の東半部が撹乱を受けており，確認された長径は１．５０�，短径１．４８�で，平面形は楕円形と

推測される。底面は凸凹で，壁は外傾して立ち上がっている。

炭化室　平面形は長径２．３２�，短径２．２６�の円形で，遺存する壁高は３７�である。窯壁には厚さ１２�に粘土が

貼られ，ほぼ直立している。窯底はほぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。

焚口部　平面形は長軸０．６４�，短軸０．４８�の長方形である。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。

覆土　１６層に分層できる。第７・８層は壁及び天井部の崩落層，第１４～１６層は前庭部の覆土で，ブロック状の

堆積から埋め戻されたものである。第１２層は煙道部の覆土である。

所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２  にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
３  灰 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
４  灰 褐 色 ロームブロック中量
５  黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
６  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７  暗 赤 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量
８  にぶい赤褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

９  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
１０  黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１  暗 赤 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼土粒

子微量
１２  暗 赤 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土

粒子微量
１３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量
１４  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
１５  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第４号炭焼窯跡（第３９図）

位置　調査区南部のＰ２１ｃ５区，標高２７．８�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　全長６．６０�の瓢箪形で，長径方向はＮ－７３°－Ｗである。煙道が２か所確認されており，同一の炭

化室を２回使用して操業されたものと考えられる。

前庭部　平面形は長径２．１６�，短径１．５７�の楕円形である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

炭化室　平面形は径３．１８�の円形で，遺存する壁高は４０�である。窯壁には厚さ１０�に粘土が貼られ，ほぼ直
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第３９図　第４号炭焼窯跡実測図
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立している。旧窯壁の内側には厚さ１２�に粘土が貼られ，最初の操業が行われたものと考えられる。窯底はほ

ぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。

煙道部　２か所。奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。覆土の堆積状況から，煙道１の操業後，

煙道２に作り替えられたものと考えられる。煙道２の両袖部には補強のための石が置かれている。

覆土　１２層に分層できる。第１２層は粘土粒子を含む天井部の崩落層，第２・３層は前庭部の覆土である。第９

層は煙道１，第１０・１１層は煙道２の覆土である。

所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。

土層解説
１  暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微

量
２  暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
４  暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
５  黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，ロー

ム粒子微量

７  暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量，ロームブロッ
ク・炭化物微量

８  黄 橙 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

９  明 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・ロー
ム粒子微量

１０  明 黄 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック・
ローム粒子微量

１１  黒 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
１２  橙 色 粘土ブロック多量

第５号炭焼窯跡（第４０図）

位置　調査区南部のＰ２２ｂ４区，標高２７．６�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　全長４．３４�の瓢箪形で，長径方向はＮ－８３°－Ｗである。

前庭部　平面形は長径１．７９�，短径１．４０�の楕円形である。底面は中央部がやや高まっており，焚口部付近と

東部が深さ５０�ほどで，凸凹している。壁は外傾して立ち上がっている。

炭化室　平面形は長径２．５７�，短径２．００�の楕円形で，遺存する壁高は１９�である。窯壁はほぼ直立している。

窯底はほぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。

覆土　１５層に分層できる。第３・５層は壁及び天井部の崩落層，第８～１１層は前庭部の覆土で，ブロック状の

堆積から埋め戻されたものである。
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第４０図　第５号炭焼窯跡実測図

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
４  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土炭化物
微量

６  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
７  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
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所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。

８  にぶい橙色 砂質粘土ブロック多量
９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
１０  にぶい橙色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
１１  明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量

１２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
１３  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
１４  褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

第６号炭焼窯跡（第４１図）

位置　調査区南部のＰ２２ａ５区，標高２７．８�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　東部は耕作による撹乱により，全長５．５０�が確認されただけである。平面形は瓢箪形で，長径方

向はＮ－６３°－Ｗと推測される。

前庭部　東半部は撹乱により，長径１．４３�，短径１．１５�だけが確認された。平面形は楕円形と推測され，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

炭化室　平面形は長径３．９５�，短径３．１８�の楕円形で，遺存する壁高は４８�である。窯壁には厚さ２０�の粘土

が貼られ，ほぼ直立している。窯底はほぼ平坦で，窯壁とともに火を受けて硬化している。

焚口部　平面形は長軸０．８０�，短軸０．５６�の長方形である。底面の中央部がやや高まっている。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がっている。

覆土　９層に分層できる。第５層は粘土ブロックを中量含む天井部の崩落層，第７層は前庭部の覆土である。

第８・９層は煙道部の覆土である。

AA

A

28.0m

8

9

2
3

1
4

5
6 7 K

K

A

P22a6

2m0

第４１図　第６号炭焼窯跡実測図

土層解説
１  暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化物微量
２  暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘

土粒子微量
４  暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子中量，ロー

ムブロック微量

５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック中量，ロー
ム粒子少量

６  暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック少
量，焼土ブロック微量

７  暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ロームブロック・粘
土ブロック微量

８  暗 褐 色 焼土粒子多量，炭化物少量，ロームブロック
９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘

土ブロック微量
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所見　時期は，出土遺物がないため不明であるが，改良窯の形状を呈していることから大正期から昭和初期と

考えられる。

５　その他の遺構と遺物

　時期や性格の明確でない遺構として，溝跡１条，土坑１６４基，不明遺構１基が存在する。以下それらの遺　

構について記述する。

 （１）溝跡

第１号溝跡（第４２図，付図）

位置　調査区東部のＯ２４ｄ８～Ｏ２４ｊ８区，標高２６．６～２７．６�の斜面部に位置している。

規模と形状　南北方向（Ｎ－４°－Ｅ）に直線的に延びている。南端が調査区域外に延びており，確認された

長さは２４．５０�で，上幅０．４３～０．７２�，下幅０．２０～０．４５�である。深さは１３～３７�で，断面形はＵ字状である。

南端と北端の底面には１０２�の比高差があり，北から南に向かって傾斜している。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　ミニチュア土器１点が中央部北寄りの覆土上層から出土している。

所見　北から南に向かって傾斜していることから，排水路の可能性が考えられる。時期は，遺構に伴う出土土

器がないため，不明である。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量 ２  暗 褐 色 ローム粒子少量

AA 26.8m

2
1

BB 27.4m

1

2

28
1m0 5cm0

第４２図　第１号溝跡・出土遺物実測図

（２）土坑（第４３～５７図）

　時期及び性格が明確でない土坑１６４基については，実測図と一覧表を掲載する。

表６　炭焼窯跡一覧表

備　考
重複関係
（古→新）

主な
出土遺物

覆土

規　　　　　　　　　　　　　模

全長平面形主軸方向位置番号 炭　　化　　室　　前　　庭　　部　

底面壁高
（�）

長軸（径）
 ×短軸（径）平面形底面深さ

（�）
長軸（径）
 ×短軸（径）平面形

－人為平坦３７２．５０×２．２４楕円形皿状７３２．０８×１．８８楕円形４．９３双円形Ｎ－８７°－ＷＰ２２ｅ４１

－人為平坦３７２．４８×２．４１円形平坦８２１．９２×１．８７方形５．２５双円形Ｎ－７７°－ＷＰ２２ｄ４２

－人為平坦３７２．３２×２．２６円形凸凹４０（１．５０）×１．４８［楕円形］（４．２５）［瓢箪形］Ｎ－７１°－ＷＰ２２ｄ４３

－人為平坦４０３．１８×３．１８円形皿状６２２．１６×１．５７楕円形６．６０瓢箪形Ｎ－７３°－ＷＰ２１ｃ５４

－人為平坦１９２．５７×２．００楕円形凸凹５１１．７９×１．４０楕円形４．３４瓢箪形Ｎ－８３°－ＷＰ２２ｂ４５

－人為平坦４８３．９５×３．１８楕円形平坦２８１．４３×（１．１５）［楕円形］（５．５０）［瓢箪形］Ｎ－６３°－ＷＰ２２ａ５６

第１号溝跡出土遺物観察表（第４２図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１００％覆土上層内外面ナデ普通橙長石・石英・雲母・
黒色粒子・赤色粒子－２．１３．７－ミニチュア２８
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第５５図　土坑実測図（１３）
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第５７図　土坑・第８５・１２４・１５２号土坑出土遺物実測図

第１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック少量

第２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック中量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

第４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量

第５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子少量
５  暗 褐 色 ローム粒子微量
６  褐 色 ロームブロック中量

第６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  褐 色 ロームブロック中量
６  暗 褐 色 ローム粒子微量

第７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ロームブロック中量
５  褐 色 ローム粒子中量

第８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ロームブロック中量
５  暗 褐 色 ローム粒子微量

第９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
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３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ロームブロック少量

第１１号土坑土層解説
１  褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ロームブロック中量
５  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１５号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第１６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

第１８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量

第２０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量

第２１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

第２２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第２３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量
３  にぶい褐色 ローム粒子中量

第２４号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２５号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子微量
２  にぶい褐色 ロームブロック微量

第２６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第２７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第２８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２９号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第３０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第３１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第３２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第３３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第３４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック微量

第３５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第３６号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

第３９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量

第４０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第４１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
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第４２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック微量

第４３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ローム粒子微量

第４４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第４５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第４６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック中量

第４７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

第４９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第５０号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第５２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第５３号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第５４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第５５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第５６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子少量

第５７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第５８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第５９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第６０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック微量

第６１号土坑土層解説
１  にぶい褐色 ロームブロック・炭化物微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第６３号土坑土層解説
１  にぶい褐色 ロームブロック・炭化物微量

第６４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第６５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第６６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第６７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第６８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量

第６９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック少量

第７１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
４  黒 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量

第７２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量

第７３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

第７７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第７８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４  褐 色 ロームブロック微量

第７９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第８０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第８２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
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２  褐 色 ロームブロック少量

第８３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック微量
４  にぶい褐色 ロームブロック少量
５  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６  黒 褐 色 ローム粒子微量
７  褐 色 ロームブロック少量

第８４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第８５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ロームブロック少量

第８６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第８８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第８９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量
５  褐 色 ローム粒子中量

第９０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第９２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量

第９３号土坑土層解説
１  にぶい褐色 ロームブロック微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  黒 褐 色 ローム粒子微量
５  褐 色 ロームブロック少量

第９４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第９５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック微量

第９６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ロームブロック中量

第９７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第９８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量

第９９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ロームブロック少量
５  黒 褐 色 ロームブロック微量

第１００号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１０１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１０２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量

第１０４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  暗 褐 色 ロームブロック微量
６  褐 色 ロームブロック少量

第１０５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１０６号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  褐 色 ロームブロック微量

第１０７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ロームブロック少量

第１０９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
２  暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

第１１０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
２  暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

第１１１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  褐 色 ロームブロック中量

第１１２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック少量
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第１１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量

第１１７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１２１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１２２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３  黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１２３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１２４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１２５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第１２６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１２７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１２８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量

第１３０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３１号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ローム粒子中量

第１３２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１３３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１３４号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１３５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック中量

第１３６号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１４０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１４１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１４２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１４３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ローム粒子中量

第１４４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１４５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第１４６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１４７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１４８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

第１４９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１５０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
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第１５１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１５２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１５３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１５４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック微量

第１５５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１５６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１５７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１５８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１５９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック中量

第１６０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第１６１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック少量

第１６２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子多量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第１６３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１６５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  褐 色 ロームブロック少量

第１６６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子多量

第１６７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第１６８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第１６９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第１７０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１７５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量

第１７７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  褐 色 ロームブロック少量

第１７８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第１７９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８３号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック多量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子中量

第１８４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
４  褐 色 ローム粒子中量

第８５号土坑出土遺物観察表（第５７図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土中層小形品　全面を丁寧に研磨凝灰岩（３２．０）１．４３．１（４．４）磨製石斧Ｑ２０
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表７　土坑一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

縄文土器人為－皿状緩斜１８１．９６×１．７７Ｎ－７９°－Ｅ不整楕円形Ｏ２２ａ１１

縄文土器人為－皿状緩斜２８１．８１×１．６４Ｎ－６４°－Ｅ不整楕円形Ｎ２１ｊ９２

縄文土器人為－皿状緩斜２６１．９４×１．７６Ｎ－１４°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｇ７４

縄文土器自然－皿状緩斜３６３．２０×２．４０Ｎ－４８°－Ｅ不整楕円形Ｎ２１ｆ５５

－自然１皿状緩斜２８１．９２×１．５６Ｎ－３７°－Ｗ不整楕円形Ｏ２１ｄ３６

縄文土器人為－皿状緩斜２９１．９６×１．５４Ｎ－４８°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｂ７７

縄文土器人為－平坦緩斜３２３．２０×２．１８Ｎ－４°－Ｗ不整楕円形Ｎ２１ｄ９８

縄文土器自然－有段緩斜２０～３６２．００×１．７０Ｎ－４７°－Ｗ不整楕円形Ｎ２１ｅ０９

－自然１平坦緩斜３３２．０８×１．６２Ｎ－５０°－Ｅ不整楕円形Ｎ２２ｆ１１０

－人為－平坦緩斜２６２．９０×２．２８Ｎ－６１°－Ｅ不整楕円形Ｏ２１ｂ７１１

縄文土器自然－皿状緩斜４４４．１８×２．２８Ｎ－５０°－Ｅ不整楕円形Ｎ２１ｄ８１２

－人為－皿状緩斜３２２．１２×１．７０Ｎ－３°－Ｗ不整楕円形Ｎ２２ｈ６１３

縄文土器自然－皿状外傾緩斜２０～３０２．００×１．９２－不整円形Ｎ２２ｈ５１４

－自然１皿状外傾２６２．２８×２．０４－不整楕円形Ｏ２１ｄ７１５

縄文土器自然－皿状緩斜２８１．９０×１．６５Ｎ－５８°－Ｗ不整楕円形Ｎ２２ｉ７１６

縄文土器人為－平坦緩斜２３１．８５×１．７６－不整円形Ｎ２２ｇ６１７

－自然－平坦外傾３８１．８５×１．７０－不整円形Ｎ２２ｉ４１８

－自然－平坦外傾２３１．６３×１．４３Ｎ－６８°－Ｅ不整楕円形Ｎ２２ｉ５１９

－自然－平坦緩斜３０１．３２×１．２３－不整円形Ｏ２２ｂ８２０

－自然－平坦緩斜２４２．６５×１．３５Ｎ－６°－Ｗ不整長方形Ｎ２２ｊ１２１

ＳＫ２３→本跡－自然－平坦緩斜２３１．７４×１．４０Ｎ－４０°－Ｗ楕円形Ｏ２２ａ２２２

本跡→ＳＫ２２－自然－皿状緩斜３２１．２６×１．１３Ｎ－４１°－Ｗ楕円形Ｏ２２ａ２２３

－自然－平坦外傾２３１．８２×１．３８Ｎ－１７°－Ｅ楕円形Ｎ２２ｉ１２４

縄文土器自然－平坦緩斜２６２．７８×２．３５Ｎ－２６°－Ｅ楕円形Ｎ２２ｆ２２５

－自然－平坦緩斜１９１．１２×１．０６－不整円形Ｎ２２ｅ１２６

－自然－皿状緩斜２７０．８４×０．７８－円形Ｎ２２ｅ１２７

縄文土器自然－有段外傾緩斜２０～３４１．８８×１．７５Ｎ－５８°－Ｅ隅丸方形Ｎ２２ｉ３２８

縄文土器自然－有段垂直緩斜１８～３０１．４２×１．１４Ｎ－５３°－Ｅ楕円形Ｎ２２ｉ３２９

－自然－平坦外傾３３０．６４×０．５５－円形Ｎ２２ｉ３３０

－自然－平坦緩斜３０２．２０×１．８０Ｎ－７４°－Ｅ楕円形Ｎ２２ｇ４３１

－自然－平坦外傾緩斜２６１．１６×０．８５Ｎ－７７°－Ｗ楕円形Ｏ２２ｄ１３２

－自然－平坦緩斜３２１．５４×１．４８－円形Ｎ２２ｆ３３３

－自然－平坦緩斜３２２．２８×１．７６Ｎ－６３°－Ｅ隅丸長方形Ｍ２２ｊ５３４

－自然－平坦外傾緩斜２０１．２０×１．１４－円形Ｎ２２ｂ３３５

－自然－皿状外傾緩斜４１２．２０×１．４５Ｎ－８３°－Ｗ不整長方形Ｍ２２ｊ５３６

第１２４号土坑出土遺物観察表（第５７図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中層小形品　刃部を研磨　刃部の一部欠損凝灰岩（３６．８）１．２３．２（６．９）磨製石斧Ｑ２１

第１５２号土坑出土遺物観察表（第５７図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９覆土中凹基無茎鏃　両面押圧剥離　先端部欠損安山岩（１．５）０．４２．２（２．６）石鏃Ｑ２２



－　　－75

石 川 遺 跡

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

－自然１平坦緩斜２８２．１０×１．８３Ｎ－４３°－Ｅ楕円形Ｎ２２ｉ６３７

－自然２凸凹外傾１５～２２１．６８×１．６０－円形Ｏ２２ｅ２３８

－自然２平坦垂直２１１．３４×１．１０Ｎ－８３°－Ｗ楕円形Ｏ２２ｅ２３９

－自然１平坦外傾３０１．６２×１．５０－円形Ｏ２１ｂ０４０

縄文土器自然１平坦外傾２５１．７０×１．４０Ｎ－３３°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｂ９４１

－自然－平坦外傾２５１．１０×１．００－円形Ｏ２２ｆ３４２

－自然１平坦外傾３８１．３８×１．２５Ｎ－１２°－Ｅ楕円形Ｏ２２ｂ１４３

－自然－皿状外傾緩斜３２１．６５×１．２２Ｎ－８３°－Ｗ楕円形Ｏ２２ｃ１４４

－自然－平坦外傾３２１．６８×１．４０Ｎ－６６°－Ｅ隅丸長方形Ｏ２２ｃ１４５

－自然－平坦外傾２８２．６５×２．３０Ｎ－８２°－Ｗ隅丸台形Ｏ２１ｃ９４６

－人為－皿状緩斜３００．８２×０．５５Ｎ－６１°－Ｅ不整楕円形Ｏ２１ｈ９４７

－自然－有段外傾緩斜８５～９５２．４３×１．９７Ｎ－５７°－Ｗ不整楕円形Ｏ２１ｉ９４９

－人為－平坦外傾５００．５８×０．４５Ｎ－４６°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｈ９５０

本跡→ＵＰ１－－－平坦緩斜２５（１．６０）×（１．２５）Ｎ－４１°－Ｅ［楕円形］Ｏ２１ｄ８５１

－自然－平坦垂直緩斜３０２．１３×１．７５Ｎ－８１°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｅ６５２

－自然－平坦緩斜２４１．１２×１．１２－円形Ｏ２１ｉ７５３

－自然－平坦外傾２６１．４４×１．２５Ｎ－８０°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｈ８５４

－自然－平坦外傾緩斜２２１．８０×１．６０Ｎ－３２°－Ｗ楕円形Ｏ２２ｈ９５５

－自然－平坦外傾３５２．２７×１．２５Ｎ－６０°－Ｅ長楕円形Ｏ２１ｆ６５６

－自然２平坦外傾緩斜３０２．７８×２．２０Ｎ－８８°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｃ６５７

－自然１皿状緩斜３５１．９６×１．３８Ｎ－８９°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｃ５５８

－自然－平坦緩斜３２１．７５×１．７０－円形Ｏ２１ｃ４５９

－自然－平坦緩斜３３２．１２×１．８２Ｎ－６３°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｄ４６０

－自然－平坦外傾２７１．００×０．９６－円形Ｏ２１ｄ９６１

－－－皿状緩斜２００．４９×０．４９－円形Ｏ２１ｇ８６３

－自然－皿状外傾緩斜２５１．４０×１．３５－円形Ｏ２１ｅ５６４

－自然－平坦緩斜３５２．１３×１．４５Ｎ－６６°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｅ６６５

－自然－平坦外傾緩斜２３１．５３×１．３０Ｎ－５６°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｆ４６６

－人為－平坦外傾垂直１６１．８５×１．３０Ｎ－５８°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｈ５６７

－自然－平坦外傾３０１．７５×１．１６Ｎ－４０°－Ｅ楕円形Ｐ２１ａ６６８

－自然１平坦外傾４０１．３７×１．３０－円形Ｐ２１ｅ６６９

－人為－平坦外傾５４１．３２×１．１５Ｎ－４２°－Ｅ楕円形Ｏ２３ｂ１７１

－人為－有段垂直６０～７８０．８０×０．８０Ｎ－２４°－Ｗ隅丸方形Ｏ２３ｂ１７２

－人為１有段外傾内傾７７～８６１．０３×０．９３－不整円形Ｏ２３ａ１７３

－自然－有段垂直外傾２０～３３２．０４×１．８７－不整円形Ｎ２１ｆ２７７

ＳＩ５→本跡－人為－平坦外傾２９０．８４×０．６７Ｎ－７７°－Ｅ隅丸台形Ｐ２１ａ２７８

縄文土器自然－平坦外傾２０１．５５×１．２７Ｎ－２９°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｄ９７９

－自然１平坦外傾１２～２５１．４５×１．４０－円形Ｐ２１ｂ５８０

－自然２平坦外傾緩斜２５２．１７×１．７７Ｎ－３３°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｈ４８２

縄文土器自然２平坦緩斜３４２．７５×２．１５Ｎ－７５°－Ｗ不整台形Ｏ２１ｂ４８３

－自然－平坦緩斜３２１．４０×１．４０－円形Ｏ２１ａ４８４

磨製石斧人為－平坦外傾３５１．４０×１．１５Ｎ－６０°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｊ７８５

－自然－平坦外傾３２１．８８×１．１３Ｎ－４７°－Ｅ楕円形Ｐ２１ａ８８６

ＳＩ５→本跡－－－平坦外傾緩斜２９１．２３×０．８１Ｎ－６８°－Ｅ楕円形Ｐ２１ａ２８７

－自然－平坦外傾２４０．９８×０．８１Ｎ－７８°－Ｅ楕円形Ｏ２１ａ４８８

－自然２平坦外傾２８１．８５×１．５８Ｎ－８２°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｊ６８９



－　　－76

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

－自然１平坦外傾緩斜２０１．９０×１．３５Ｎ－８７°－Ｅ不整楕円形Ｐ２１ａ７９０

－自然－平坦緩斜２５１．９０×１．７８－円形Ｎ２１ｇ６９２

－人為－平坦緩斜３５２．１５×１．８５Ｎ－６４°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｇ５９３

－自然－平坦緩斜２２１．７６×１．２３Ｎ－３°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｈ８９４

本跡→ＳＫ９６－人為１平坦緩斜１５１．９８×１．７５Ｎ－１７°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｈ８９５

ＳＫ９５→本跡－人為－平坦緩斜３５１．６０×１．３３Ｎ－１０°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｈ８９６

ＳＫ１０８→本跡縄文土器自然－皿状外傾２７２．２０×１．５０Ｎ－７３°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｇ８９７

縄文土器自然－平坦緩斜２３２．５４×２．０８Ｎ－９０°不整楕円形Ｎ２１ｄ７９８

－人為－平坦緩斜２５１．８０×１．０８Ｎ－７１°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｃ６９９

－人為１皿状緩斜３０１．９５×１．２６Ｎ－７９°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｃ６１００

－人為－皿状外傾３８１．３５×０．９５Ｎ－７０°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｉ５１０１

縄文土器自然－平坦緩斜３０１．８１×１．２２Ｎ－６４°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｉ４１０２

－－－皿状外傾垂直６２１．２０×０．８８Ｎ－１０°－Ｗ不定形Ｏ２１ｅ８１０３

本跡→ＵＰ１－人為－平坦内傾３００．９２×０．７６Ｎ－２０°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｄ８１０４

縄文土器自然－平坦外傾緩斜２５１．７８×１．１５Ｎ－５３°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｅ２１０５

縄文土器自然－平坦緩斜１８１．８５×１．２０Ｎ－５９°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｄ２１０６

縄文土器人為－平坦外傾２６１．４７×１．１５Ｎ－５３°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｃ２１０７

本跡→ＳＫ９７－－１皿状緩斜５５１．６０×０．９８Ｎ－６５°－Ｅ隅丸長方形Ｎ２１ｇ８１０８

本跡→ＵＰ１－人為－平坦内傾５００．７０×０．４２Ｎ－６４°－Ｗ楕円形Ｏ２１ｄ８１０９

本跡→ＵＰ１－人為－皿状内傾４８０．６２×０．４３Ｎ－８６°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｄ８１１０

－人為－皿状緩斜３０１．２８×１．２８－円形Ｎ２１ａ７１１１

縄文土器自然１平坦外傾１５２．２３×１．９５Ｎ－７１°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｃ５１１２

本跡→ＳＫ１１４－－－平坦緩斜１５１．０５×１．０３－円形Ｏ２１ｄ９１１３

ＳＫ１１３→本跡－－－平坦外傾１３１．２０×１．０２Ｎ－１８°－Ｅ楕円形Ｏ２１ｄ９１１４

－－－平坦外傾緩斜２３１．６０×１．２２Ｎ－８０°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｉ７１１７

－人為－平坦緩斜２２１．６６×１．０６Ｎ－８５°－Ｅ楕円形Ｍ２１ｉ６１１８

－自然１平坦緩斜２８（２．３５）×１．３０Ｎ－７０°－Ｅ［楕円形］Ｍ２１ｅ８１１９

－自然－平坦外傾３０２．０８×１．５０Ｎ－５２°－Ｅ不整楕円形Ｎ２１ｂ４１２１

縄文土器人為－平坦外傾６８０．９０×０．６３Ｎ－２°－Ｅ楕円形Ｍ２１ｈ４１２２

縄文土器自然－平坦緩斜２５２．３５×１．４５Ｎ－７６°－Ｅ楕円形Ｎ２１ｂ７１２３

縄文土器，磨製石斧人為－平坦外傾２６１．２５×１．２０－円形Ｍ２１ｈ２１２４

縄文土器自然－平坦外傾１８１．３０×０．９５Ｎ－１８°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｈ１１２５

土師器，縄文土器自然－平坦緩斜２０１．７２×１．３３Ｎ－６８°－Ｅ楕円形Ｍ２１ｊ１１２６

土師器，火打石人為２平坦緩斜２３２．００×１．７０Ｎ－７２°－Ｅ不定形Ｍ２１ｈ５１２７

縄文土器人為－平坦外傾緩斜２５１．５８×１．３８Ｎ－１０°－Ｗ隅丸長方形Ｍ２１ｇ５１２８

縄文土器人為－平坦外傾緩斜３２１．９３×１．６５Ｎ－３６°－Ｅ隅丸長方形Ｍ２１ｉ３１３０

－自然－有段外傾１５～４５１．２０×１．０５Ｎ－３６°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｉ１１３１

縄文土器自然－平坦外傾緩斜２４１．５５×１．３０Ｎ－１２°－Ｅ楕円形Ｍ２１ｈ１１３２

－自然１平坦外傾緩斜２２１．１８×０．９８Ｎ－４１°－Ｗ楕円形Ｍ２０ｇ０１３３

ＳＫ１８３→本跡－自然１平坦緩斜２３１．２５×１．２５－円形Ｍ２１ｉ１１３４

－自然１平坦外傾１８１．８０×１．５０Ｎ－８２°－Ｅ不整楕円形Ｍ２０ｉ８１３５

－人為－平坦緩斜２２１．２３×１．１６－円形Ｍ２０ｈ８１３６

－自然－平坦緩斜２３１．４０×１．３８－円形Ｍ２０ｈ８１３９

縄文土器自然－平坦緩斜２７１．３８×１．１５Ｎ－１８°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｈ１１４０

－自然２平坦緩斜１１２．６４×１．１９Ｎ－６５°－Ｗ不整楕円形Ｎ２０ａ９１４１

－人為－平坦緩斜３０２．４０×２．０５Ｎ－４６°－Ｅ不定形Ｍ２０ｊ９１４２
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（３）不明遺構

第１号不明遺構（第５８図）

位置　調査区北西部のＰ２２ａ０区，標高２６．６�の台地縁辺部に位置している。

規模と形状　東西６．４２�，南北４．８０�の長方形の範囲に，ピット１４か所と炉１基が確認された。

炉　長径６４�，短径５４�の楕円形で，地山を１５�掘りくぼめた地床炉である。長径方向はＮ－０°で，底面は

皿状である。

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土ピット底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

－自然－皿状外傾緩斜３０２．２５×１．７１Ｎ－１０°－Ｗ不定形Ｍ２０ｊ０１４３

本跡→ＳＫ１８４－自然－平坦外傾３５２．００×１．４８Ｎ－３５°－Ｗ楕円形Ｍ２０ｇ０１４４

－自然－平坦緩斜１５１．３７×１．２０Ｎ－７６°－Ｅ楕円形Ｍ２０ｊ８１４５

－人為－平坦外傾１９１．１９×１．１０－円形Ｍ２０ｉ８１４６

－人為１平坦外傾１８１．５５×１．３０Ｎ－３９°－Ｅ楕円形Ｍ２０ｉ７１４７

ＳＫ１４９→本跡－自然－平坦緩斜２５２．５３×２．１８Ｎ－４５°－Ｗ楕円形Ｎ２１ｅ６１４８

本跡→ＳＫ１４８－自然－平坦外傾緩斜３９１．９８×（１．５０）Ｎ－６４°－Ｗ［楕円形］Ｎ２１ｄ６１４９

－自然－皿状緩斜１６１．７８×１．１６Ｎ－７°－Ｗ不整楕円形Ｍ２０ｉ０１５０

－人為１平坦緩斜２０３．７４×２．１７Ｎ－４７°－Ｅ不定形Ｍ２０ｊ０１５１

石鏃自然－皿状緩斜３７２．７４×１．９３Ｎ－６９°－Ｅ不定形Ｍ２０ｈ９１５２

－自然－平坦外傾２２０．７６×０．７２－円形Ｍ２０ｈ９１５３

－人為－皿状外傾４５０．７２×０．６６Ｎ－１９°－Ｅ楕円形Ｍ２０ｊ０１５４

－自然－皿状外傾緩斜２５１．１４×０．９１Ｎ－８２°－Ｅ楕円形Ｎ２０ａ０１５５

－自然１平坦緩斜１４０．９７×０．９４－円形Ｎ２０ａ８１５６

－自然－皿状緩斜２１０．９４×０．８０Ｎ－６８°－Ｅ楕円形Ｍ２０ｈ７１５７

－自然－平坦外傾２００．６７×０．６２－円形Ｍ２０ｊ８１５８

－自然－平坦緩斜１７０．７７×０．６８Ｎ－６５°－Ｅ楕円形Ｎ２０ａ８１５９

－自然－皿状外傾緩斜４３０．９５×０．６２Ｎ－１３°－Ｅ楕円形Ｎ２０ａ７１６０

－人為－平坦外傾１５１．５９×１．５２－円形Ｎ２０ａ７１６１

－自然－平坦緩斜１８１．２３×０．８７Ｎ－６°－Ｗ楕円形Ｎ２０ｂ７１６２

－自然－皿状緩斜１３０．９０×０．４９Ｎ－２３°－Ｅ楕円形Ｎ２０ａ８１６３

－自然－平坦外傾１７１．０４×０．５８Ｎ－３３°－Ｗ隅丸長方形Ｍ２０ｊ５１６４

－自然－平坦緩斜２１１．２０×０．９９Ｎ－２６°－Ｅ楕円形Ｍ２０ｊ５１６５

－自然－平坦外傾緩斜１８０．９５×０．８０Ｎ－１３°－Ｗ楕円形Ｍ２０ｊ４１６６

－自然－平坦外傾１８０．８１×０．６５Ｎ－１２°－Ｅ楕円形Ｎ２０ｅ５１６７

－自然－有段外傾１０～２２１．１２×１．０５Ｎ－８５°－Ｅ不定形Ｎ２０ｅ５１６８

－自然－平坦外傾２８０．６６×０．５８Ｎ－２０°－Ｅ楕円形Ｎ２０ｄ５１６９

－－－平坦外傾緩斜３５２．１７×１．３５Ｎ－３６°－Ｗ楕円形Ｍ２１ｄ０１７０

ＳＩ１０→本跡縄文土器人為－平坦外傾２５０．９４×０．９０－円形Ｎ２１ｊ１１７５
ＳＩ７・８と重複　新旧
不明－人為－皿状外傾１５００．９０×０．７４Ｎ－５２°－Ｗ楕円形Ｏ２０ｂ０１７７

ＳＩ８→本跡－自然－平坦外傾２４０．７９×０．７５－円形Ｏ２０ｂ０１７８

－－－皿状緩斜１００．３３×０．３１－円形Ｎ２０ｉ０１７９

－自然－皿状緩斜３８０．７０×０．７０Ｎ－３９°－Ｅ方形Ｎ２０ｉ０１８０

－自然－皿状外傾２００．４７×０．４５－円形Ｎ２０ｉ０１８１

－自然－皿状垂直９７０．５８×０．５０Ｎ－０°楕円形Ｎ２０ｊ９１８２

本跡→ＳＫ１３４－人為２平坦外傾４５１．５５×１．３５Ｎ－３５°－Ｅ楕円形Ｍ２１ｉ１１８３

ＳＫ１４４→本跡－自然－皿状外傾４７０．９４×０．５３Ｎ－７２°－Ｗ楕円形Ｍ２０ｇ０１８４
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ピット　１４か所。平面形は円形または楕円形で，長径２０～７２�，短径２０～６４�である。深さは１３～１０７�で，断

面形はＵ字状または逆台形である。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２  赤 褐 色 焼土ブロック中量

３  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
４  褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック微量
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第５８図　第１号不明遺構実測図

表８　第１号不明遺構ピット計測表

規模（�）
形状

ピット
番号

規模（�）
形状

ピット
番号

規模（�）
形状

ピット
番号 深さ長径×短径深さ長径×短径深さ長径×短径

１４２４×２４円形１１３８３２×２８楕円形６３６３８×３６円形１

２６３０×２８円形１２２０２８×２４楕円形７３８２０×２０円形２

１８４４×３６楕円形１３４２３０×２２楕円形８４０２８×２８円形３

１０７７２×６４楕円形１４３０２８×２４楕円形９５５３０×３０円形４

１３２８×２８円形１０１５２４×２４円形５
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所見　炉を中心として，Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６～Ｐ９・Ｐ１１・Ｐ１２を柱穴と想定すると，径５�ほどの円形の住居

跡と想定することも可能であるが，床や壁が確認できず，ピットの規模や配置に規則性が認められないため，

住居跡と判断しなかった。時期は，出土遺物がないため不明である。

（４）遺構外出土遺物

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図（第５９～６１図）と観察表を掲載する。
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第５９図　遺構外出土遺物実測図（１）
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第６０図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第６１図　遺構外出土遺物実測図（３）
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遺構外出土遺物観察表（第５９～６１図）

備　　考出土位置文様の特徴・手法の特徴ほか焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％ ＰＬ５Ｐ２３沈線文普通橙長石・石英・雲母－（５．５）－深鉢縄文土器２９

５％Ｏ２１刻目のある隆帯　底部網代痕普通橙長石・石英・雲母・
赤色粒子６．２（４．２）－深鉢縄文土器３０

５％Ｏ２２口縁部に穿孔２か所　断面三角形
状の隆帯普通にぶい橙長石・雲母・赤色粒子－（３．９）［１０．６］有孔鍔

付土器縄文土器３１

５％ ＰＬ５Ｍ２２口縁部に穿孔４か所　断面三角形
状の隆帯普通にぶい橙長石・石英・赤色粒子－（３．５）［８．２］有孔鍔

付土器縄文土器３２

１０％Ｐ２２内底面に鉄付着　坩堝転用ヵ二次灰黄長石・石英・赤色粒子－（２．２）－高台付坏土師器３３

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ５Ｎ２１無節Ｌ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４７

Ｐ２３沈線文普通にぶい黄橙長石・石英・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４８

Ｏ２４貝殻腹縁文　刺突文　口唇部に斜交する沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ４９

Ｐ２３貝殻腹縁文　口唇部に沈線による刻目普通にぶい橙長石・石英・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ５０

 ＰＬ５Ｏ２４沈線文　交互三角刺突文　口唇部に磨き普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ５１

Ｐ２３沈線文　刺突文　普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ５２

 ＰＬ５Ｏ２４半截竹管による刺突文普通にぶい橙長石・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ５３

 ＰＬ５Ｏ２４単節縄文ＬＲ普通にぶい黄橙長石・石英・赤色粒子・繊維深鉢縄文土器ＴＰ５４

Ｏ２１附加条一種（附加一条）普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ５５

Ｏ２２羽状縄文普通橙長石・石英・繊維深鉢縄文土器ＴＰ５６

Ｐ２４口唇部口縁部単節縄文ＬＲ　横位に原体押圧普通にぶい赤褐長石・石英・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ５７

Ｐ２１平行沈線文　木葉状文普通にぶい橙長石・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ５８

Ｏ２４平行沈線文　半截竹管による刺突文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ５９

 ＰＬ５Ｐ２２横位二条のソーメン状浮線文　半截竹管によ
る集合沈線文　普通にぶい黄橙長石・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ６０

 ＰＬ５Ｐ２２単節縄文ＬＲ　結節縄文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６１

Ｏ２２口唇部に刻目　櫛歯状工具による弧線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６２

 ＰＬ６Ｍ２１口唇部に有節沈線文　断面三角形隆線による
楕円形区画内に有節沈線文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６３

Ｏ２１刻目のある隆線　有節沈線文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６４

 ＰＬ５Ｏ２１断面三角形隆線による懸垂文　ヒダ状の輪積痕普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６５

 ＰＬ６Ｏ２２波頂部から刻目のある隆帯を懸垂　二条の角
押文　刻目列普通にぶい褐長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ６６

 ＰＬ６Ｏ２４カマボコ状の隆帯に沿って沈線文　縦位の単
節縄文ＲＬ　　沈線による文様普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ６７

 ＰＬ６Ｏ２４縦位の単節縄文ＲＬ　突起部にも縄文施文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・細礫深鉢縄文土器ＴＰ６８

 ＰＬ６Ｏ２４口唇部に凹線　縦位の沈線施文後に蛇行沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６９

Ｏ２４口縁部区画内に交互刺突文　口縁部下端に刻目普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ７０

Ｏ２４地文単節縄文ＬＲ　半截竹管による渦巻文普通にぶい褐長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ７１

Ｏ２１ｊ０口縁部単節縄文ＬＲ　口縁部直下に横位１条の
沈線文　胴部地文単節縄文ＬＲ　三角刺突文普通にぶい橙長石・石英深鉢縄文土器ＴＰ７２

 ＰＬ６Ｐ２２折り返し口縁　単節縄文ＬＲ　円形刺突文普通にぶい黄褐雲母・赤色粒子壺弥生土器ＴＰ７３

 ＰＬ６Ｏ２２折り返し口縁　単節縄文ＬＲ　口縁直下に横位
二条の沈線文と刺突文　口唇部に刻目　普通にぶい黄褐長石・石英・雲母壺弥生土器ＴＰ７４

備　　考出土位置特　　　　　　　徴胎　土重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ６Ｏ２１周縁部研磨　上下に刻み長石・石英８．６１．０３．０３．０土器片錘ＤＰ７

 ＰＬ６Ｔ２１周縁部研磨　上下に刻み長石・石英・雲母５２．２１．２４．９６．７土器片錘ＤＰ８

 ＰＬ６Ｐ２１周縁部全周研磨長石・石英・赤色粒子４．５０．７２．２２．４土器片円盤ＤＰ９

 ＰＬ６Ｏ２２周縁部全周研磨長石・石英７．１０．９２．５２．６土器片円盤ＤＰ１０

 ＰＬ６Ｐ２１周縁部全周研磨長石・石英・赤色粒子６．７０．９２．７２．９土器片円盤ＤＰ１１

 ＰＬ６Ｎ２２周縁部全周研磨長石・石英１３．７１．０３．６３．７土器片円盤ＤＰ１２

 ＰＬ６Ｏ２１周縁部全周研磨長石・石英１５．２１．０３．５３．８土器片円盤ＤＰ１３
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備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ９Ｍ２１ｉ６凹基無茎鏃　両面押圧剥離　基部欠損チャート（１．３）０．５（１．９）２．４石鏃Ｑ２３

 ＰＬ９Ｔ２１調整痕不明トロトロ石０．５０．３１．５１．６石鏃Ｑ２４

 ＰＬ９Ｎ２１凹基無茎鏃　両面押圧剥離　先端部欠損チャート（０．８）０．４１．５（２．１）石鏃Ｑ２５

 ＰＬ９Ｏ２１凹基無茎鏃　両面押圧剥離　先端部欠損チャート（０．８）０．４１．３（１．８）石鏃Ｑ２６

Ｐ２１括れの弱い分銅形　括れに敲打痕あり　礫面を研磨凝灰岩（８７．５）２．６（４．５）（６．９）打製石斧Ｑ２７

 ＰＬ９表採全面を丁寧に研磨　刃部に僅かな刃こぼれ　凝灰岩６７５．０４．３６．０１７．１磨製石斧Ｑ２８

Ｏ２１全面を研磨　刃部欠損　凝灰岩（４９．８）１．３（３．９）（６．５）磨製石斧Ｑ２９

表採刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨しており片刃
に近い凝灰岩（６９．０）１．３３．５（９．２）磨製石斧Ｑ３０

Ｏ２１刃部は表面を強く研磨し，裏面は平坦に研磨しており片刃
に近い　基部と側縁部の一部欠損凝灰岩（１４７．５）２．４５．８（８．２）磨製石斧Ｑ３１

Ｍ２０全面を丁寧に研磨　基部欠損後敲石に転用ヵ凝灰岩（１９２．７）２．６５．１８．９磨製石斧Ｑ３２

Ｏ２２表裏に凹み２か所　砂岩（３８２．０）３．９７．１（９．３）凹石Ｑ３３

Ｎ２１表裏に凹み３か所　側面に磨痕安山岩８６８．０５．３９．５１１．８凹石Ｑ３４

 ＰＬ９Ｍ２１凹み１か所　側面に磨痕安山岩６８７．０３．９７．６１５．４凹石Ｑ３５

Ｐ２１砥面３面　鋸による切削痕凝灰岩（６８．５）１．５（６．６）（４．６）砥石Ｑ３６

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量底径長さ器種番号

 ＰＬ９Ｍ２０底部に刻印「ＤＭ４３」　アイオワ州デモイン１９４３年製造黄銅（４６．４）２．０（７．４）機関砲薬莢Ｍ１
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　調査の結果，縄文時代の竪穴住居跡６軒，炉穴１基，土坑６基，古墳時代の竪穴住居跡４軒，土坑２基，中

世の地下式坑１基，近代の炭焼窯跡６基，時期不明の溝跡１条，土坑１６４基，不明遺構１か所が確認され，当

遺跡は縄文時代，古墳時代，中世，近代と断続的に形成された複合遺跡であることが明らかになった。遺構は，

調査区の西部に土坑群と縄文時代の住居跡が確認され，台地平坦部の中央部から斜面となる台地縁辺部の南部

にかけて古墳時代の住居跡が確認されている。調査区の東部は戦後の開拓・植林等によって掘り返されており，

遺構は確認されなかった。

　縄文時代には，確認された住居跡を拠点として，調査区西側の台地縁辺部にムラが営まれたと考えられる。

その後，古墳時代の前期及び後期に小規模な集落が営まれ，近代には炭の生産地として調査区南西部の台地縁

辺部の斜面が利用されたとみられる。

　ここでは，当遺跡の各時代ごとの様相と若干の考察を加えてまとめとする。

１　各時代の様相について

（１）縄文時代

　当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒（前期１，中期５），炉穴１基（早期），土坑６基（中期５，後期１）

が確認された。

　第１号炉穴は調査区南部の谷津に向かう台地縁辺部の斜面に位置し，出土土器から早期後半（田戸下層

式期）に比定した。該期の遺構は本跡だけであるが，遺構に伴わない縄文土器の中には，田戸下層式土器

が少量出土している。

　第５号住居跡は，出土土器から前期後半（浮島式期）に比定した。平面形は方形で明確な主柱穴は確認

されなかったが，中央部に地床炉があり，規模や形状は石岡市外山遺跡の第６２号住居跡に類似している１）。

早期から前期にかけての遺構は少ないが，遺構に伴わない遺物が一定量出土していることから，当遺跡の

周辺に集落があった可能性がある。

　当遺跡で出土した縄文時代中期の土器は，阿玉台ⅠａからⅡ式土器２）を主体としている。出土土器の口

縁部には平口縁と波状口縁があり，口縁部文様帯には区画文が配され，隆帯に沿って単列もしく複列の角

押文や有節沈線文が施されている（第７図ＴＰ６，第９図

ＴＰ１３）。中には，区画内側に角押文によって弧状のモ

チーフを描くもの（第１１図ＴＰ１５，第１２図ＴＰ１８）もある。

波頂部には，皿状の突起を付けたもの（第７図ＴＰ４・

ＴＰ７，第１９図ＴＰ３７）があり，阿玉台前半期の特徴をもっ

ている。胴部には粘土帯の接合部にヒダ状圧痕を施すも

の（第７図ＴＰ９）や刻み目列を施すもの（第９図ＴＰ１１・

ＴＰ１４）がある。出土土器から，第６Ａ・６Ｂ号住居跡及

び第１０号住居跡は阿玉台Ⅰｂ式期，第７から９号住居跡

は阿玉台Ⅱ式期に比定した。

　住居跡内から最大長１０．０�以下，最大幅５．０�以下の

小形の磨製石斧の出土が多いことにも着目したい３）。当

第４節  ま と め

出土磨製石斧の長幅比
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遺跡全体から出土した磨製石斧１５点の内，約半数の８点が住居跡からの出土であり，内完形のものは６点

である。これら小形の磨製石斧の石材は，ほとんどが凝灰岩であり，　全面は荒く研磨されているが，刃部

の表面を特に強く研磨し，片刃に近いものもみられる。

　住居構造については，第６Ａ・６Ｂ号から第１０号住居跡まで６軒が重複しており，床面のレベルには違

いがみられない。規模は，長径４．４５～５．６０�，短径３．８８～４．８６�で，形状は円形または楕円形である。内

部施設は，各住居跡に地床炉が設けられているが，主柱穴は明確なものとそうでないものがある。同時期

の住居跡には，炉を有しない住居跡が多いとされているが，石岡市大谷津Ａ遺跡第５４・２６号住居跡では地

床炉が確認されており，規模は当遺跡の方が若干大きいが類似性が指摘できる４）。

　また，巴川を挟んで対岸の鉾田市の遺跡分布状況を見ると，巴川の支流によって開析された谷津の周縁

部で標高２５～３５�の範囲に同時期の遺跡が多く，当遺跡も同様な立地条件の下に，生活の場が形成されて

いたことが明らかになった。巴川右岸の遺跡では，当遺跡から南西方向に位置し，谷津をはさんで対岸に

所在する石川西遺跡５）から，阿玉台Ⅰｂ式期から加曽利ＥⅣ式期までの竪穴住居跡１５軒や土坑８７基が確認

されており，主体となる時期は加曽利ＥⅡ式期とみられる。その内，当遺跡と同時期の阿玉台Ⅱ式期の遺

構は，住居跡１軒，フラスコ状土坑２基，土坑１基が確認されており，土坑群は住居跡に伴う貯蔵域の可

能性が指摘されている。当遺跡においては，住居群に伴う同時期の土坑群及び明確なフラスコ状土坑は検

出されていない点で，石川西遺跡の集落様相とは違いがみられる。当遺跡と石川西遺跡の間には集落の移

動もしくは季節的な移住の可能性も想定される。今後は両遺跡の遺構や出土遺物の綿密な比較検討が必要

であろう。

（２）古墳時代

　当時代の遺構は，竪穴住居跡４軒（前期２，後期２），土坑２基（中期）が確認された。竪穴住居跡はい

ずれも調査区南東部の台地の平坦部から谷津に向かう斜面部にかけて位置している。時期については，出

土土器から第１・４号住居跡が前期後葉，第２・３号住居跡が後期中葉に比定した。

　第１・４号住居跡は規模や形状，主軸方向がほぼ同じで約４�離れて隣接することから，ほぼ同時期の

住居と考えられる。また，第４号住居跡は柱穴の配置から建て替えの可能性が考えられ，東西方向及び北

側に拡張されたものと考えられる。第２号住居跡はＮ－３５°－Ｗ，第３号住居跡はＮ－６１°－Ｗと，主軸方

向は異なっているが，規模や形状，内部施設はほぼ同じである。両住居跡とも床面から炭化材が出土して

おり，焼失住居とみられる。第２号住居跡の竈は遺存状況が良く，天井部が遺存していた。

　これらの住居群を含んだ集落の様相については，調査区南東部の谷津に向かう斜面部に限定されてお

り，　調査区中央部の台地平坦部には遺構が確認できなかったことを考慮すれば，集落は台地縁辺部に限

られた小規模なものであった可能性が高い。

　第１３７・１３８号土坑は，調査区北東部のＭ２１ｇ３区に隣接して確認されている。出土土器から古墳時代中期

後葉に比定した。覆土は埋め戻された状況を呈していることから墓坑の可能性も考えられるが，明確では

ない。また，遺構の周辺からは同時期の土師器片が若干確認されているが，遺構に伴う同時期の土器は確

認されていない。調査区内には古墳時代中期の住居跡など集落の痕跡は確認されていないが，調査区域外

の北部に同時期の集落が展開していた可能性が想定される。

（３）中世

　当時代の遺構は地下式坑が１基確認されている。出土遺物はないが，形状から中世の地下式坑と判断し

た。本跡周辺に同時期の遺構は検出されず，また，遺構確認時の表土中からも中世の所産とみられる遺物
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は，確認されていないため，当遺跡における中世期の様相は不明である。

（４）近代

　近代の炭焼窯跡６基が，調査区南部の標高２７．６�の台地縁辺部に並んで確認されている。これらの遺構

は，長径方向がＮ－６３～８７°－Ｗで，ほぼ同一方向を意識して構築されている。また，台地縁辺部の斜面を

利用し，前庭部を南部の斜面から，燃焼室及び煙道部を北側の台地部に向けて，それぞれ構築している。

構造は明治時代末期から導入が進んだ改良窯６）である。構造上の特徴として炭化室と前庭部の間に粘土や

礫による障壁を設け，冷風を防ぐことで灰化と未炭化を防ぐ構造であることが挙げられる。

　茨城町大畑遺跡７）で近代以降と考えられる炭焼窯跡４基，また同町堂越遺跡８）では出土遺物から明治末

以降から戦前に比定される炭焼窯１基がそれぞれ確認されており，遺構の規模や形状が類似していること

から，当遺跡の炭焼窯も同時期のものと考えられる。炭焼窯は昭和３０年代後半からの石炭・木炭から石油・

ガスへの燃料革命と，それに伴う生活の電化・ガス化によって炭の需要がなくなることによって失われて

いったようである。
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第�章 石 川 塚

　石川塚は，小美玉市の東部に位置し，巴川右岸の樹枝状に開析された谷津から分岐する小支谷の谷津頭に面

する，標高２７ｍの台地上に立地している。調査面積は４２３．２５�で，調査前の現況は山林である。

　今回の調査では，塚１基（近世），掘立柱建物跡２棟（近世），墓坑３基（近世），土坑１０基（近世３，時期不

明７）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に２箱出土している。主な遺物は，土師質土器（小皿・灯明皿・

十能），陶器（碗・皿・仏飯器・擂鉢・片口鉢・香炉・花瓶），磁器（碗・皿・仏飯器・香炉），石器（砥石），

金属製品（釘・火打金・煙管・古銭）などである。

　調査区東部のＮ１６ｄ０区にテストピットを設定し，深さ１．５ｍまで掘り下げて基本土層（第６２図）の観察を行っ

た。土層は６層に分層でき，観察結果は以下の通りである。

　第１層は黒褐色を呈する耕作土層で，ロームブロックを微量含み，粘性は強く，締まりは弱い。層厚は１２～

４０�である。

　第２層は暗褐色を呈するソフトローム層への漸移層で，ロームブロックを微量含み，粘性は強く，締まりは

弱い。層厚は１０～３２�である。

　第３層は褐色を呈するソフトローム層で，砂質粘土粒子を中量含

み，粘性は強く，締まりはやや強い。層厚は７～２４�である。

　第４層は褐色を呈するハードローム層への漸移層で，砂質粘土粒

子を中量含み，粘性・締まりともに強い。層厚は１２～２０�である。

　第５層は灰褐色を呈するハードローム層で，砂質粘土粒子を中量

含み，粘性・締まりともに強い。層厚は１５～３５�である。

　第６層は灰褐色を呈するハードローム層で，砂質粘土粒子を多量

含み，粘性・締まりともに強い。下層は未掘のため本来の層厚は不

明である。

　遺構の多くは第２層上面で確認されている。
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第１節　 調 査 の 概 要

第２節　 基 本 層 序
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25.0m

24.0m

1
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3

4
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6

A

第６２図　基本土層図
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１　近世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，塚１基，掘立柱建物跡２棟，墓坑３基，土坑３基である。以下，遺構と遺物について記

　述する。

（１）塚

第１号塚（第６３図）

位置　調査区北部のＮ１６ｄ４区，標高２６ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況　調査前に，塚頂部に２基，南側の裾部に６基の石塔が並んで確認された。これらの石塔は本調査前

に移設されているが，台石や破砕した石が塚の表土に残されていた。これらの遺物と移設された石塔について

は，第１～５号石塔跡として本報告の中で紹介する。

重複関係　塚頂部の第２・３層上面から第１０層下面までを第１・２号墓坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径９．７７�，短径９．１８�の円形で，現地表面から塚頂部までの高さは１４８�である。

構築状況　２２層からなる。地山面を基部とし，周囲の旧表土を地山面まで掘り込んだ後，中央部からロームブ

ロックを中量含んだ褐色土である第２０～２２層を盛土している。その後，焼土粒子や炭化粒子を含む黒色土や暗

褐色土である第８～１９層を平坦に積み上げて構築している。第４・５層は第１号墓坑の覆土，第６・７層は第

２号墓坑の覆土で，第２・８層上面から掘り込まれている。第２層と第３層が互層になっていることから，塚

頂部から第３層までは塚の構築後に削平されており，第１・２号墓坑が構築された後，第１～３層を盛土して

いると考えられる。

遺物出土状況　塚の封土から出土した遺物はない。調査前には，塚頂部には石塔１・石塔２，南西側の裾部に

石塔３～石塔５，南東側の裾部に石塔６～石塔８が造立されていた。調査時には，塚部及び裾部から石（石塔・

台石）に混じって近世とみられる陶磁器が出土している。

第１号石塔跡（第６４～６７図）　頂部のＮ１６ｄ４区に位置している。多くの石（石塔・台石）に混じって，土

師質土器１点（小皿），陶器片６点（碗３，皿２，仏飯器１），磁器片２点（皿，仏飯器），瓦質土器片１点，

石器３点（砥石２，不明１），金属製品１０点（釘１，古銭７，不明２）が出土している。石は塚頂部に散在し

ており，一部は第１～３層に埋められて石塔下の台石になっていた。これらの石に混じって，１・２，Ｑ１・Ｑ

２，Ｍ２～Ｍ６は東部，３・４，Ｍ７・Ｍ８は中央部，Ｍ１は西部からそれぞれ出土している。また，本調査

前には石塔１・石塔２が造立されていたが，調査開始前に移設さている。石塔１の正面中央には像容地蔵菩薩，

右に戒名「権大僧都秀海上人」，左に紀年銘が刻まれており，元禄元（１６８８）年の建立年である。石塔２の正

面中央には像容大日如来，右に「奉讀誦普門品七千貳百巻成就所」銘文，左に紀年銘及び僧名「秀海上人」「重

第３節　 遺 構 と 遺 物

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量（粘性弱い）
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量（粘性強い）
４  黒 褐 色 ローム粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック微量
６  黒 褐 色 ロームブロック少量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性弱い）
８  暗 褐 色 ローム粒子少量
９  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１０  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１１  褐 色 ローム粒子中量

１２  暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性強い）
１３  褐 色 ローム粒子少量
１４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１６  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１７  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１８  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１９  暗 褐 色 ローム粒子中量
２０  褐 色 ロームブロック少量
２１  褐 色 ロームブロック中量
２２  褐 色 ローム粒子多量
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第６３図　第１号塚実測図
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第６４図　第１号石塔跡実測図
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海」が刻まれており，元禄７（１６９４）年の建立年である。塚の構築状況から，石塔１・石塔２は塚頂部が再構

築された後に移設されたものとみられる。

20cm0

第６５図　第１号石塔跡遺物拓影図

10cm0

1 2

3

4

第１号石塔跡遺物観察表（第６５～６７図）

備　　考出土位置銘　　　　　　　文像　容形　態材　質厚さ幅長さ種別番号

 ＰＬ１０塚頂部正面「 」正面右「権大僧都秀海上人」　正面左
「元禄元戌辰年十月四日」地蔵菩薩舟型安山岩３０．０６０．０１２０．０墓石石塔１

 ＰＬ１０塚頂部正面右「奉讀誦普門品七千貮百巻成就所」　正面
左「元禄七甲戌天八月十八日秀海上人　重海」大日如来舟型安山岩３０．０５０．０１２０．０讀誦塔石塔２

第６６図　第１号石塔跡出土遺物実測図（１）
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第６７図　第１号石塔跡出土遺物実測図（２）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　土・釉　薬底径器高口径器種種別番号

１０％東部尊式花瓶　高台貼り付け良好明褐細砂・鉄釉［１０．８］（５．７）－花瓶陶器１

８０％ ＰＬ１３東部肥前系　草花文堅緻灰白緻密・透明釉４．２５．５［１０．０］碗磁器２

４０％ ＰＬ１３中央部肥前系　大小の丸文　見込みに二重
圏線と花文　砂目止め堅緻灰白緻密・透明釉［４．０］５．５［１１．０］碗磁器３

７０％ ＰＬ１３中央部肥前系　花文　蛇の目高台　砂目止め堅緻明オリーブ
灰緻密・透明釉４．２５．７８．０仏飯器磁器４

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ１４東部砥面４面使用　端部欠損凝灰岩（２５７．０）３．１４．１（１１．９）砥石Ｑ１

 ＰＬ１４東部砥面２面使用　端部欠損凝灰岩（９３．１）２．３４．０（６．８）砥石Ｑ２

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質初鋳年重量厚さ孔径径銭　名番号

 ＰＬ１４西部新寛永　背元　高津銭　銅１文銭銅１７４１２．００．１００．６２．２寛永通寳Ｍ１

 ＰＬ１４東部新寛永　錆のため融着　背面不明銅１６６８

１３．８

０．１００．５２．２寛永通寳Ｍ２

 ＰＬ１４東部錆のため融着　鉄１文銭ヵ鉄１７３９－－２．３寛永通寳Ｍ３

 ＰＬ１４東部錆のため融着　鉄１文銭ヵ鉄１７３９－－２．３寛永通寳Ｍ４

 ＰＬ１４東部錆のため融着　鉄１文銭ヵ鉄１７３９－－２．４寛永通寳Ｍ５

 ＰＬ１４東部新寛永　錆のため融着　背面不明銅１６６８０．１００．５２．４寛永通寳Ｍ６

 ＰＬ１４中央部古寛永　無背　銅１文銭銅１６３６３．１０．１１０．５２．４寛永通寳Ｍ７

 ＰＬ１４中央部古寛永　無背　銅１文銭銅１６３６２．６０．１２０．５２．４寛永通寳Ｍ８

 ＰＬ１４塚表土桐１銭青銅貨青銅１９２０３．５０．１１－２．３銅貨Ｍ９
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第２号石塔跡（第６８図）　裾部のＮ１６ｅ４区，第３号石塔跡の西側に隣接している。多くの石（石塔・台石）

に混じって，陶器（碗），瓦質土器（香炉），鉄製品（不明），瓦，各１点が出土している。５は北西部から出土

しており，供物として供えられていたものと考えられる。本調査前には石塔３が造立されていたが，調査開始

前に移設さている。石塔３の正面中央には像容地蔵菩薩，右に戒名「法師源心霊位」，左に紀年銘が刻まれてお

り，元文３（１７３８）年の建立年である。

5

N16f5

1m0

10cm0 5cm0

第６８図　第２・３号石塔跡実測図・第２号石塔跡遺物拓影図・出土遺物実測図

第３号石塔跡（第６８・６９図）　裾部のＮ１６ｅ４区，第２号石塔跡の東側に隣接している。多くの石（石塔・台

石）が出土している。本調査前には石塔４・石塔５が造立されていたが，調査開始前に移設されている。石塔

４の正面中央には像容如意輪観音菩薩が，左右には紀年銘が刻まれており，享保１６（１７３１）年の建立年である。

石塔５は墓石で，正面中央に戒名，左右に紀年銘が刻まれており，宝永５（１７０８）年の建立年である。

第２号石塔跡遺物観察表（第６８図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　土底径器高口径器種種別番号

７０％ ＰＬ１３北西部底部回転ヘラ削り後高台貼り付け
下端にとびカンナによる文様施文堅緻黄灰雲母・長石５．６（３．０）－香炉瓦質土器５

備　考出土位置銘　　　　　　　文像　容形　態材　質厚さ幅長さ種別番号

 ＰＬ１０塚裾部南西側正面右「法師源心霊位」　正面左「元文三年午二
月廿四日」地蔵菩薩舟型安山岩２２．０３０．０４５．０墓石石塔３
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20cm0

第６９図　第３号石塔跡遺物拓影図

第４号石塔跡（第７０・７１図）　裾部のＮ１６ｅ５区，第５号石塔跡の西側に隣接している。本跡南部の石集中地

点の下には掘方が検出された。長径０．７３ｍ，短径０．５８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは２２

�で，底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。多くの石（石塔・台石）に混じって，陶器１６点

AA

A

A

26.2m
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B
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N16f6
N2m
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N16f6
N2m
W1m

1m0

第７０図　第４号石塔跡実測図

第３号石塔跡遺物観察表（第６９図）

備　　考出土位置銘　　　　　　　文像　容形　態材　質厚さ幅長さ種別番号

 ＰＬ１０塚裾部南西側正面右「享保十六辛亥天」　正面左「十一月吉日」如意輪
観音菩薩舟型安山岩１５．０４０．０６５．０石仏石塔４

 ＰＬ１０塚裾部南西側正面「 　道保禅定信士（霊）」　正面右「宝永五
年」　正面左「子　九月廿二日」－駒型安山岩１２．０３０．０５０．０墓石石塔５
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（碗４，皿３，不明９），磁器１８点（碗１，花瓶２，皿２，香炉４，不明９），瓦質土器３点（不明），鉄製品４

点（不明）が出土している。６は北部から出土しており，供物として供えられたものが石とともに埋め戻され

たものと考えられる。本調査前には石塔６～石塔８が造立されていたが，調査開始前に移設されている。石塔

６は庚申塔で，正面中央に銘文，左右に紀年銘と村名が刻まれており，元禄１３（１７００）年の建立年である。石

塔７は二十三夜塔で，正面中央に銘文，左右に紀年銘と村名が刻まれており，元禄１３（１７００）年の建立年であ

る。石塔８は墓石で，正面中央には像容地蔵菩薩，右に戒名「淨圓法師」，左に紀年銘が刻まれており，安永

４（１７７５）年の建立年である。

6

20cm0

10cm0

第７１図　第４号石塔跡遺物拓影図・出土遺物実測図

第５号石塔跡（第７２図）　裾部のＮ１６ｅ５区，第４号石塔跡の東側に隣接している。多くの石（石塔・台石）

に混じって，陶器２７点（碗７，皿８，片口２，擂鉢１，徳利１，不明８），磁器２２点（碗１６，花瓶１，香炉５）

が出土している。７～９は中央部の表土から出土しており，供物として供えられていたものと考えられる。

第４号石塔跡遺物観察表（第７１図）

備　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　土・釉　薬底径器高口径器種種別番号

８０％北部瀬戸美濃系　削り出し高台　体部
下端露胎良好暗オリーブ細砂・黒色粒子・飴釉５．６（３．３）－丸碗陶器６

備　　考出土位置銘　　　　　　　文像　容形　態材　質厚さ幅長さ種別番号

 ＰＬ１０塚裾部南東側正面「奉修庚申二世安穏処」正面右「元禄十三海谷村宮久
保村」正面左「辰七日晦日想旦那」　正面下部に三猿を陽刻－櫛型安山岩１５３０７０庚申塔石塔６

 ＰＬ１０塚裾部南東側正面「 　奉修廾三夜月待供養成弁修」正面右「干
時元禄十三年貝谷村」　正面左「庚辰九月廾三日」－駒型安山岩１５２５７５二十三夜

塔石塔７

 ＰＬ１０塚裾部南東側正面「 」　正面右「淨圓法師」　正面左「安永四
乙未四月三日」地蔵菩薩舟型砂岩１５２５５５墓石石塔８
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第７２図　第５号石塔跡・出土遺物実測図

所見　石塔の紀年銘からは，石塔１の元禄元（１６８８）年が最も古く，石塔８の安永４（１７７５）年が最も新しい。

銘文から読み取れる石塔の性格は，石塔１・石塔３・石塔５・石塔８が墓石で，その内石塔５以外は僧侶の墓

石である。また，石塔６は庚申塔，石塔７は二十三夜塔，石塔４は石仏である。これらの石塔は建立年や性格

が異なることからも，すべてが本跡に伴う可能性は低い。また，聞き取り調査によると「戦後，石川塚の頂部

は地域の青年団によって掘り返されている」ことや「戦中，開発等によって地域にあった塚が壊されており，

その際に石塔類が本跡周辺に集められた可能性がある」との証言があったことからも，石塔は塚の構築後に移

設されたものと考えられる。塚の築造時期は，出土土器と重複関係，築造状況から１７世紀後半から１８世紀前半

と考えられるが，その性格については明らかでない。

（２）　掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第７３・７４図）

位置　調査区東部のＮ１６ｅ７区，標高２５．６�の台地平坦部で，第１号塚の裾部から東側に７�離れて位置している。

第５号石塔跡遺物観察表（第７２図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　土・釉　薬底径器高口径器種種別番号

１０％中央部瀬戸美濃系　口部貼り付け　内外
面施釉　体部下端露胎良好オリーブ褐細砂・灰釉－（４．５）－片口陶器７

１５％中央部瀬戸美濃系　体部下端露胎良好浅黄細砂・銅緑釉－（２．３）－皿陶器８

５％中央部瀬戸美濃系　体部下端露胎　見込
釉剥ぎ良好浅黄細砂・銅緑釉－（１．２）－皿陶器９

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土・施　釉器種種　別番号

５％表土６条１単位の擂り目良好にぶい黄橙長石・細砂・細礫・鉄釉擂鉢陶器ＴＰ１
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重複関係　第６号土坑を掘り込んでいる。第２号掘立柱建物跡のＰ１と重複しているが，柱穴との切り合いが

ないため新旧は不明である。

規模と構造　桁行，梁行とも１間の側柱建物である。南面を桁行とみると桁行方向は，Ｎ－６７°－Ｅである。規

模は桁行，梁行とも１．８�（６尺）で，面積は３．２４�である。柱間寸法は桁行，梁行とも１．８�（６尺）を基調

としている。

柱穴　４か所。平面形は円形で，規模は径３３～５２�である。深さは２１～４６�で，断面形はＵ字状または逆台形

状である。第４層は埋土，他は柱抜き取り後の覆土で締まりの弱い暗褐色土が主体である。

土層解説（各柱穴共通）
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

４  褐 色 ローム粒子中量
５  暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
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第７３図　第１号堀立柱建物跡実測図

遺物出土状況　陶器片１点（碗），古銭１点（寛永通寳）がＰ１の覆土中から出土している。

所見　本跡は柱穴の規模が小さく，簡易な構造であることか

ら，第１号塚に伴う小堂としての機能が想定される。時期

は，第１号塚の年代観から１８世紀前半と考えられる。

第２号掘立柱建物跡（第７５図）

位置　調査区南東部のＮ１６ｆ７区，標高２５．６�の台地平坦部で，第１号塚の裾部から南東側に６．５�離れて位置し

ている。

重複関係　第１号掘立柱建物跡のＰ３と重複しているが，柱穴との切り合いがないため新旧は不明である。

規模と構造　東部が調査区外に延びているため全体の規模は不明であるが，桁行２間，梁行２間の側柱建物と

推測できる。南面を桁行とみると，桁行方向はＮ－６５°－Ｗである。規模は桁行４．６�，梁行５．４�で，面積は

M10 3cm0

第７４図　第１号堀立柱建物跡出土遺物実測図

第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第７４図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質初鋳年重量厚さ孔径径銭　名番号

 ＰＬ１４Ｐ１覆土中新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８３．４０．１２０．５２．４寛永通寳Ｍ１０
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２４．８４�である。柱間寸法は桁行，梁行とも２．７�（９尺）を基調としている。

柱穴　５か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径７０～９６�，短径６０～７５�である。深さは３７～６８�で，

断面形はＵ字状または漏斗状である。柱のあたりがＰ１・Ｐ４・Ｐ５の底面で確認された。

遺物出土状況　土師質土器１点（灯明皿）が出土している。１０はＰ１の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から１８世紀前半と考えられる。

第２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第７５図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色調胎　土底径器高口径器種種　別番号

１０％Ｐ１覆土中口縁部内面に刻み１か所　底面中
央に焼成前の穿孔あり普通にぶい橙石英・赤色粒子［５．０］１．１［６．６］灯明皿土師質土器１０

土層解説（各柱穴共通）
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
６  黒 褐 色 ローム粒子微量
７  黒 褐 色 ロームブロック少量
８  褐 色 ロームブロック少量

９  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック中量
１１  黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１２  黒 褐 色 ローム粒子中量
１３  黒 褐 色 ロームブロック微量
１４  褐 色 ロームブロック中量
１５  褐 色 ローム粒子中量
１６  暗 褐 色 ローム粒子少量
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第７５図　第２号堀立柱建物跡・出土遺物実測図
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第７６図　第１号墓坑・出土遺物実測図

表９　近世掘立柱建物跡一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

主な出土遺物
柱穴　（�）梁行柱間

（�）
桁行柱間
（�）

面積
（�）

規模（�）
桁×梁（�）

柱間数
桁×梁（間）

桁行方向位置番号
深さ平面形柱穴数構造

ＳＫ６→本跡　ＳＢ２と新
旧不明陶器　古銭２１～４６円形４側柱１．８１．８３．２４１．８×１．８１×１Ｎ－６７°－ＥＮ１６ｅ７１

ＳＢ１と新旧不明土師質土器３７～６８円形
楕円形５側柱２．７２．７２４．８４４．６×５．４２×２Ｎ－６５°－ＷＮ１６ｆ７２

第１号墓坑出土遺物観察表（第７６図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土厚さ幅長さ器種種　別番号

２０％ ＰＬ１３覆土中柄部の破片　柄部中実　普通橙長石・雲母・赤色粒子２．２（７．２）（７．３）十能土師質土器１１

（３）墓坑

第１号墓坑（第７６図）

位置　調査区北部のＮ１６ｄ５区，第１号塚の頂部東寄りに位置し，第８層上面から掘り込まれている。

規模と形状　長径１．０４�，短径０．８０�の楕円形で，長径方向はＮ－８１°－Ｅである。深さは１２�で，底面は平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含み，不均質な堆積状況から埋め戻されている。

埋葬の状況　骨や歯はまとめられた状態で出土しており，出土状況から再埋葬されたものとみられる。

遺物出土状況　土師質土器１点（十能），金属製品２点（煙管，火打金），礫２点が出土している。Ｍ１１・Ｍ１２

は中央部西寄りの頭蓋骨の下から出土している。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身の骨格が確認された。頭蓋骨は額が狭く，頭頂骨にかけての傾斜がなだらかである。後

頭骨の隆起がやや強い。歯は奥歯が摩滅しており，また，椎間板ヘルニアがみられることから，熟年から老年

に近い。

所見　聞き取り調査から，第１号塚の頂部は戦後，地域の青年団によって掘り返されていることが判明した。

その際に出土した人骨や副葬品が集められて，再埋葬されたものとみられる。本来の埋葬時期は，出土土器か

ら１８世紀代と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量 ２  黒 褐 色 ロームブロック微量



－　　－101

石 川 塚

第２号墓坑（ＳＫ１４）（第７７図）

位置　調査区北部のＮ１６ｄ４区，第１号塚の頂部東寄りに位置し，第２層上面から掘り込まれている。

規模と形状　長径１．０５�，短径０．８２�の楕円形で，長径方向はＮ－５５°－Ｅである。深さは３０�で，底面は平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況　中央部北西寄りの覆土中層から土師質土器１点（小皿）が出土している。

所見　覆土が埋め戻されていることや第１号墓坑と同レベルで隣接していることから墓坑とみられる。時期

は，出土土器から１８世紀代と考えられる。
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第７７図　第２号墓坑・出土遺物実測図

第３号墓坑（ＳＫ１７）（第７８図）

位置　調査区南部のＮ１６ｈ５区，標高２５．８�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．０１�，短径０．７８�の楕円形で，長径方向はＮ－７２°－Ｅである。深さは５７�で，底面は平坦

である。壁は内傾している。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック多量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

４  黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ１４覆土中鎹形　断面三角形鉄（２７．１）０．５２．６（７．２）火打金Ｍ１１

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量小口径火皿径長さ器種番号

 ＰＬ１４覆土中雁首のみ　銅板丸め後蝋付け銅７．２０．９１．６６．０煙管Ｍ１２

第２号墓坑出土遺物観察表（第７７図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土底径器高口径器種種　別番号

７５％ ＰＬ１３覆土中層底部回転糸切り痕を残す　底部中
央に焼成前の穿孔あり普通橙長石・雲母・赤色粒子７．０２．１１１．８皿土師質土器１２
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埋葬の状況　西頭位仰向屈葬で埋葬されている。

遺物出土状況　陶器１点（擂鉢），古銭６（寛永通寳）が出土している。１３は腰骨上に正位で出土している。Ｍ

１３～Ｍ１８は西部の底面で右上腕骨の下から出土している。

性別と年齢　男性　壮年

遺骸の特徴　頭蓋骨と体幹骨，右上腕骨と骨盤の一部，左右大腿骨が確認できた。骨の腐朽が進んでおり，頭

蓋骨前面，骨盤，大腿骨の３分の１は欠損している。骨の一部に火熱痕がみられる。後頭骨の隆起が強く，上

腕骨，大腿骨が太い。大腿骨の後稜が隆起していることから，足をよく使う労働をしていたと考えられる。

所見　出土状況から擂鉢と古銭は副葬品と考えられる。擂鉢は，頭に被せられた状態で埋葬されたものが，骨

の腐朽に伴って，滑り落ちたものと想定される。時期は，出土土器から１８世紀代と考えられる。
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第７８図　第３号墓坑・出土遺物実測図

第３号墓坑出土遺物観察表（第７８図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土・釉　薬底径器高口径器種種　別番号

８０％ ＰＬ１３中央部寛骨上１６条１単位の擂目　見込擂目　瀬
戸美濃系　普通暗褐長石・石英・鉄釉１１．４８．７２６．６擂鉢陶器１３
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（４）土坑

第６号土坑（第７９図）

位置　調査区中央部のＮ１６ｅ７区，標高２５．６�に位置し，第８層上面から掘り込まれている。

重複関係　第１号掘立柱建物跡のＰ３に掘り込まれている。

規模と形状　径０．４８�の円形である。深さは２３�で，底面は皿状で

ある。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含み，不均質な堆積状

況から埋め戻されている。

所見　時期は，重複関係から１８世紀代と考えられる。

第７号土坑（第８０図）

位置　調査区中央部のＮ１６ｅ６区，標高２５．６�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１２号土坑の西部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸２．７０�，短軸２．３０�の長方形で，長軸方向はＮ－２１°－Ｗである。深さは３９�で，底面は皿状

である。炭化材が北東部の底面から出土しているが，底面は焼けた痕跡がないことから埋没時に廃棄されたも

のと考えられる。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックを含み，不均質な堆積状況から埋め戻されている。
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第７９図　第６号土坑実測図

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３  褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器１点（皿），陶器片３点（碗２，花瓶１）が出土している。１４は中央部の覆土上層

と南西コーナー部の壁際から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から１８世紀前半と考えられる。

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質初鋳年重量厚さ孔径径銭名番号

 ＰＬ１４西部底面新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８３．７０．１１０．５２．３寛永通寳Ｍ１３

 ＰＬ１４西部底面古寛永　無背　銅１文銭銅１６３６３．２０．１１０．６２．４寛永通寳Ｍ１４

 ＰＬ１４西部底面新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８２．９０．１１０．６２．４寛永通寳Ｍ１５

 ＰＬ１４西部底面新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８３．４０．１２０．６２．３寛永通寳Ｍ１６

 ＰＬ１４西部底面新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８２．９０．１１０．６２．３寛永通寳Ｍ１７

 ＰＬ１４西部底面新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８１．６０．０９０．６２．１寛永通寳Ｍ１８

表１０　近世墓坑一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

第１号塚→本跡人骨　土師質土器（十能）　金属製品
（煙管，火打金）人為平坦外傾１２１．０４×０．８０Ｎ－８１°－Ｅ楕円形Ｎ１６ｄ５１

第１号塚→本跡土師質土器人為平坦外傾３０１．０５×０．８２Ｎ－５５°－Ｅ楕円形Ｎ１６ｄ４２

人骨　陶器（擂鉢）　古銭人為平坦内傾５７１．０１×０．７８Ｎ－７２°－Ｅ楕円形Ｎ１６ｈ５３
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第８０図　第７・１２号土坑・第７号土坑出土遺物実測図

第１２号土坑（第８０・８１図）

位置　調査区中央部のＮ１６ｅ７区，標高２５．６�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号土坑に西部，第１３号土坑に北東部，第１号掘立柱建物跡のＰ４に南東部を掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長軸３．１５�，短軸２．８２�の長方形で，長軸方向はＮ－６４°－Ｅである。深さは４２�で，

底面は皿状である。炭化材が西部の底面から出土しているが，底面は焼けた痕跡がないことから埋没時に廃棄

されたものと考えられる。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックを含み，不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
７  褐 色 ロームブロック少量
８  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第７号土坑出土遺物観察表（第８０図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土・施　釉底径器高口径器種種　別番号

２０％ ＰＬ１４覆土上層尊式花瓶　高台貼り付け良好灰褐長石・細砂・鉄釉１０．４（５．８）－花瓶陶器１４
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遺物出土状況　土師質土器６点（小皿），陶器片８点（碗６，皿１，香炉１），磁器片１点（碗），瓦質土器片１

点（火鉢ヵ），古銭２点（寛永通寳）が出土している。その他，混入した縄文土器片５点も出土している。Ｍ１９

は中央部の底面，１５は北西壁際，Ｍ２０は東壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。１７は中央部の覆土下層

と第５号石塔跡から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から１８世紀前半と考えられる。

M19 M20

15
16 17

5cm0

3cm0

第８１図　第１２号土坑出土遺物実測図

２　その他の遺構と遺物

　　時期や性格の明確でない遺構として，土坑７基が存在する。以下それらの遺構については，実測図と一覧

　表を掲載する。

（１）土坑（第８２図）

　　　時期及び性格が明確でない土坑７基については，実測図と一覧表を掲載する。

第１２号土坑出土遺物観察表（第８１図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土底径器高口径器種種　別番号

７５％覆土中層ロクロ成形　底部回転糸切り痕と
簾状圧痕普通にぶい橙長石・石英・雲母［５．０］２．７［１１．２］灯明皿土師質土器１５

７５％覆土中体部下端露胎　内外底面に重ね焼
き痕良好褐細砂・錆釉－１．７［１１．０］小皿陶器１６

７５％ ＰＬ１３覆土下層口縁端部内外につまみ出し　底部
外周貼付三足

普通
二次焼成

オリーブ
灰

長石・石英・雲母・
灰釉５．０（４．８）［８．０］香炉陶器１７

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質初鋳年重量厚さ孔径径銭名番号

 ＰＬ１４底面新寛永　無背　銅１文銭鉄１６６８２．９０．１１０．５２．３寛永通寳Ｍ１９

 ＰＬ１４覆土中層新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８１．９０．０９０．６２．３寛永通寳Ｍ２０

表１１　近世土坑一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＢ１－人為皿状外傾２３０．４８×０．４７－円形Ｎ１６ｅ７６

ＳＫ１２→本跡土師質土器　陶器人為皿状外傾３９２．７０×２．３０Ｎ－２１°－Ｗ長方形Ｎ１６ｅ６７
本跡→ＳＢ１・ＳＫ７・
ＳＫ１３土師質土器　陶器　古銭人為皿状外傾４２［３．１５］×２．８２Ｎ－６４°－Ｅ長方形Ｎ１６ｅ７１２
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第８２図　土坑実測図

第１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量
５  灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
６  褐 色 ロームブロック少量

第２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量

第３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
２  黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

４  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック微量

第１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
６  暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量
７  暗 褐 色 ロームブロック微量
８  灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

第１５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  黒 褐 色 ローム粒子少量
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第８３図　遺構外出土遺物実測図

（２）遺構外出土遺物

　　　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図（第８３図）と観察表を掲載する。

表１２　土坑一覧表

備　　考
重複関係（古→新）

出　土　遺　物覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

長径方向平面形位　置番号
深さ長径（軸）×短径（軸）

ＳＫ２→本跡陶器　人為平坦外傾８～１６２．７０×１．８０Ｎ－５６°－Ｅ不整形Ｎ１６ｄ８１

本跡→ＳＫ１陶器　磁器人為平坦直立１２～２６３．８０×２．７５Ｎ－５５°－Ｅ楕円形Ｎ１６ｄ８２

－人為平坦直立１５～２００．５５×０．５３－円形Ｎ１６ｆ６３

－人為皿状直立８１１．１５×０．７５Ｎ－６１°－Ｅ不整楕円形Ｎ１６ｇ７１０

－人為皿状直立７５０．８５×０．８５－円形Ｎ１６ｇ６１１

ＳＫ１２→本跡－人為皿状直立４３１．００×０．９５－円形Ｎ１６ｅ７１３

－人為皿状直立
外傾４６０．７５×０．７４－円形Ｎ１６ｇ８１５

遺構外出土遺物観察表（第８３図）

備　　考出土位置手法の特徴ほか焼成色　調胎　土底径器高口径器種種　別番号

６０％ ＰＬ１３表採底部回転糸切り痕　内面強いナデ
口唇部に刻み１か所良好橙長石・石英・雲母・

赤色粒子８．０２．７［１１．７］皿土師質土器１８

１５％ ＰＬ１４表採瀬戸美濃系　盤口形　頸部に双耳
貼付良好にぶい黄橙細砂・灰釉－（３．７）１０．４仏花瓶陶器１９

５％表採瀬戸美濃系　底部外周に粘土塊貼
付三足（残存１）普通浅黄細砂・鉄釉［１１．０］（３．８）－香炉陶器２０

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質初鋳年重量厚さ孔径径銭　名番号

表採新寛永　背元　高津銭　銅１文銭銅１７４１１．９０．１１０．６２．３寛永通寳Ｍ２１

 ＰＬ１４表採古寛永　無背　銅１文銭銅１６３６２．５０．１００．７２．４寛永通寳Ｍ２２

 ＰＬ１４表採新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８２．３０．１１０．５２．４寛永通寳Ｍ２３

 ＰＬ１４表採新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８２．５０．１１０．６２．３寛永通寳Ｍ２４

 ＰＬ１４表採新寛永　無背　銅１文銭銅１６６８１．６０．０９０．７２．２寛永通寳Ｍ２５
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　今回の調査の結果，近世の塚１基，掘立柱建物跡２棟，墓坑３基，土坑３基，時期不明の土坑７基が確認さ

れた。また，調査前には塚の頂部と南裾部に，紀年銘から１７世紀末から１８世紀後葉にかけて建立された石塔が

造立されていた。

『小川町史』及び「ひたち小川の文化」等によると，当遺跡付近は「貝谷の大日堂」と称された真言宗に属

する花館山瑞祥院昌讃寺が存在していた場所とされている。この寺の開基は権大僧都秀海上人で，本尊に大日

如来を祀り名刹であった。１８０７（文化４）年に焼失し，以後再建されたが現在は廃寺となり，本尊の大日如来

像は現在，貝谷共同墓地の入口にある貝谷寮と呼ばれる屋内に安置されている１）。また，地域には秀海上人の

偉業を称える伝承２）があり，その中ではこの地に灰塚が築かれたとされている。

　ここでは，確認された遺構と遺物，造立されていた石塔の性格について述べ，まとめとしたい。

１　確認された遺構と遺物について

　調査区の北部に，塚１基が盛土によって構築されていた。基部は地山面であり，旧表土を掘り込んで整地

した後に土を積み上げている。塚頂部及び裾部には多数の墓石や台座が砕かれた礫片が散在しており，ま

た，塚頂部の封土である第１～３層はローム土を少量含む暗褐色土であり，下層の土とは含有物や土色が若

干異なっている。出土遺物は，塚頂部及び裾部の調査前に石塔が造立されていた付近に集中してみられる。

陶磁器が主体で，器種は碗・皿の他，仏飯器や仏花瓶，香炉が確認されている。時期は１８世紀代のものが主

体で，近代のものも若干混入している。また，塚頂部の東寄りで封土の第８層上面から掘り込まれた第１号

墓坑が確認されており，人骨が出土している。人骨の出土状況をみると，頭骨と顎骨が離れて検出され，ま

た，上腕骨が頭骨より上層で確認されていることから，一度埋葬した後に掘り返し集骨し，再埋葬したもの

とみられる。

　封土の盛土状況と礫片の検出状況及び人骨の出土状況から，塚頂部は構築後に掘り返されており再度盛土

されたものとみられる。あるいは，本来の塚は，墓坑の検出されたレベルを頂部とし，墓坑を構築した後に

現況の高さまで盛土された可能性も考えられる。いずれにしても，発掘調査の結果からは，塚頂部の封土は

動かされているものと判断される。また，聞き取り調査によると，当遺跡の調査区域外には，東部の参道沿

いに塚群が，西部に昭和初期に再建された御堂があったという話が得られた。昭和１９年頃から米軍艦載機の

空襲に備えて防空壕や掩体壕等の施設を構築する際に，塚群や御堂は解体され，建立されていた石塔が本跡

周辺に集められたようである。また，塚頂部は戦後になって地域の青年団によって掘り返されているという

情報も得た。

　調査区の南東部には掘立柱建物跡２棟，南部には人骨と副葬品とみられる擂鉢や六道銭が出土した第３号

墓坑が検出されている。また，第２号掘立柱建物跡の柱穴から出土した灯明皿は１８世紀代のものであり，塚

の出土遺物とほぼ同時期のものであることから，塚との関連性が想定できる。当遺跡周辺が，花館山瑞祥院

昌讃寺の寺領内と想定すれば，検出された遺構は寺社に関連する堂跡や墓坑とみることもできる。

２　造立されていた石塔について

　塚頂部に造立されていた石塔は２基で，元禄元（１６８８）年建立の戒名「権大僧都秀海上人」と刻まれた墓

石，元禄７（１６９４）年建立の「奉讀誦普門品七千貳百巻成就所　秀海上人　重海」と刻まれた讀誦塔である。

第４節　 ま と め
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３　むすび

　今回の調査によって，石川塚は１７世紀末から１８世紀にかけて所在したとされる花館山瑞祥院昌讃寺跡に関

連する遺構である可能性が見出せた。当遺跡の伝承や聞き取り調査をもとにした想定については，推測の域

を超えないが，本跡は地域に伝わる伝承や出土遺物から，長期間にわたって人々の信仰の対象であったこと

がうかがわれる。

註

１）檜山寿夫「貝谷大日堂の今昔」『ひたち小川の文化』第２０号　小川町郷土文化研究会　２０００年４月

２）富塚正一「塚談義」『ひたち小川の文化』第７号　小川町郷土文化研究会　１９８７年４月

参考文献

・小川町史編さん委員会『小川町史　上巻』小川町　１９８２年３月

・小川町史編さん委員会『小川町史　下巻』小川町　１９８８年３月

・玉里村石仏・石神調査団　玉里村立史料館『玉里村の石仏たち　玉里村石仏・石神調査報告書』玉里村教育委員会　２０００年３月

・茨城町史編さん委員会『茨城町の石仏・石塔』茨城町教育委員会　２０００年３月

両石塔に刻まれた僧名「秀海上人」は前述の人物であり，讀誦塔の銘文からは，秀海上人が普門品（法華経

の中の観世音菩薩普門品第二十五）を７２００回唱えたことを顕彰したものとみられる。普門品は観世音菩薩が

衆生の諸難・苦悩を救済することを説く諸宗の読誦経典であることから，「日照りで苦悩する庶民を救済する

ために」秀海上人が普門品を７２００回唱えたという伝承が事実であったことを物語っている。

　裾部南西側には３基の石塔が造立されていた。石塔３は宝永５（１７３８）年建立の「法師源信霊位」と刻ま

れた僧侶の墓石である。石塔４は享保１６（１７３１）年建立で，如意輪観音像があることから十九夜供養塔と考

えられる。石塔５は宝永５（１７０８）年建立の「道保禅定信士」と戒名が刻まれた一般庶民の墓石である。

　裾部南東側にも３基の石塔が造立されていた。石塔６は元禄１３（１７００）年建立の庚申塔で，石塔７は同年

建立の廿三夜供養塔，石塔８は安永４（１７７５）年建立の「淨圓法師」と刻まれた僧侶の墓石である。

　紀年銘からは，江戸時代元禄期のものが４基あり，他は宝永，享保，元文，安永と１７世紀末から１８世紀後

葉にかけて建立されたものである。また，銘文から読み取れる石塔の性格は，僧侶の墓石が３基，一般庶民

の墓石が１基，讀誦塔・庚申塔・十九夜供養塔・廿三夜供養塔が各１基である。

　これら石塔は，時期や性格に違いがみられることから，前述の聞き取り調査の成果と合わせ，戦中・戦後

の開発や開拓によって，周辺にあった石塔が移設されたものとみられる。しかし，塚頂部にあった「秀海上

人」銘のある２基の石塔については，発掘調査の結果から，移設された痕跡はあるが塚が伝承にある「灰塚」

であると想定すれば，塚に伴う石塔の可能性も否定はできない。

確認された石塔の銘文一覧表

出土位置紀年銘銘　文像　容形態種別番号

塚頂部１６８８
正面「梵字」正面右「権大僧都秀海上人」　正面左「元禄元戌辰年十月四
日」

地蔵菩薩舟型墓石石塔１

塚頂部１６９４
正面右「奉讀誦普門品七千貮百巻成就所」　正面左「元禄七甲戌天八月十八
日秀海上人　重海」

大日如来舟型讀誦塔石塔２

塚裾部南東側１７００
正面「奉修庚申二世安穏処」正面右「元禄十三海谷村宮久保村」正面左
「辰七日晦日想旦那」　正面下部に三猿を陽刻

－櫛型庚申塔石塔６

塚裾部南東側１７００
正面「梵字　奉修廾三夜月待供養成弁修」正面右「干時元禄十三年貝谷村」
正面左「庚辰九月廾三日」

－駒型
二十三
夜塔

石塔７

塚裾部南西側１７０８
正面「梵字　道保禅定信士（霊）」　正面右「宝永五年」　正面左「子　九月
廿二日」

－駒型墓石石塔５

塚裾部南西側１７３１正面右「享保十六辛亥天」　正面左「十一月吉日」如意輪観音菩薩舟型石仏石塔４

塚裾部南西側１７３８正面右「法師源心霊位」　正面左「元文三年午二月廿四日」地蔵菩薩舟型墓石石塔３

塚裾部南東側１７７５正面「梵字」 正面右「淨圓法師」　正面左「安永四乙未四月三日」地蔵菩薩舟型墓石石塔８
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　旧百里原海軍飛行場掩体壕群は，小美玉市の東部に位置し，巴川右岸の標高３０�の台地上に立地している。

航空自衛隊百里基地の西側に位置していたとされる旧百里原海軍飛行場の周辺には，半径１．５～２．１�の範囲に

１７基の掩体壕が確認されており（平成１７年８月の小美玉市教育委員会調査による），最盛期には約８０基の掩体壕

があったとされている。今回報告するのは，平成１７年度に調査を行った第１・２号掩体壕，平成１８年度に調査

を行った第３～７号掩体壕の７基についてである。調査面積は平成１７年度が４，６８１�，平成１８年度が９，１２０�で

あり，各掩体壕の調査面積は右表のとおりである。調査前の現況は山林・篠藪である。

　平成１７年度の調査では，掩体壕２基の測量調査のほか掩体部及び外壕部のトレンチ調査を行っている。ま

た，平成１８年度調査では，掩体壕７基のトレンチ試掘及び測量調査を実施

している。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に３箱が出土している。主

な遺物は，金属製品（機銃弾・飛行機関連部品），ガラス製品（電球・ビー

ル瓶），縄文土器（深鉢），石器（磨製石斧）などである。

　Ｎ８ａ７区にテストピットを設定し，深さ２�まで掘り下げて基本土層（第８５図）の観察を行った。土層は８

層に分層でき，観察結果は以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土で，粘性・締まりとも普通である。層厚は３０～４５�である。

　第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層への漸移層で，粘性・締まりとも普通である。層厚は１５～３０�で

ある。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層で，粘性は強く，締ま

りは普通である。層厚は２８～３２�である。

　第４層は，褐色を呈するハードローム層への漸移層で，粘性・

締まりとも強い。層厚は２５～３５�である。

　第５層は，褐色を呈するハードローム層で，粘性・締まりとも

強い。層厚は２６～３０�である。

　第６層は，褐色を呈するハードローム層で，鹿沼パミスを中量

含み，粘性・締まりとも強い。層厚は１５～２２�である。

　第７層は，褐色を呈するハードローム層で，粘性・締まりとも

強い。層厚は５５～６５�である。

　第８層は，浅黄橙色を呈する常総粘土層で，粘性・締まりとも

強い。下層は未掘のため本来の層厚は不明である。

　遺構は第２層上面で確認されている。
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第１節　 調 査 の 概 要

調査面積（�）遺跡名調査年度

１，８８１第１号掩体壕
平成１７年度

２，８００第２号掩体壕

１，９７９第３号掩体壕

平成１８年度

１，３７２第４号掩体壕

２，４４７第５号掩体壕

９４６第６号掩体壕

２，３７６第７号掩体壕

第２節　 基 本 層 序

31.0m

30.0m

29.0m

1

2

3

4
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7

8

AA A

第８５図　基本土層図
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１　近代の遺構と遺物

　旧百里原海軍飛行場は，昭和１３年に筑波海軍航空隊百里原分遣隊が開隊したことに始まる。昭和１４年には

百里原海軍航空隊として独立し，飛行機の操縦訓練が行われた。基地機能が増強されるのは，艦上爆撃機・

艦上攻撃機を増やし，実用機の操縦及び偵察教育を兼任するようになった昭和１８年以後のことである。その

基地施設の多くは，現在の航空自衛隊百里基地の西側に存在していたとされ，正門跡，百里神社，機銃試射

場跡などが現存している。また，滑走路は基地施設の東側に菱形に展開していたようで，その滑走路の外側

に誘導路を介して７２基の掩体壕が所在していたとされる。

　掩体壕とは，主に陸軍・海軍航空基地内やその近辺に作られた飛行機を隠蔽するための格納庫である。そ

の機能から，構築時期は空襲が激しくなる太平洋戦争末期の頃と考えられている。掩体壕には，コンクリー

トもしくは木材でドーム状や切り妻状の蓋を構築した有蓋掩体壕と，格納部の側面と奥面に土塁状の壁を土

盛りして構築し，天井部を造らない無蓋掩体壕の２種類があるが，当遺跡の掩体壕はすべて無蓋掩体壕であ

る。以下，検出された遺構と遺物について記載する。

（１）掩体壕の記載方法

　掩体壕実測図の縮尺は，掩体壕測量図と断面図は２００分の１，土層断面図は１００分の１で掲載した。掩体

壕各部の名称については，特に正式な記録はなく，詳細については不明であるため，本報告では次のよう

に呼称する。飛行機を格納する部分を格納部，その周囲に築かれた土塁状の部分を掩体部，飛行機を出し

入れする部分を開口部とする。開口部を閉塞するように側壁と中央壁から延びた部分がみられる掩体壕も

あり，これを張り出し部とする。また，掩体部外面にみられる溝状の部分は，掩体部を構築する際に土取

りをしたと考えられる部分であり，外壕部と呼称する。また，掩体壕の各部の計測値については，掩体部

の幅と奥行は外法の最大値を，格納部の幅と奥行は内法底面の最大値を計測した。掩体壕の「主軸」は奥

壁から開口部への軸線とし，主軸方向は，座標北からみてどの方向にどれだけ振れているかを角度で示し

た（例Ｎ－１０°－Ｅ）。なお，掩体壕に付属すると考えられる土坑等の遺構が構築されている場合には，掩

体壕の解説の中で項目を設けて紹介する。

第３節　 遺 構 と 遺 物

（２）掩体壕

　当遺跡の掩体壕はすべて無蓋掩体壕であり，飛行機を隠蔽する目的の他，至近弾からの機体の損傷や被

弾した機体からの類焼を避ける程度のものではなかったかと考えられる。１９４７年に米軍が撮影した当遺跡

周辺の航空写真から，掩体壕には平面形状がＣ字形，Ｅ字形の２種類あったことが分かる。Ｃ字形は１機，



－　　－113

旧百里原海軍飛行場掩体壕群

Ｅ字形は中央部に仕切り状の壁があることから２機の飛行機を格納したものと考えられる。以下，個々の

掩体壕について記述する。

第１号掩体壕（第８６・８７図）

位置　調査区Ｍ７ｄ８～Ｍ９ｉ１区，標高３０ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　最大幅５１．１�，奥行２６．１�で，平面形はＥ字形を呈する。主軸方向はＮ－０°で，東西方向に構築

されている。

掩体部　奥壁は上幅０．３～１．４�，下幅６．７～８．９�で，現地表面から頂部までの高さは３．３�である。側壁は上幅

０．６～１．２�，下幅７．２～８．８�で，現地表面から頂部までの高さは３．２�である。中央壁は上幅０．７～１．２�，下幅

７．０～７．４�で，現地表面から頂部までの高さは３．３�である。格納部を囲んで盛土によって構築されており，断

面形は台形状である。

掩体の構築状況　奥壁，東西側壁，中央壁からなり，土層は３４層に分層できる。中央壁と東側壁は旧表土を掘

り込んだ地山面を基底部とし，ローム土を主体とした褐色土・明褐色土・暗褐色土を概ね水平に積み上げて構

築している。上層の第１～１０層はやや締まりのない層であるが，中層から下層の第１１～３４層は堅く締まりがあ

ることから，積み上げた土を平坦に均し，突き固めて構築したものと考えられる。また，奥壁Ｈ土層断面と西

側壁の土層断面から，奥壁Ｈ土層断面では内側，西側壁では外側に，高さ１�ほどの小規模な土留めのための

土堤を築いたあと，反対側から盛土を行い土堤上面まで積み上げた後，水平に盛土をしている状況がみられる。

格納部　２か所。東側格納部は幅１４．２�，奥行１５．０�の方形を呈し，面積２１３．０�である。開口部幅は左側壁の

内面が崩落しているが１４．０�ほどである。開口部方向はＮ－０°である。西側格納部は幅１４．３�，奥行１５．３�

の方形を呈し，面積２１８．８�である。開口部幅は１４．５�で，開口部方向はＮ－０°である。両格納部とも，底面

はほぼ平坦で，旧表土を地山面まで削った後に，黒褐色土の第１層を埋土し，平坦に突き固めて整地されてい

る。開口部付近は特に硬化が著しい。開口部北側の調査区外に，東西方向に延びる誘導路が構築されていたこ

とが，米軍撮影の航空写真から判明している。

外壕部　掩体部の奥壁外の等高線に，現地表面から２０～９０�低く窪地状になった地形が３か所みられる。この

部分の土を掘削し，掩体部に積み上げていったものと考えられる。

土層解説（各トレンチ共通）
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ローム焼土少量，ローム中ブロック微量
４  褐 色 ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒

子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子中量（締まり普通）
６  褐 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック微量
７  暗 褐 色 ローム粒子少量
８  褐 色 ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
９  褐　 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
１０  褐 色 ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
１１  明 褐 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム

大ブロック微量
１２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３  褐　 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
１４  褐 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム

大ブロック少量
１５  明 褐 色 ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス

少量
１６  明 褐 色 ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量
１７  褐　 色 ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

１８  褐 色 ローム粒子中量
１９  褐 色 ローム大ブロック・粒子多量，ローム中ブロック

中量
２０  褐 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
２１  褐 色 ローム粒子多量
２２  明 褐 色 ローム大ブロック多量，ローム中ブロック・粒子

中量
２３  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量
２４  明 褐 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム

大ブロック少量
２５  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
２６  褐 色 ローム粒子多量，ローム大ブロック中量
２７  明 褐 色 ローム中ブロック・粒子多量，ローム大ブロック

中量
２８  褐 色 ローム中ブロック・粒子多量，ローム大ブロック

少量
２９  明 褐 色 ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量
３０  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・粘土粒子微量
３１  褐 色 ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
３２  暗 褐 色 ローム粒子中量（締まり強い）
３３  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３４  褐 色 ローム小ブロック中量
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土坑　東側格納部の奥壁際に土坑１基が検出されている。規模は長軸０．８４�，短軸０．８０�の方形で，深さは２０�

である。底面は平坦で，強く硬化していることから，重量のあるものが据えられていた可能性がある。土坑の

覆土中から金属部品が出土しており，格納部にあった飛行機関連の部品類が埋められていたものと考えられる。

横穴　掩体部の東側壁外面に構築土を掘り込んだトンネル状の横穴が２か所検出された。横穴１の全長は７．８１

�で，平面形はＬ字状である。上幅０．８８～１．２０�，下幅０．６８�，底面から天井部までの高さは１４０～１６０�で，

断面形は長方形を呈している。出入口部は，長径３．２２�，短径２．６７�で，平面形は楕円形を呈し，現地表面か

ら深さ１３０�まで階段状に掘り込まれている。出入口部から北西方向へ５．００�ほど直線状に掘り込まれ，Ｍ８ｈ９

区で北東方向に屈曲し，２．００�ほどで奥壁となっている。奥壁部には構築時の工具痕がみとめられる。

　横穴２の全長は７．００�で，平面形はＬ字状である。上幅１．４４�，下幅０．５６～０．８８�，底面から天井部までの

高さは１６０�で，断面形は長方形を呈している。出入口部は，長径４．１４�，短径３．２７�で平面形は楕円形を呈

し，現地表面から深さ１２０�まで階段状に掘り込まれている。出入口部から北西方向へ４．６０�直線状に掘り込

まれており，Ｍ８ｈ０区で南西方向に屈曲し，１．００�ほどで奥壁となっている。防災上の理由から完掘していな

い部分があるため明確ではないが，規模や形状から防空壕跡の可能性がある。

遺物出土状況　東側格納部から金属片１点，西側格納部から金属片２点，横穴１から金属片１３点，土坑から金

属部品２５点（釘１，ボルト２，鉄製部品１８点，銅線２，アルミニウム部品２点），プラスチック部品２点，電

球１点が出土している。Ｍ１・Ｍ２，Ｇ１は土坑内から出土しており，飛行機関連の部品とみられる。

所見　平面形がＥ字形であることから，２機の飛行機を格納したものである。構築状況から，掩体部及び格納

部は，基底部を整地した後に造られているとみられる。

第８６図　第１号掩体壕内第１号土坑・出土遺物実測図

M2

G1

M2

M1

G1

N8h7

M1

1m0

5cm0

3cm0



－　115・116－

旧百里原海軍飛行場掩体壕群

31.0

31.0

34.0m

35.0m
A

A

B

C C

A

A

C

C

M8f1

32.0

32.0

E

B

A

B

10
11

12
1314

1

1

2

2

3 4
5 67

8
9

1

DD

E
E

F

G

G

A

B

F

G H

G

H

D D

E H

33.0

33.0

SK1

30.0

N8a1

K

NM

L

I

J

F

F

K

N M

L

I

J

K

N

M

L

I

J

K

NM

L

I

J

N9a1

H

16
17 1819 20

20

21

22

23

24

25

26
27

2829

30

31

32

33

34

28

1617

10
11

13

14

3

5

67
78

1

16
17

19

23 24
25

28

2931

33

34

28

16
17

31 30
3225

26

26

15

8
7

29

2930
31

24

33
32

2421

14

12 12

1

1

1

2

10

10

11

5

34

8

33
33

32

13
1323

5

6

25

36

1

1

2

4

18

20
20

22

27

1011

5

34

87

30

33

32

3

6

1313

34

12

12 23

30.6m

1

5m0

10m0

2m0

第８７図　第１号掩体壕，第１・２号横穴実測図



－　　－117

旧百里原海軍飛行場掩体壕群

第２号掩体壕（第８８図）

位置　調査区Ｒ１０ｆ１～Ｓ１１ｊ６区，標高３０ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　最大幅５０．５�，奥行２３．０�で，平面形はＥ字形である。主軸方向はＮ－３５°－Ｅで，北西から南東

方向に構築されている。

掩体部　格納部を囲んで盛土によって構築されている。奥壁は上幅０．８～１．８�，下幅７．５～８．５�で，高さは３．２

�である。断面形は台形で，内・外法面は斜度４０度で盛土されている。側壁は上幅１．５～２．３�，下幅７．０～９．２

�で，高さは３．１�である。断面形は台形で，内・外法面は斜度３５～４０度で盛土されている。東・西側壁の北

端は，開口部方向に屈曲しており，側壁内面から３．０�ほど張り出している。この張り出し部は，開口部底面か

ら側壁高１．７５�までスロープ状に構築されている。中央壁は上幅０．５～１．５�，下幅７．２～８．２�で，現地表面か

ら頂部までの高さは２．９�である。断面形は台形で，内・外法面は斜度４０度で盛土されている。中央壁の北端

は，翼状に左右とも３．５�ずつ張り出している。この張り出し部は，開口部底面から側壁高１．２５�までスロープ

状に構築されている。

掩体の構築状況　奥壁，東西側壁，中央壁からなり，土層は５４層に分層できる。各壁は，旧表土と考えられる

黒褐色土の第２９層を平坦に均して基底部とし，その上にローム土を主体とした褐色土・明褐色土・暗褐色土を

概ね水平に積み上げて構築している。上層の第１～１２層はやや締まりのない層であるが，中層から下層の第１３

～５４層は締まりが強いことから，積み上げた土を突き固めて構築したものと考えられる。第５５～８４層は，各壁

の端部にみられる張り出し部の土層であり，締まりが弱く，旧表土に近い暗褐色土，黒褐色土を主体として構

築されていることから，掩体部を構築した後に，周辺の土を盛土して造ったものと考えられる。

土層解説（各トレンチ共通）
１  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク中量（締まり弱い）
２  褐 色 ローム中・小ブロック・粒子多量，ローム大ブロッ

ク中量
３  明 褐 色 ローム大・中・小ブロック・粒子多量
４  褐 色 ローム中・小ブロック・粒子多量，ローム大ブロッ

ク中量，炭化粒子微量
５  明 褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク中量（締まり弱い）
６  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック

中量，ローム大ブロック少量
７  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク中量（締まり普通）
８  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク少量（締まり普通）
９  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量
１０  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック

少量
１１  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量（締

まり弱い）
１２  褐 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大・中ブロック少量（締まり弱い）

１３  褐　 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

１４  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ
ク少量，炭化粒子微量

１５  明 褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ
ク中量（締まり普通）

１６  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量
１７  褐　 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大・中ブロック少量（締まり普通）
１８  明 褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック

中量，ローム大ブロック少量
１９  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量（締まり弱い）
２０  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭

化粒子微量
２１  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量，ローム大ブロッ

ク微量
２２  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量（締まり普通）
２３  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量
２４  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量　（締

まり強い）
２５  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク中量（締まり強い）

第１号掩体壕出土遺物観察表（第８６図）

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量ネジ山径軸径長さ種　別番号

 ＰＬ２０東格納部内ＳＫ
覆土上層断面円形　先端部にネジ山鉄（１１３．０）０．８１．２（３５．４）ボルトＭ１

 ＰＬ２０東格納部内ＳＫ
覆土上層頭部六角形　軸部断面円形　先端部にネジ山鉄（４４．９）０．６０．６（１９．２）ボルトＭ２

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量口金径ガラス
球径長さ種　別番号

 ＰＬ２０東格納部内ＳＫ
覆土上層口金部の縦断面は長方形　下端に突起２か所ガラス・真鍮４．８１．５２．５４．０電球Ｇ１
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格納部　２か所。東側格納部は幅１４．０�，奥行１５．５ｍの方形で，面積２１７．０�である。開口部は，東側壁と中央

壁の端部から開口部を閉じるように内側に向かう張り出し部によって狭められている。そのため，開口部幅は

７．５�と格納部幅の約半分になっている。主軸方向はＮ－３５°－Ｅで，北東方向に向いて開口している。西側格

納部は幅１３．０�，奥行１５．０�の方形を呈し，面積１９５．０�である。開口部は東側格納部と同様に狭められてお

り，開口部幅は６．２�で，主軸方向はＮ－３５°－Ｅである。両格納部とも，床面はほぼ平坦で，旧表土を地山面

まで削った後に，黒褐色土の第８５～８９層を埋土して平坦に突き固めて整地されており，著しく硬化している。

開口部北東側の調査区外に，北西から南東方向に誘導路が構築されていたことが，米軍撮影の航空写真から確

認できる。

２６  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック
少量

２７  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量（締まり強い）
２８  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量（締まり弱い）
２９  黒 褐 色 ローム粒子少量（締まり強い）
３０  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量（締まり強い）
３１  褐 色 ローム小ブロック・粒子中量
３２  褐 色 ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子・

鹿沼パミス中量，ローム大ブロック少量
３３  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子・鹿沼パミス少量
３４  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量（締まり普通）
３５  暗 褐 色 ローム粒子少量
３６  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク少量（締まり弱い）
３７  褐 色 ローム中・小ブロック・粒子中量，ローム大ブロッ

ク微量
３８  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子中量
３９  褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム大・中ブロッ

ク微量
４０  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック

少量，ローム大ブロック微量
４１  褐 色 ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

大・中ブロック微量
４２  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量（締まり強い）
４３  褐 色 ローム大・中・小ブロック多量，ローム粒子中量
４４  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ

ク微量　
４５  褐 色 ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム

中ブロック微量
４６  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
４７  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック

微量
４８  褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック

微量
４９  黒 褐 色 ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子

微量
５０  暗 褐 色 ローム小ブロック少量，ローム大・中ブロック・

粒子微量
５１  暗 褐 色 ローム粒子微量（締まり弱い）

５２  褐 色 ローム小ブロック・粒子少量
５３  暗 褐 色 ローム粒子微量（締まり強い）
５４  黒 褐 色 ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量　
５５  褐 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
５６  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量（締まり弱い）
５７  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック

微量
５８  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量
５９  黒 褐 色 ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
６０  褐 色 ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
６１  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
６２  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
６３  褐　 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
６４  黒 褐 色 ローム小ブロック少量
６５  黒 褐 色 ローム粒子少量（締まり弱い）
６６  暗 褐 色 ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
６７  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量
６８  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック

微量
６９  黒 褐 色 ローム粒子微量
７０  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量
７１  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子微量
７２  黒 褐 色 ローム大・中・小ブロック・粒子微量
７３  黒 褐 色 ローム小ブロック微量
７４  黒 褐 色 ローム粒子少量，ローム中ブロック微量（しまり

強い）
７５  黒 褐 色 ローム中・小ブロック少量，ローム粒子微量
７６  暗 褐 色 ローム中ブロック・粒子微量
７７  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック

微量
７８  褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量
７９  黒 褐 色 ローム粒子少量，ローム中ブロック微量（しまり

弱い）
８０  褐 色 ローム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック

少量，ローム大ブロック微量
８１  暗 褐 色 ローム粒子少量，ローム大・中・小ブロック微量
８２  黒 褐 色 ローム大ブロック・粒子微量
８３  黒 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子微量
８４  黒 褐 色 ローム粒子少量，ローム大・小ブロック微量

外壕部　全長８３．０�，上幅０．７０～１．２５�，下幅０．２５～０．７５�で，掩体部の外周に沿って溝状に巡っている。深

さは５０～８０�，底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。この部分の土を掘削し，掩体部に積み上げて

いったものと考えられる。

土層解説
８５  黒 褐 色 ローム小ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量（締

まり特に強い）　　
８６  黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量

８７  黒 褐 色 ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブ
ロック・粒子少量　

８８  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
８９  黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
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第８８図　第２号掩体壕・出土遺物実測図
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遺物出土状況　機銃弾３点，鉄製品１５点（ボルト２，部品ヵ１３），アルミ製品２４点（部品ヵ），ガラス製品４点

（電球２，不明２），プラスチック片２点，ゴム片２点が出土している。その他，掩体部の構築土から縄文土器

片６点，瓦１点も出土している。Ｍ３～Ｍ５は西側格納部の中央部底面から出土しており，飛行機関連の部品

とみられる。Ｍ６～Ｍ８は，米軍の戦闘機から発射された１２．７�機銃弾である。Ｍ６・Ｍ７は中央壁北側のＲ

１０ｉ９～Ｒ１０ｉ０区から，Ｍ８は西側格納部の南コーナー部底面から出土しており，米軍の機銃掃射を受けた際の

ものである。

所見　平面形がＥ字形であることから，２機の飛行機を格納したものである。構築状況から，掩体部及び格納

部は，基底部を整地した後に造られたものとみられる。米軍機動部隊による百里原飛行場への爆撃は昭和２０年

２月１６日が最初で，これ以降たびたび米軍の攻撃を受けるようになったことから，本跡付近が攻撃を受けた時

期は，終戦直前と考えられる。

第３号掩体壕（第８９図）

位置　調査区Ｓ１２ｈ５～Ｕ１４ｂ１区，標高３０�の台地平坦部に位置している。

確認状況　西半部は遺存しているが，東半部の奥壁・側壁と中央壁は削平されている。

規模と形状　遺存する掩体部の最大幅は２８．２�，奥行２３．０�で，平面形はＥ字形である。主軸方向はＮ－３７°

－Ｗで，東西方向に構築されている。

掩体部　奥壁は西半部だけが遺存しており，上幅０．５～１．０�，下幅７．１～８．７�，高さは３．１�である。断面形は

逆Ｕ字形で，内・外法面は斜度４０～５０度で盛土されている。西側壁は上幅０．７～１．５�，下幅６．９～７．０�で，高

さは３．３�である。断面形は山形で，内・外法面は斜度４０度で盛土されている。西側壁の北端は，開口部方向

に屈曲しており，側壁内面から４．０�ほど張り出している。この張り出し部は，開口部底面から側壁高１．３２�ま

でスロープ状に構築されている。中央壁は，北端西側の張り出し部の一部が幅５．０ｍ，高さ１．０�ほど遺存して

いるだけである。

掩体の構築状況　確認できた奥壁と西側壁は，旧表土である黒褐色土の第３層を基底部とし，ローム土を主体

とした褐色土・暗褐色土を積み上げて構築している。掩体部の外面には幅２．０～２．５�の犬走り状のテラス面が

みられ，調査開始時には掩体部の土留めのための有段構築が想定された。トレンチ調査の結果，テラス面の土

は表土であり，その直下には旧表土が確認されたことから，意識的な有段構築ではなく，外壕部から若干の間

隔を空けて掩体部を構築した痕跡であり，構築時の土取り作業や構築土の運搬作業の足場として使用された部

分と考えられる。

第２号掩体壕出土遺物観察表（第８８図）

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量孔径幅（径）長さ種　別番号

 ＰＬ２０西側格納部底面頂部に径２�の孔有り　４脚のボルト止め　アルミ片付着鉄２１０．０２．０７．３７．９部品Ｍ３

 ＰＬ２０西側格納部底面頭部に孔有り　フック状の張り出し部鉄（４７．１）０．５３．０（６．９）部品Ｍ４

 ＰＬ２０西側格納部底面断面円形　中空　端部にゴムの滑り止めを嵌め込んでいる鉄・ゴム（６１．６）２．５２．４（１５．０）部品Ｍ５

備　　考出土位置特　　　　　徴材質重量口径（�）全長（�）種　別番号

 ＰＬ２０Ｒ１０ｉ０１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に１条のくぼみ
後端部のくぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾真鍮・鉛４１．６１２．７５８．０機銃弾Ｍ６

 ＰＬ２０Ｒ１０ｉ９１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に１条のくぼみ
後端部のくぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾真鍮・鉛４１．３１２．７５８．０機銃弾Ｍ７

 ＰＬ２０西側格納部底面１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に２条のくぼみ
後端部のくぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾真鍮・鉛３９．７１２．７６０．０機銃弾Ｍ８
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格納部　２か所。西側格納部は幅１１．４�，奥行１５．０�の方形で，面積１７１．０�である。開口部は，西側壁と中央

壁の端部から開口部を閉じるように内側に向かう張り出し部によって狭められている。そのため，開口部幅は

５．５�と格納部幅の約半分になっている。主軸方向はＮ－３７°－Ｗで，北西方向に向いて開口している。格納部

の底面はほぼ平坦で，旧表土である黒褐色土の第６層を基底部とし，第１～５層を充填して突き固められてい

る。特に西側格納庫の開口部付近は強く硬化しており，飛行機の搬出入のために強く填圧したものと想定され

る。第７層は東側壁の構築土，第８～１０層は中央壁の構築土がそれぞれ遺存したものである。第１１・１２層は外

壕部に崩落した東側壁の構築土である。調査区域外に，開口部から続いて北西方向に延びる誘導路が構築され

ていたことが，米軍撮影の航空写真から確認できる。

外壕部　全長１０１．３�，上幅９．３～１１．２�，下幅３．５～４．９�で，掩体部の外周に沿って溝状に巡っている。深さ

は１２０～１３０�，底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。この部分の土を掘削して，掩体部に土を積み

上げていったものと考えられる。Ｃトレンチの調査から，本跡の廃絶後，掩体部の盛土を崩して外壕部を整地

したものとみられる。

遺物出土状況　機銃弾３点が出土している。その他，構築土中に混入した縄文土器片４１点（前期２，中期３９），

陶器片１点（蓋），石器１点（磨製石斧）も出土している。Ｍ９～Ｍ１１は米軍の１２．７�機銃弾である。Ｍ９・Ｍ

１１は西側格納部に設定したＢ・Ｅトレンチ内，Ｍ１０は外壕部西側に設定したＡトレンチ内からそれぞれ出土し

ており，米軍の機銃掃射を受けた際のものと考えられる。

所見　平面形がＥ字形であることから、２機の飛行機を格納したものである。構築状況から，掩体部は旧表土

の上に，外壕部から土取りしたローム土を積み上げて構築したものとみられる。また，格納部は，旧表土に盛

土した後，平坦に均して突き固め，整地したものと考えられる。出土遺物から，第２号掩体壕と同時期に攻撃

を受けたものと考えられる。

土層解説（Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’，Ｅ－Ｅ’共通）
１  暗 褐 色 ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ロー

ム大ブロック微量（締まり強い）
２  黒 褐 色 ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子・

炭化粒子微量
３  褐 色 ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック

中量，ローム大ブロック少量
４  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子中量
５  黒 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子・焼土粒子微量
６  黒 褐 色 ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量（締

まり普通）旧表土

７  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック
中量，ローム大ブロック少量

８  暗 褐 色 ローム中・小ブロック・粒子少量，ローム大ブロッ
ク微量

９  暗 褐 色 ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

１０  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック
少量

１１  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロッ
ク中量

１２  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

土層解説（Ａ－Ａ’，Ｄ－Ｄ’共通）
１  褐 色 ロームブロック中量（締まり強い）
２  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ブ

ロック大ブロック微量（締まり強い）
３  黒 褐 色 ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量(締

まり普通）旧表土

４  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量(外壕部覆土）
５  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック

少量(外壕部覆土）
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第４号掩体壕（第９０図）

位置　調査区Ｋ１２ｇ１～Ｌ１２ｇ０区，標高３０�の台地平坦部に位置している。

確認状況　遺存状況は悪く，東・南半部は削平されており，西側格納部の北部と奥壁，外壕部の一部だけが確

認されている。

規模と形状　遺存する掩体部の最大幅は２７．０�，奥行１８．０�である。米軍撮影の航空写真から，平面形はＥ字

形であったことが確認できる。主軸方向はＮ－１８０°で，東西方向に構築されている。

掩体部　奥壁は西半部だけが遺存しており，上幅０．４～０．５�，下幅５．０～７．５�，高さは３．０�である。断面形は

山形で，内法面は斜度３５度，外法面は斜度５０度で盛土されている。西側壁は上幅１．２～１．５�，下幅６．２～８．５�

で，高さは２．８�である。断面形は山形で，内・外法面は斜度４０度で盛土されている。断面図から，外壕部の

上端と掩体部の基部との間に，幅２．０～２．５�の犬走り状のテラス面がみられるが，第３号掩体壕と同様に，外

壕部から若干の間隔を空けて掩体部を構築した痕跡であり，構築時の土取りや運搬作業の足場として使用した

ものと想定される。

格納部　航空写真から２か所あったことが確認できるが，東側格納部は湮滅している。西側格納部は北半部だ

けが遺存しており，幅１４．０�，確認できた奥行は１０．５�で，平面形は方形と推測できる。南半部は湮滅してお

り，開口部も確認できなかったが，主軸方向はＮ－１８０°で南方向に向いて開口していたものとみられる。格納

部の底面はほぼ平坦で，硬化している。南側の調査区外に，東西方向に誘導路が構築されていたことが，米軍

撮影の航空写真から確認できる。

外壕部　全長５５．５�，上幅６．５～１１．６�，下幅２．０～７．０�で掩体部の外周に沿って，溝状に巡っている。深さは

９０～１３０�，底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。この部分の土を掘削して，掩体部に土を積み上げ

ていったものと考えられる。

所見　平面形がＥ字形であることから，２機の飛行機を格納したものである。

第３号掩体壕出土遺物観察表（第８９図）

備　　考出土位置文　様　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種　別番号

 ＰＬ２０Ｄトレンチ内口唇部２条の刻目列　単節縄文ＲＬを縦方
向に施文普通にぶい橙長石・石英・雲母・赤色粒子深鉢縄文土器ＴＰ１

 ＰＬ２０Ｅトレンチ内沈線による渦巻文と区画文　区画内は単
節縄文ＲＬを横方向に施文　普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２

 ＰＬ２０Ｂトレンチ内輪積に沿って刻目列普通明褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重量口径（�）全長（�）種　別番号

 ＰＬ２０Ｅトレンチ内１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に２条のくぼ
み　後端部のくぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾真鍮・鉛４１．６１２．７５９．０機銃弾Ｍ９

 ＰＬ２０Ａトレンチ内１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に１条のくぼ
み　後端部のくぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾真鍮・鉛４１．３１２．７５９．０機銃弾Ｍ１０

 ＰＬ２０Ｂトレンチ内
１２．７�機銃弾　８条右転のライフルマーク　胴中央部に２条のくぼ
み　胴中央部から先端部の真鍮の覆いが剥がれている　後端部のく
ぼみに白い粉状の物質が付着　曳光弾

真鍮・鉛（２９．８）１２．７（４３．０）機銃弾Ｍ１１

備　　考出土位置特　　　　　徴材　質重　量厚さ幅長さ種　別番号

Ｅトレンチ内基部欠損　全面を丁寧に研磨　刃部にわずかな刃こ
ぼれ凝灰岩（１５．５）（１．４）３．７（２．９）磨製石斧Ｑ１
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第９０図　第４号掩体壕実測図

第５号掩体壕（第９１図）

位置　調査区Ｊ１５ｊ０～Ｋ１７ｊ６区，標高３０�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　最大幅５０．２�，奥行２３．６�で，平面形はＥ字形である。主軸方向はＮ－２５°－Ｗで，東西方向に構

築されている。

掩体部　奥壁は上幅０．３～１．１�，下幅６．６～７．７�，高さは３．１�である。断面形は山形で，内・外法面は斜度４０
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度で盛土されている。側壁は上幅０．８～２．１�，下幅７．１～９．０�で，高さは３．０～３．１�である。断面形は山形で，

内・外法面は斜度４０度で盛土されている。側壁の北端は，開口部方向に屈曲しており，側壁内面から４．５～５．０

�ほど張り出している。この張り出し部は，開口部底面から側壁高１．０～１．２�までスロープ状に構築されてい

る。中央壁は，上幅０．７～１．５�，下幅７．０～７．４�で，高さは３．１�である。断面形は山形で，内・外法面は斜

度３５～４０度で盛土されている。中央壁の北端は，翼状に左右とも５．０�ずつ張り出している。この張り出し部

は，開口部底面から側壁高１．２３�までスロープ状に構築されている。

掩体の構築状況　旧表土である黒褐色土の第２層を基底部とし，ローム土を主体とした褐色土を積み上げて構

築している。各壁端部にみられる張り出し部は，黒褐色土を主体として盛土されている。等高線をみると，各

壁端部の前面に長径３．５～５．８�，短径１．５～２．４�の楕円形を呈する，深さ５０�ほどの窪みが確認できることか

ら，張り出し部はこの窪みから採取した土を盛土したものとみられる。

土層解説（Ａ－Ａ’）
１  褐 色 ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量（締

まり強い）
２  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子微量（締まり普通）

格納部　２か所。東側格納部は幅１４．５�，奥行１５．５�の方形で，面積２２４．８�である。開口部は，東側壁と中央

壁の端部から開口部を閉じるように内側に向かう張り出し部によって狭められている。そのため，開口部幅は

６．６�と格納部幅の約半分になっている。主軸方向はＮ－２５°－Ｗで，北西方向に向いて開口している。

　西側格納部は幅１３．４�，奥行１５．５�の方形で，面積２０７．７�である。開口部は東側格納部と同様に狭められて

おり，開口部幅は５．５�で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。両格納部とも，床面はほぼ平坦で，硬化している。

東側格納部の開口部に設定したＢトレンチの土層断面から，開口部付近にはローム土と黒褐色土を交互に突き

固めた様相がみられる。また，西半部には砕石を敷設し，開口部付近の補修を行った痕跡がみられる。開口部

北西側の調査区域外に，北東から南西方向に誘導路が構築されていたことが，米軍撮影の航空写真から確認で

きる。

土層解説（Ｂ－Ｂ'）
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，ローム小ブロック・砕石微量　
２  褐 色 ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック

中量
３  暗 褐 色 ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
４  暗 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック

微量
５  褐 色 ローム中・小ブロック中量，ローム粒子・砕石少量
６  暗 褐 色 ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子・

砕石少量，ローム大ブロック微量

７  褐 色 ローム大・中・小ブロック・粒子中量
８  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子微量
９  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子少量
１０  暗 褐 色 ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量
１１  黒 褐 色 ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
１２  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子微量（締まり普通）
１３  黒 褐 色 ローム小ブロック・粒子微量（締まり強い）
１４  褐 色 ローム中・小ブロック・粒子中量

外壕部　確認できた範囲では，全長９２．８�，上幅１０．０～１８．２�，下幅５．５～１４．３�で，掩体部の外周に沿って

溝状に巡っている。深さは１３０�，底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。この部分の土を掘削して，

掩体部に土を積み上げていったものと考えられる。Ａトレンチの調査で，外壕部の覆土の大半が掩体部の構築

土と同じ褐色のローム土であることが確認されており，本跡の廃絶後，掩体部の盛土を崩して外壕部を整地し

たものとみられる。

遺物出土状況　鉄製品１点（不明），ガラス製品１点（ビール瓶）が出土している。その他，構築土中に混入

した縄文土器片１点（中期），石器１点（磨製石斧）も出土している。Ｇ２は，外壕部の表土から出土している。

所見　平面形がＥ字形であることから，２機の飛行機を格納したものである。盛土の状況から，掩体部は旧表

土の上に，外壕部から土取りしたローム土を積み上げて構築したものとみられる。各壁が完成した後，開口部

付近の土を採取し，各壁端部の張り出し部を構築したものと考えられる。また，格納部の開口部付近にみられ

る砕石の敷設は，飛行機搬出入のためにできた轍の補修痕と想定することもできるが，明確ではない。外壕部
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の表土から出土したビール瓶下端の刻印には，右から横書きで「大日本麦酒株式会社製造」とある。同社は，

１９０６年から１９４９年にかけて操業しており，本跡の構築時期は同社の晩年にあたることから，本跡に伴う遺物と

捉えた。

第６号掩体壕（第９２図）

位置　調査区Ｇ１７ｅ３～Ｈ１７ｆ０区，標高３０�の台地平坦部に位置している。

確認状況　遺存状況は悪く，東半部は削平されており，掩体部の奥壁と外壕部の一部だけが確認されている。

規模と形状　遺存する掩体部の最大幅は２６．５�，奥行７．４�である。米軍撮影の航空写真から，平面形はＣ字形

であったことが確認できる。主軸方向はＮ－９０°－Ｅで，南北方向に構築されている。

掩体部　奥壁の一部だけが遺存しており，上幅０．６～１．２�，下幅７．０～７．８�，高さは２．８�である。断面形は山

形で，内・外法面は斜度４０度で盛土されている。

格納部　航空写真からは，格納部１か所で東方向に向いて開口していたことが確認できるが，格納部は湮滅し

ている。東側の調査区域外に，南北方向に半円状に屈曲する誘導路が構築されていたことが，米軍撮影の航空

写真から確認できる。

外壕部　確認できた範囲では，全長５５．０�で，中州状に掘り残し部分があり，二重の溝が掩体部の外周に沿っ

て巡っている。内側の溝状部は上幅１．５～５．５�，下幅１．０～６．０�，深さは５０�である。外側の溝状部は上幅２．０

～４．０�，下幅０．７～１．０�，深さは４０�である。Ｈ１７ｃ７～Ｈ１７ｅ８区にかけては，内外の区別なく掘り込まれてお

り，上幅１１．０～１３．０�，下幅１０．５～１２．５�，深さは３７�である。外壕部の底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上

がっている。外壕部を区画する中州状の掘り残し部分の土は，薄い表土を除去するとすぐにローム土の地山が

確認されていることから，本跡の構築時に掘り残された部分であると判断した。土取りの際に，土砂運搬用の

足場として使用されたものとも想定できるが，明確ではない。

所見　平面形がＣ字形であることから，飛行機１機を格納したものである。

第５号掩体壕出土遺物観察表（第９１図）

備　考出土位置特　　　　　徴材　質色調底径器高口径種　別番号

ＰＬ２０外壕部表採
大日本ビール　口部まで合わせ目　肩部に「登録商標」とロゴマー
クの陽刻　ヒールに右から横書きで「大日本麦酒株式会社製造」
の陽刻　底部に「☆」の陽刻　ガラス内に気泡

ガラス淡青６．５２２．５２．５ビール瓶Ｇ２

備　考出土位置特　　　　　徴材　質重量厚さ幅長さ種　別番号

ＰＬ２０外壕部表採基部欠損　全面を丁寧に研磨　刃部にわずかな刃こぼれ凝灰岩（１１１．７）２．５５．１（６．２）磨製石斧Ｑ２
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第７号掩体壕（第９３図）

位置　調査区Ｋ１９ｅ２～Ｋ２０ｅ８区，標高３０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況　遺存状況は概ね良好であるが，西側壁の北端部と中央壁の西側張り出し部，西側格納部の開口部付

近は削平されている。また，外壕部の東・西の北端部は埋め戻されている。

規模と形状　最大幅５０．４�，奥行２３．０�で，平面形はＥ字形である。主軸方向はＮ－２８°－Ｅで，東西方向に構

築されている。

掩体部　奥壁は上幅０．７～１．０�，下幅７．５～７．９�，高さは２．９�である。断面形は山形で，内・外法面は斜度４０

度で盛土されている。側壁は上幅０．４～０．９�，下幅６．８～７．０�で，高さは３．３�である。断面形は山形で，内・

外法面は斜度３８～４０度で盛土されている。側壁の北端は，開口部方向に屈曲しており，側壁内面から４．０�ほど

張り出している。この張り出し部は，開口部底面から側壁高１．４５�までスロープ状に構築されている。中央壁

は，上幅０．６～０．９�，下幅８．０～８．３�で，高さは２．８�である。断面形は山形で，内・外法面は斜度３２～４０度で

盛土されている。中央壁の北端は，翼状に左右とも４．０�ずつ張り出している。この張り出し部は，開口部底面

から側壁高１．４５�までスロープ状に構築されている。

格納部　２か所。東側格納部は幅１４．２�，奥行１５．０�の方形で，面積２１３．０�である。開口部は，東側壁と中央

壁の端部から開口部を閉じるように内側に向かう張り出し部によって狭められている。そのため，開口部幅は

８．４�と狭くなっている。主軸方向はＮ－２８°－Ｅで，北東方向に向いて開口している。西側格納部は，開口部

付近が削平されており，幅１３．２�，奥行１５．０�だけが確認されている。平面形は方形と推測できる。開口部は

東側格納部と同様に狭められていたとみられるが，開口部付近が削平されているため明確ではない。両格納部

とも，床面はほぼ平坦で，硬化している。開口部北東側の調査区域外に，北西から南東方向に半円状に屈曲す

る誘導路が構築されていたことが，米軍撮影の航空写真から確認できる。

外壕部　東・西の北端部は埋め戻されているため，確認できた全長は９０．０�である。上幅６．４～９．５�，下幅０．５

～４．４�で掩体部の外周に沿って，溝状に巡っている。深さは１５０～１７０�，底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上

がっている。この部分の土を掘削して，掩体部に土を積み上げていったものと考えられる。本跡の外壕部は，

他に比べて，上幅が狭く，掘り込みが深い。１９４７年撮影の航空写真を見ると，外壕部の背後に林が存在してお

り，そのため外壕部の幅が確保できず，その分深く掘って掩体部の構築土を確保したものと想定される。また，

等高線に，掩体部奥壁の外側に２か所，外壕部の底面に向かってスロープ状の張り出し部がみられる。この張

り出し部は，深い底面の土を運び上げるために掘り残されたスロープと考えられる。

所見　平面形がＥ字形であることから，２機の飛行機を格納したものである。外壕部が，他の掩体壕に比べ

て，上幅が狭く，深く掘られているのは，背後に林を負う地形上の制約を受けたためと考えられる。

　掩体部の盛土確保のため，深く掘る必要があり，２か所の土砂運搬用のスロープを構築して作業効率を上げ

たものと考えられる。
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備　考
重複関係
（古→新）

主な
出土遺物

外　　壕　　部格　　納　　部掩　　　体　　　部
主軸方向位置番号

断面形深さ
（�）下幅上幅長さ張出部開口部幅面積

（�）幅×奥行断面形高さ下幅上幅幅×奥行平面形

横穴１・２，
SK１を検出

金属部品
電球－－－－－

無し［１７．５］２１３．０１４．２
 ×１５．０

台形３．３６．７
 ～８．９

奥壁
０．３～１．４

５１．１
 ×２６．１Ｅ字形Ｎ－０°

Ｍ７ｄ８
～
Ｍ９ｉ１

１ 台形３．２７．２
 ～８．８

側壁
０．６～１．２

無し１４．５２１８．８１４．３
 ×１５．３台形３．３７．０

 ～７．４
中央壁
０．７～１．２

金属部品
機銃弾皿状５０

 ～８０
０．２５
 ～０．７５

０．７
 ～１．２５（８３．０）

有り（７．５）２１７．０１４．０
 ×１５．５

台形３．２７．５
 ～８．５

奥壁
０．８～１．８

５０．５
 ×２３．０Ｅ字形Ｎ－３５°－Ｅ

Ｒ１０ｆ１
～
Ｓ１１ｊ６

２ 台形３．１７．０
 ～９．２

側壁
１．５～２．３

有り６．２１９５．０１３．０
 ×１５．０台形２．９７．２

 ～８．２
中央壁
０．５～１．５

機銃弾皿状１２０
 ～１３０

３．５
 ～４．９

９．３
 ～１１．２１０１．３

－－－－
逆Ｕ
字形３．１７．１

 ～８．７
奥壁
０．５～１．０

（２８．２）
 ×２３．０Ｅ字形［Ｎ－３７°－Ｗ］

Ｓ１２ｈ５
～

Ｕ１４ｂ１
３ 山形３．３６．９

 ～７．０
側壁
０．７～１．５

有り５．５１７１．０１１．４
 ×１５．０－（０．４）（２．１

 ～２．６）
中央壁
０．５

－皿状９０
 ～１３０

２．０
 ～７．０

６．５
 ～１１．６（５５．５）

－－－－山形３．０（５．０
 ～７．５）

奥壁
０．４～０．５

（２７．０×
 １８．０）Ｅ字形Ｎ－１８０°

Ｋ１２ｇ１
～

Ｌ１２ｇ０
４ 山形２．８６．２

 ～８．５
側壁
１．２～１．５

－－－１４．０
 ×（１０．５）－－－中央壁

－

ビール瓶皿状１３０５．５
 ～１４．３

１０．０
 ～１８．２（９２．８）

有り６．６２２４．８１４．５
 ×１５．５

山形３．１６．６
 ～７．７

奥壁
０．３～１．１

５０．２
 ×２３．６Ｅ字形Ｎ－２５°－Ｗ

Ｊ１５ｊ０
～
Ｋ１７ｊ６

５ 山形３．０
 ～３．１

７．１
 ～９．０

側壁
０．８～２．１

有り５．５２０７．７１３．４
 ×１５．５山形３．１７．０

 ～７．４
中央壁
０．７～１．５

二重の
外壕部－皿状

５０１．０
 ～６．０

内側
１．５～５．５

（５５．０）－－－－

山形２．８７．０
 ～７．８

奥壁
０．６～１．２（２６．５

 ×７．４）Ｃ字形［Ｎ－９０°－Ｅ］
Ｇ１７ｅ３
～
Ｈ１７ｆ０

６ ４００．７
 ～１．０

外側
２．５～４．０

－－－側壁
－ ３７１０．５

 ～１２．５
共通
１１．０～１３．０

－皿状１５０
 ～１７０

０．５
 ～４．４６．４～９．５（９０．０）

有り８．４２１３．０１４．２
 ×１５．０

山形２．９７．５
 ～７．９

奥壁
０．７～１．０

（５０．４）
 ×２３．０Ｅ字形Ｎ－２８°－Ｅ

Ｋ１９ｅ２
～

Ｋ２０ｅ８
７ 山形３．３６．８

 ～７．０
側壁
０．４～０．９

［有り］－－［１３．２
 ×１５．０］山形２．８８．０

 ～８．３
中央壁
０．６～０．９

表１３　掩体壕一覧表
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　戦時下において，軍用機を隠蔽し，空襲から守る目的で構築された掩体壕は，その規模や形状に一定の規格

性が認められる。以下，発掘調査で明らかになった掩体壕の様相に，文献史料及び聞き取り調査によって得ら

れた情報を加えて，若干の考察を行いまとめとしたい。

１　百里原海軍飛行場について

（１）茨城県内における軍事施設跡の発掘調査状況と調査区周辺の軍事施設跡について

　茨城県内における太平洋戦争中の軍事施設跡は数多く残されている。そのうち旧海軍飛行場は当遺跡を

含めて霞ヶ浦・土浦・新ノ池・筑波・西筑波・谷田部・鹿島の８地区にあったとされ，その跡地付近に遺

存している掩体壕も確認されている。石岡市では東府中掩蔽壕群（遺跡番号０８　２０５　０７５）にコの字形の

無蓋掩体壕２基が遺存しており，近代遺構として遺跡登録されている。また，有蓋掩体壕は霞ヶ浦と神之

池の海軍航空隊跡付近にそれぞれ遺存している。掩体壕の調査例は平成１９年９月から１２月にかけて，小美

玉市教育委員会による旧百里原海軍飛行場掩体壕群第１２・１３号掩体壕の発掘調査が行われている。また，

戦争関連施設の調査例は，稲敷郡阿見町に所在する実穀寺子西遺跡で霞ヶ浦海軍航空隊基地の防衛を担当

した防空砲台跡２基と関連施設の，ひたちなか市に所在する武田西塙遺跡で高射砲陣地跡などの調査例が

ある１）。

　今回の旧百里原海軍飛行場掩体壕群の調査は，県内でも数少ない戦争関連遺跡の調査例である。調査さ

れた掩体壕は，飛行場滑走路帯跡の東側に位置する一群であり，誘導路を介して飛行場と繋がっていたこ

とが，米軍撮影の航空写真から判明している。基地施設の多くは，現在の航空自衛隊百里基地の西側に存

在していたようで，正門跡，機銃試射場跡，百里神社が現存している。滑走路は旧飛行場関連施設から東

側に菱形に形成されており，この滑走路の外側に誘導路を介して８０基余りの掩体壕群が構築されていた。

平成１７～１８年度にかけて，茨城県教育委員会による近代化遺産の調査が実施され，当遺跡内に１６基の無蓋

掩体壕が遺存することが確認されている。その後，当財団による発掘調査が行われた際に，新たに１基の

掩体壕が確認されたため，１７基の掩体壕が遺存していたことになる。

（２）百里原海軍飛行場の概要

　先述した茨城県内の海軍飛行場は，満州事変以降特に日中戦争勃発前後に集中して建設され，航空隊・

飛行部隊が設置されている２）。当飛行場跡も，筑波海軍航空隊友部分遣隊の飛行場として，１９３７（昭和１２）

年に建設が始まり，翌年には筑波海軍航空隊百里原分遣隊として開隊していることから，他の飛行場と同

時期に建設されたものである。１９３９（昭和１４）年１２月には，百里原海軍航空隊として独立，開隊し，艦上

爆撃機・艦上攻撃機・練習機の基地として，主に飛行練習生の中練（中間練習機教程）教育が行われてい

た。１９４５年９月３０日付けの「引渡目録　奥羽海軍航空隊百里原基地」によると，飛行場の敷地は１，６００�

×１，３００�の２０８万�で，教育飛行場として全面を離着陸訓練に使用した面飛行場としての規格どおりに建

設されていたことが分かる３）。

　戦局の悪化とともに，当飛行場の基地機能は増強され，１９４３（昭和１８）年秋以後は，中練の操縦訓練を

他の航空隊に移管し，実用機の操縦と偵察員の教育が行われ，大航空隊へと変化していった。１９４３（昭和

１８）年には艦上爆撃機４５機，練習機１０８機であった当部隊の保有機体数は，１９４４（昭和１９）年６月には艦

上爆撃機・艦上攻撃機１３５機，陸上攻撃機１６機，機上練習機３６機と実用機が増強され，練習機が削減され

第４節　 ま と め
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ていることからも，実戦訓練部隊としての性格を強めていったことが読み取れる。当部隊は練習航空隊と

はいえ，所有機が実用機であったため，必要に応じて作戦任務が与えられ，訓練不十分なまま索敵任務等

に赴くこともあったといわれている。

　当部隊が実戦訓練部隊へと移行した後，昭和１９年末頃から日本本土空襲が激化し，飛行機の損耗は増加

した。また，飛行機工場への爆撃も激しくなり，生産機数は著しく低下した。各部隊においては，米軍の

本土上陸に備えて現有機の確保が重要課題とされ，飛行場周辺の地形を利用した飛行機の分散及び秘匿が

急務となり，掩体壕が盛んに構築されるようになった。これら飛行場の整備のための作業量は莫大であっ

たが，民間人の労力も使い，本土決戦準備のため飛行場の強化を行った４）。当飛行場周辺において，掩体壕

が構築されるのはこの頃と考えられる。また，この頃から当部隊では，主に艦上攻撃機による特攻訓練が

行われるようになり，昭和２０年３月末に沖縄作戦が発動されると同時に，菊水作戦に参加した多くの兵士

が犠牲となっている。

　１９４５（昭和２０）年になると，日本本土空襲は一層激しくなり，当飛行場も２月１６日に米軍グラマン戦闘

機によるロケット弾攻撃を受け，隊舎が炎上し戦死者を出すに至った。日本本土空襲はこれ以降８月１５日

まで，ほぼ間断なく続いた。末期には機動部隊艦載機や硫黄島から飛来する単発機による爆撃や機銃掃射

も行われた。これら攻撃の様相は，国立国会図書館憲政資料室所蔵の米国戦略爆撃調査団報告資料

（USSBS文書）Entry No.５５「太平洋戦争米国海軍・海兵隊艦載機戦闘報告書」に詳しい。百里原飛行場関

連の戦闘報告書は３１件あり，その内の１件であるRoll No.５の１１３６－１１３９は，１９４５年８月１５日午前８時３０分

の戦闘報告書で，終戦日当日にも空襲があったことが記録されている。

２　掩体壕について

　掩体壕とは，航空基地内やその近辺に作られた軍用機を隠蔽し，空襲から守るための格納庫である。今回

調査した７基の掩体壕は全て土盛りによって構築された無蓋型である。聞き取り調査によると，上部にネッ

トをかけて飛行機を隠蔽したという証言もあったが，掩体部幅５０�を超える規模から，隠蔽の目的は期待で

きないと考えられる。これら無蓋掩体壕は，至近弾からの機体の損傷や，被弾した機体からの類焼を避ける

目的で構築されたものと想定される。

　ここでは，調査によって明らかとなった掩体壕の規模と形状，構築状況からその特徴を考察するとともに，

資料や聞き取り調査によって判明した情報も併せて記述する。

（１）規模と形状の規格性　

　掩体壕は，太平洋戦争の末期，全国の航空基地周辺に１０００基以上作られたとされ，その形状や規模は，

全国的に共通する特徴と同時に地域差も併せもつとされる５）。今回調査した掩体壕７基を含む当遺跡の掩

体壕群は，形状に規格性がみられることから，調査担当者の荒蒔氏は極東米軍の航空写真を詳細に調べ，

掩体壕の形状を分類している（第９４図）。それによると，平面形は，２機体を格納できる「Ｅ字形」のも

のと，１機体を格納する「Ｃ字形」がある。「Ｅ字形」は掩体端部に翼状の張り出しがあり格納部の開口幅

が狭められているものをⅠ型ａ類，そうでないものをⅠ型ｂ類に分類している。また，「Ｃ字形」は規模

が小さいⅡ型と，規模がⅡ型の約２倍となるⅢ型に分類している。この分類による７基の内訳は，Ⅰ型６

基（内第１号掩体壕だけがｂ類で他はａ類）は，Ⅱ型１基であり，本調査区においては，Ⅰ型が主体的に

構築されていたことが分かる。

　また，測量調査の結果明らかとなった掩体壕７基の規模を比較すると，Ⅰ型の掩体部は幅５０�前後，奥
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行２４�前後の範囲で構築されている。掩体部を構築する土堤状の高まりは，幅８�前後，高さ３�前後の規

模で土盛りされている。また，格納部の規模は，第３号掩体壕が幅１１．４�と狭いが，他は幅１３～１４�前後，

奥行１５�前後である。翼状の張り出しをもつⅠ型ａ類については，開口部の幅が６�前後で構築されてい

る。これら計測値から，Ⅰ型の掩体壕については，規模において規格性が認められる。掩体壕の構築は，綿

密な計画のもとに実施されていたことがうかがえる。

　他の航空基地に構築された無蓋掩体壕との比較は，資料が少ないためにできなかったが，Ⅰ型に類似する

掩体壕として，茨城県土浦市烏山Ａ遺跡の掩体壕が報告されている６）。ここは霞ヶ浦海軍航空隊飛行場地区

に程近く，野外飛行機係留地として戦中に掩体壕が多数構築された場所である。測量調査を行った掩体壕の

規模は，最大幅約５４�，奥行約２１�で，掩体部の高さは約３．８�と報告されており，中央部に仕切り状の壁が

設けられていた可能性が指摘されている。規模は当遺跡の掩体壕とほぼ同程度であるが，烏山Ａ遺跡の掩体

壕は中央の奥壁から長さ４�ほど仕切り状の壁が突出しているのに対し，当遺跡の掩体壕は中央壁が開口部

まで延びている点に違いがみられる。

（２）掩体壕の構築状況

　聞き取り調査によると，当遺跡の掩体壕は昭和１８～２０年にかけて作られたようである７）。掩体壕の構築に

あたっては，「千人手間」と呼ばれた勤労奉仕の割り当てによって，地域の人々の奉仕作業が求められたそ

うである。戦時中の供出により鉄製品は回収されており，乏しい道具での掩体壕作りは困難を極めたことは

想像に難くない。外壕部の土をシャベルで掘り集め，縄で編んだ１�角ほどの大きさの「もっこ」に土を入

れて，２人１組になって竹の棒で肩に担いで掩体部に運び上げるのは，女性と老人，子ども達が主であった。

また，１日に数回響く空襲警報の度に作業を中断し，付近の林に逃げ込むなど命懸けの奉仕作業であったと

いう８）。

　第１・２号掩体壕については，掩体部の断ち割り調査を行い，土層断面の観察を行っている。観察の結果

判明した掩体壕の構築状況について，両掩体壕を比較して記述する。第１号掩体壕では，盛土の基底部は旧

表土を掘り込んだ地山面である。また，格納部の底面は地山面まで削り出した後に黒褐色土の埋土を行い平

坦に填圧した状況がみられた。これに対して第２号掩体壕では，格納部の構築状況は同じであるが，掩体部

構築に際しての整地事業は行われず，旧表土を平坦に均してから填圧して盛土の基底部としている。また，

両者とも掩体部の土盛りはローム土を主体とした褐色土・明褐色土・暗褐色土を概ね水平に積み上げる方法

第９４図 百里原海軍飛行場掩体壕の模型

表１４　掩体壕の計測値

類型遺存状況
主な出
土遺物

格納部掩体部
主軸方向位置番号

張出部開口部幅面積（㎡）幅×奥行高さ掩体の幅幅×奥行平面形

Ⅰ型－ｂ類良好
金属部
品・電球

無し（１７．５）２１３．０１４．２×１５．０
３．３０．３～８．９５１．１×２６．１Ｅ字形Ｎ－０°

Ｍ７ｄ８
～
Ｍ９ｉ１

１
無し１４．５２１８．８１４．３×１５．３

Ⅰ型－ａ類良好
金属部
品・機銃
弾

有り（７．５）２１７．０１４．０×１５．５
３．２０．５～９．２５０．５×２３．０Ｅ字形Ｎ－３５°－Ｅ

Ｒ１０ｆ１
～
Ｓ１１ｊ６

２
有り６．１１９５．０１３．０×１５．０

Ⅰ型－ａ類
西半部だ
け遺存

機銃弾
－－－－

３．３０．５～８．７（２８．２）×２３．０Ｅ字形［Ｎ－３７°－Ｗ］
Ｓ１２ｈ５
～

Ｕ１４ｂ１
３

有り５．５１７１．０１１．４×１５．０

Ⅰ型－ａ類
西側格納部
と奥壁の一
部が遺存

－
－－－－

３．００．４～８．５（２７．０×１８．０）Ｅ字形Ｎ－１８０°
Ｋ１２ｇ１
～

Ｌ１２ｇ０
４

－－－１４．０×（１０．６）

Ⅰ型－ａ類良好
ビール
瓶

有り６．６２２４．８１４．５×１５．５
３．１０．３～９．０５０．２×２３．６Ｅ字形Ｎ－２５°－Ｗ

Ｊ１５ｊ０
～
Ｋ１７ｊ６

５
有り５．５２０７．７１３．４×１５．５

Ⅱ型
掩体部の
奥壁だけ
遺存

－－－－－２．８０．６～７．８（２６．５×７．４）Ｃ字形［Ｎ－９０°－Ｅ］
Ｇ１７ｅ３
～
Ｈ１７ｆ０

６

Ⅰ型－ａ類良好－
有り８．４２１３．０１４．２×１５．０

３．３０．４～８．３（５０．４）×２３．０Ｅ字形Ｎ－２８°－Ｅ
Ｋ１９ｅ２
～

Ｋ２０ｅ８
７

［有り］－－［１３．２×１５．０］
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で行われている。上層の構築土にはローム土の他，鹿沼パミスも若干混じっていることから，外壕部を１．０～

１．５�ほど掘り込んで集めた土を「もっこ」で運び上げた状況がみられる。土層断面に中層までの締まりが

強いことから，積み上げた土を突き固めながら構築されたものとみられる。第１号掩体壕の奥壁Ａトレンチ

と西側壁の土層断面からは，一方に高さ１�ほどの小規模な土留めを行った後に，反対側から土盛りを行っ

ている状況がみられたが，第２号掩体壕にはみられない。第２号掩体壕では，掩体端部に翼状の張り出しが

構築されているが，旧表土に近い暗褐色土・黒褐色土で土盛りされていることから，掩体部が完成した後に

周辺の土を使って作られたものと想定される。

　このように，第１・２号掩体壕の構築状況を比較すると，構築前の整地事業の有無，掩体部への土盛りの

方法，張り出し部の構築に違いがあることが判明した。こうした構築状況の違いの要因については，構築時

期の差，作業工程の違い，構築位置の地形的な制約などが考えられるが，正確なところは不明である。

（３）掩体壕群の配置

　１９４７年１０月２５日撮影の極東米軍航空写真をみると，８３基の無蓋掩体壕とみられる構造物が確認できる９）。

米軍の日本本土上陸に備え，現有機の秘匿温存を目的に作られたこれらの掩体壕は，当飛行場周辺に分散し

て配置されており，その分布は大きく５群に分かれている。ここでは，便宜上それぞれの群にＡ～Ｅ群まで

の名称を付けて記述する。飛行場北部に２群（北東部をＡ群，北西部をＥ群），南東部にＢ群，南部にＣ群，

西部にＤ群がそれぞれ位置し，本調査区はＢ群にあたる。各群に属する掩体壕は，誘導路を介して飛行場滑

走路に接続されていたことが，「施設現状目録」１０）から読み取れる。今回調査したＢ群の掩体壕群は，誘導路

を挟んで互い違いに配置されていることから，誘導路の建設後に掩体壕を配置していったものと想定され

る。各群に配置された掩体壕の類型及び基数につい

ては表１５の通り１１）であり，当飛行場周辺に構築され

た掩体壕８３基の内訳をみると，Ⅰ型が主体的に構築

されていたことが分かる。また，これら５群の内，

Ａ群とＤ群に掩体壕が多く配置されている。これは

Ａ群の北東部には第６０１海軍航空隊分散地区が，Ｄ

区の西部には本隊分散地区がそれぞれ位置してお

り，本部や兵舎等の施設が置かれていたため，飛行

機搬出入の利便性を考慮したものと想定できる。

　当時は，各地の航空基地において，掩体壕による飛行機の分散秘匿が行われており，司令部によって飛行

場の秘匿例も示されている１２）。また，陸軍関係の資料ではあるが，昭和２０年３月５日付けの「空襲ニ依ル飛

行場及諸施設ニ関スル教訓」１３）によれば，「（ロ）無蓋掩体ハ今次ノ如キ攻撃ニ對シテハ効果ナシ　遮蔽又ハ

偽装ノ對策ヲ講スルヲ用ス」「（ハ）位置ノ選定ハ飛行場使用ノ目的ニヨリ異ナルモ防衛的態勢ニ在リテハ敵

ノ意表外ノ位置ニ分散秘匿遮蔽ノ對策ヲ講スルヲ用ス」とあり，無蓋掩体壕の空襲に対する防御機能の不十

分さを指摘し，遮蔽や偽装によって対策を行うように提言されている。当飛行場においてもＡ群からＥ群ま

での無蓋掩体壕群は，地域の自然地形等を利用して飛行機及び誘導路を隠蔽できる場所を選んで構築されて

いる。

　しかし，米軍機によって各地の飛行場の様子はすでに空撮されており，当飛行場も攻撃目標に加えられて

いたことは，米国戦略爆撃調査団報告資料から明らかである１４）。

表１５　 旧百里原海軍飛行場掩体壕群の掩体壕構築数

計Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ型群

３２０６２６Ａ群

１３０２１１Ｂ群

５００５Ｃ群

２２０８１４Ｄ群

１１３１７Ｅ群

８３３１７６３計
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第９５図　旧百里原海軍飛行場掩体壕群全景　１９４７年極東米軍撮影航空写真より（国土地理院所蔵　一部加筆，合成）

第９６図　施設現状目録　奥羽海軍航空隊百里原基地
（第１６画像目）（防衛省防衛研究所所蔵資料に加筆）

第９７図 旧百里原海軍飛行場掩体壕群　Ｂ群
（国土地理院所蔵　一部加筆）
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旧百里原海軍飛行場掩体壕群

（４）格納された軍用機

　旧百里原海軍飛行場の主力機種は，九〇式機

上作業練習機，白菊，九三式艦上爆撃機，九六

式艦上爆撃機，九九式艦上爆撃機，九七式艦上

攻撃機，零式艦上戦闘機等であり，終戦時の引

渡目録１５）によると，「九九式艦爆６７機，九六式艦

爆１７機，九七式艦攻５８機，彗星２１機，天山１０機，

銀河１機」とあることから，最終的に残った軍

用機は１７４機であったことがわかる。

　今回調査したⅠ型掩体壕の格納部規模は，幅１４�前後，奥行１５�前後であり，掩体部の壁高は３．２�前後で

あることから，格納できる機体は限られる。第９８図は第２号掩体壕実測図に，参考のため当飛行場の主力機

種であった九七式艦上攻撃機と彗星を同縮尺で加えたものである。格納部は，銀河等の大型の陸上爆撃機は

不可能であるが，零式艦上戦闘機や彗星等の小型機は十分に格納できる規模である。全幅が１５�を超える九

七式艦上攻撃機については，主翼が上方折畳式で，翼折畳時の全幅は７．３�であることから，格納が可能であ

る。また，機体が主脚と尾脚を出して接地している場合には，主翼端部は接地面から１．５～２．０�の高さに位

置する。格納部底面の規模では格納できない寸法の軍用機であっても，掩体部の内壁には斜度３５～４０度で法

面が付けられているので，底面から１．５�の位置での格納部幅は１５�前後となり，全幅１５�までの軍用機を格

納できるものとみられ，機数の多い九九式艦上爆撃機も格納できたと考えられる。

表１６　 主力機種寸法一覧

引渡機体数全高（ｍ）全長（ｍ）全幅（ｍ）制式名または名称
－３．８２０９．５６０１５．７８０九〇式機上作業練習機
－３．１００９．９８０１４．９８０白菊
－３．２００８．０５０１１．０００九三式中間練習機
１７機－９．４００１１．４００九六式艦上爆撃機
６７機３．８４７１０．１９５１４．３６５九九式艦上爆撃機
５８機３．７００１０．３００１５．５２０九七式艦上攻撃機
－３．５０９９．０６０１１．０００零式艦上戦闘機
２１機３．２９５１０．２２０１１．４９３彗星
１０機３．７００１０．８６５１４．８９０天山
１機４．３００１５．０００２０．０５０銀河

第９８図　軍用機の格納状況イメージ図（第２号掩体壕実測図に加筆）

R10i9
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３　むすび

　旧百里原海軍飛行場掩体壕群は，近現代の戦争遺跡である。十五年戦争末期の軍事施設跡であり，戦争の

記憶が薄れていく昨今，地域の戦争の歴史を後世に伝える貴重な遺跡である。今回の調査によって，旧百里

原海軍飛行場に付属する飛行機用掩体壕の規模や形状の記録がなされ，それらが規格性の高い構築物であ

り，綿密な計画に基づいて配置されていたことが判明した。今後は，文献史料調査や聞き取り調査等によっ

て，当遺跡周辺のより詳細な情報分析が行われ，地域の歴史が正確に記録されていくことを期待するもので

ある。
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PL１
石川遺跡

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

炉 完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



石川遺跡
PL２

第 ２ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL３
石川遺跡

第 ３ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



石川遺跡
PL４

第 ５ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第６～９号住居跡

完 掘 状 況

第１～６号炭焼窯跡

完 掘 状 況



PL５
石川遺跡

出土縄文土器

FP１－１ SK７４－２ 遺構外－２９

SK８１－３ 遺構外－３２

FP１－TP３１

遺構外－TP５３

SI５－TP１

遺構外－TP４７ 遺構外－TP５４

遺構外－TP６０
遺構外－TP６１

SI６－TP４

SI６－TP６

SI６－TP３

SI６－TP１０

SI１０－TP２１

SI１０－TP２２

SI８－TP１５ 遺構外－TP６５

SI１０－TP２３

SK１１５－TP４４SI７－TP１１

SK８１－TP３７

遺構外－TP５１



石川遺跡
PL６

SI７－TP１４

SI９－TP１８ 遺構外－TP６６ SI７－TP１３

SK７４－TP３２

SK１７１－TP４５ 遺構外－TP６９

遺構外－TP６７

遺構外－TP６８

遺構外－TP６３

遺構外－TP７３

遺構外－TP７４

SI６－DP１ SK７４－DP５

SI２－DP６

遺構外－DP８

SI６－DP２ SI７－DP３ SI９－DP４

遺構外－DP９ 遺構外－DP１０ 遺構外－DP１１

遺構外－DP１２ 遺構外－DP１３

出土縄文土器・弥生土器・土製品

遺構外－DP７



PL７
石川遺跡

第２・３・４号住居跡出土遺物

SI４－２２ SI３－１５

SI２－８ SI３－１３

SI２－９ SI３－１４

SI４－２３ SI２－１２

SI３－２１ SI２－１１



石川遺跡
PL８

第１・３・４号住居跡，第１１６号土坑出土遺物

SI３－２０ SI４－２４

SI３－１９ SI１－６

SI３－１８ SK１１６－４



PL９
石川遺跡

出土石器・石製品・金属製品

SI７－Q３SK１５２－Q２２遺構外－Q２３
遺構外－Q２５遺構外－Q２６遺構外－Q２４SI７－Q４

SI１０－Q１１

SI７－Q６ SK８５－Q２０

SI７－Q５

SI１０－Q１３
SI１０－Q１２

SI１０－Q１４ SI６－Q１

SI２－Q１８

SI１－Q１７

SI１０－Q１０

遺構外－Q２８

遺構外－Q３５遺構外－M１



石川塚
PL１０

第１号塚全景

石塔１・２ 石塔３～５

石塔６ 石塔７・８



PL１１
石川塚

第 １ 号 墓 坑

遺 物 出 土 状 況

第 ３ 号 墓 坑

遺 物 出 土 状 況

第２号掘立柱建物跡

完掘状況（北東から）



石川塚
PL１２

第 １ 号 石 塔 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ３ 号 石 塔 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ４ 号 石 塔 跡

遺 物 出 土 状 況



PL１３
石川塚

出土土器

ST２－１２ 遺構外－１８

第１号石塔跡－４ 第１号石塔跡－２

SK１２－１７ 第１号石塔跡－３

第２号石塔跡－５

ST１－１１ ST３－１３



石川塚
PL１４

出土土器・石器・金属製品

SK７－１４ 遺構外－１９

第１号石塔跡－Q２

ST１－M１１

第１号石塔跡－Q１

ST１－M１２

第１号石塔跡－M２～６

第１号石塔跡－M１ 第１号石塔跡－M７ ST３－M１３ ST３－M１４ ST３－M１５

SK１２－M１９ SB１－M１０ 遺構外－M２２ 遺構外－M２３ 遺構外－M２４

第１号石塔跡－M８ SK１２－M２０ ST３－M１６ ST３－M１７ ST３－M１８

第１号石塔跡－M９ 遺構外－M２５



PL１５
旧百里原海軍飛行場掩体壕群

第 １ 号 掩 体 壕

全 景

第 １ 号 掩 体 壕

横穴１・２確認状況

第 １ 号 掩 体 壕

遺 物 出 土 状 況



旧百里原海軍飛行場掩体壕群
PL１６

第 １ 号 掩 体 壕

Ｂトレンチ土層断面

第 １ 号 掩 体 壕

Ｅトレンチ土層断面

第 ２ 号 掩 体 壕

全 景



PL１７
旧百里原海軍飛行場掩体壕群

第 ２ 号 掩 体 壕

硬化面確認状況

第 ２ 号 掩 体 壕

中央壁土層断面

第 ２ 号 掩 体 壕

西側壁土層断面



旧百里原海軍飛行場掩体壕群
PL１８

第 ２ 号 掩 体 壕

Ｆトレンチ土層断面

第 ３ 号 掩 体 壕

全 景

第 ４ 号 掩 体 壕

全 景



PL１９
旧百里原海軍飛行場掩体壕群

第 ５ 号 掩 体 壕

全 景

第 ６ 号 掩 体 壕

全 景

第 ７ 号 掩 体 壕

全 景



旧百里原海軍飛行場掩体壕群
PL２０

TP１

TP２

TP１
TP３

第３号掩体壕 第５号掩体壕－Q２

第２号掩体壕－M３

第２号掩体壕－M４

第２号掩体壕 第１号掩体壕－G１

第３号掩体壕

第５号掩体壕－G２第１号掩体壕 第２号掩体壕－M５

M１

M２

M６～M８

M９～M１１

出土土器・石器・金属製品・ガラス製品



特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主な時代種 別所 収 遺 跡 名

縄文土器，土製品（土器片錘・土
製円盤），石器（石鏃・敲石・
磨石・凹石・磨製石斧・打製石
斧・石匙）

竪穴住居跡 ６軒
炉穴 １基
土坑 ６基

縄　 文集 落 跡石 川 遺 跡

土師器（坏・高坏・甕・甑），
石製品（紡錘車）

竪穴住居跡 ４軒
土坑 ２基

古　 墳

炭焼窯跡 ６基近 代生 産 跡

地下式坑 １基中 世そ の 他

溝跡 １条
土坑 １６４基
不明遺構 １か所

不 明

土師質土器（皿・灯明皿），瓦
質土器（香炉），陶磁器（碗・
皿・擂鉢・香炉・花瓶・仏飯
器），石器（砥石），金属製品
（煙管），古銭，人骨

塚 １基近 世塚石 川 塚

墓坑 ３基墓 域

掘立柱建物跡 ２棟
土坑 ３基

そ の 他

土坑 ７基不　 明

機銃弾，鉄製品（飛行機関連部
品ヵ・導線），ガラス製品（電
球・ビール瓶）

掩体壕 ７基近 代

（昭和時代）

軍事施設跡旧 百 里 原 海 軍
飛行場掩体壕群
第１～７号掩体壕

　石川遺跡は，縄文時代前期後半と中期前半の住居跡が検出され，小規模な集落が形成されていた
ことが判明した。また古墳時代前期と後期の住居跡が谷津頭部から検出され，小規模な集落が断続
的に営まれていたことがうかがえる。
　石川塚の周辺は「貝谷の大日堂」とよばれ，寺院があったとされてきた場所である。調査の結果，
堂跡と思われる掘立柱建物跡が検出された。また，塚頂部や周辺に埋葬された人骨も検出された。
なお，塚の調査前には，周辺部に石塔が８基設置されていた。
　旧百里原海軍飛行場掩体壕群は，太平洋戦争末期に百里周辺に８０基ほど造られた，軍用機を敵の
空襲から守るための格納庫である。高さ３�ほどの盛土によってＥ字形に造られていることから，
２機の飛行機を格納していたものと考えられる。

要 約

いしかわいせき　　いしかわづか　　きゅうひゃくりはらかいぐんひこうじょうえんたいごうぐんふ り が な

石川遺跡　　石川塚　　旧百里原海軍飛行場掩体壕群書 名
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〒３１０－０９１１　茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２　　ＴＥＬ　０２９（２２５）６５８７所 在 地
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ふりがな
所 在 地

ふ り が な
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茨城空港テクノ
パーク整備事業
に伴う事前調査

３１，８００�
２００５１００１
～

２００６０３３１
２８�

１４０度
０７分
３５秒

３６度
０６分
２６秒

０８２３６
－

３０３０１４

 茨 
いばら

 城  県  小  美  玉  市 
き けん お み たま し

 大  字  下 
おお あざ しも

 吉  影 
よし かげ

 字 
あざ

 石  川 
いし かわ

２１６４番 地 ほ か

 石  川 遺 跡
いし かわ

４２３．２５�
２００５１００１
～

２００５１１３０
２７�

１４０度
２６分
０１秒

３６度
１１分
０４秒

０８２３６
－

３０３２２７

 茨 
いばら

 城  県  小  美  玉  市 
き けん お み たま し

 大  字  下 
おお あざ しも

 吉  影 
よし かげ

 字 
あざ

 石  川 
いし かわ

２１８９番地の１ほか

 石  川  塚 
いし かわ づか

４，６８１�

９，１２０�

２００５１００１
～

２００５１１３０
２００６０４０１
～

２００６０７３１

３０�
１４０度
２５分
５１秒

３６度
１０分
５９秒

０８２３６
－

３０３２３０

 茨 
いばら

 城  県  小  美  玉  市 
き けん お み たま し

 大  字  下 
おお あざ しも

 吉  影 
よし かげ

 字 
あざ

 新  田 
にっ た

 出  口 四番２４０８番地の
で ぐち

２ほか

 旧 
きゅう

 百 
ひゃく

 里  原  海  軍 
り はら かい ぐん

 飛  行 
ひ こう

 場 
じょう

 掩  体  壕  群 
えん たい ごう ぐん

抄 録
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石川遺跡遺構全体図



28.5m

M22a1

170

119

116

128

127

137

122

130

138

125

144

133

152
140

132

124
134

183
131

139

136

153
157

146

147

135 150

151

143
126

154
155

141

145

158 142

159
161

160 156
163

162

169

168

167

115

77

105

106

107

121

118

117

111

123

7

100

99

98

12

8

148
149

5

4

93

89

88

84

83

58

59

60

57

11

15

65

64 52

66

81

56

63

82
67

101

102 53

85

86

90
K

55

SI3

SI2
SI1

SI4

K

SY6

SY2

SY1

SY5

SY3

68

69

80

SY4

78

87

171

SI5

54
50

47
49

6

91

108

9796

95

94

9

10

27

26

25
33

35

36
34

92

112

164

165166

184

P22a1

42

39

38

32

45

44

43

23

22

28

30

29

18
19

14

37

16

13

17
31

1

21

24
2

40

41

46
114

113
61

79

103
UP1

110

109104

51

SI10

179
180

182

181

SI9

SI8

SI7

SI6

178

28.0m

28.5m

177

175
A

A

27.0m

27.0m

27.5m

27.5m

FP1

71

20

72

73

N24a1

28.0m

74

SD1

B

AA

B
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